
































城下町は今日も魔法事件であふれている
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　花を育てるのに魔ま法ほうは使わない。

　なぜなら、花は相手に気持ちを伝える為ための贈おくり物であり、そこに手て抜ぬきがあってはいけないから。

　そんな両親の言葉は、花屋に生まれたサラにとって、子供の時からずっと、それこそ耳にタコが出来るくらいよく聞かされた言葉だった。

　杖つえを振ふって魔法を唱え、一いつ瞬しゆんにして花を咲さかせるのは、魔術師ウイザードの仕事であり、花屋の仕事ではない。気持ちを伝える贈り物なのに、そんな風にいとも容易たやすく作ってしまったら、気持ちまで軽くて浮うわついた物だと思われてしまう。それではいけない。

　花は気持ちを代弁する物である。蒔まかれた種が少しずつ育って、やがて美しく花を咲かせる、そんな気持ちを相手に伝える物なのだ。

　──そのお手伝いをするのが、花屋の仕事なのである。

　ふわぁ、とアクビを嚙かみ殺しながら、サラは花に水をやる。

　今のところ彼女は、そこまでのプライドを持って、花の世話をしているわけではない。

　ただ、両親が急用で遠くに出かけていて、その間の店番と世話を言い付けられただけだ。

　夜が明けてすぐに起き、寝ねぼけ眼まなこのまま、髪かみを適当におさげに結ゆい、店の前に売り物の花を出して、今は母おも屋やの裏にある温室で花の苗なえに水をやっている。

　それを多少面めん倒どうに思い、こんな事は魔法でパパッと出来るのに、と考えたとしても致いたし方ないだろう。なにせ、ほんの少しばかりのお駄だ賃ちんと引き換かえに、請うけ負った仕事なのだ。

　やろうと思えば、温室の中にグルッと給水管を通してワンタッチで水やり、そんな事くらい魔法で出来る。魔法で簡単に出来る事をあえてしないのは、サラにとっては、余計な手間に思えて仕方がなかった。

　ふと、彼女は水をやる手を止める。

　店先の方から、何かが壊こわれたような、そんな音が聞こえた気がした。

　作業を止めて、温室を出る。

　まだ人も通らないだろうと思って、通りに出した花が通行の邪じや魔まになっているのかもしれない。小さく芽生えた不安に、自然と小走りになった。




　──店先では、売り物の花たちが、無残な姿で地面に散らばっていた。

　そこに居たのは初老の小男で、彼は持っているステッキで鉢はちを倒たおしては、散った花を踏ふみつけている。

「ちょっと何を──」

　驚おどろきのあまりに出かけた声を、サラはすぐに飲み込んだ。

　その小男は、珍ちん妙みような格好をしていた。

　大きな羽根つき帽ぼうに提ちよう灯ちんズボン。そこからは、白いタイツのひょろ長い脚が伸のびていて、先の尖とがった金色の靴くつをはいている。

　一見して、平民ではない事が分かった。

　そんな派手な格好をするのは、貴族だけだ。

　──平民は貴族に逆らってはいけない。

　それは、この城下町に住む誰だれもが、口くち酸ずっぱく教え込まれる言葉である。

　さらには、その貴族は紫色ヘリオトロープの瞳ひとみをしていた。

　紫色の瞳は、王家の血筋を引く者だけと聞いたことがある。

　相手が身分の高い貴族だと分かって、サラの感情は急速に冷めていった。

　彼女の存在に気付いた貴族は手を止めると、

「道の邪魔だ。それに──」

　言い訳がましく呟つぶやいて、

「臭においが鼻に付く。臭くさくて頭痛がするのだ。我わが輩はいの国に、こんな物は必要ない」

　ピンと鋭えい角かくに尖らせたヒゲを摘つまんで撫なでた。

　──我輩の国！

　なんて高こう慢まんな貴族なのだろうと思う。

　サラは地面に散らばった花に視線を落とす。

　──なんて、酷ひどい事を。

　どうしていいのかわからず、彼女は困こん惑わくして青ざめた。

　貴族はポケットから、銅貨を一枚取り出すと、サラの足元へと放ほうり投げる。

　硬かたく冷たい音をたてて、銅貨が転がった。

「拾え。花代としてくれてやろう」

　当然のことながら、銅貨一枚では到とう底てい足りない損失だ。踏み潰つぶされた花が全部売れたら、銅貨五十枚にはなる。

　サラはそれを拾うことなく、唇くちびるを嚙み締しめて、貴族を見返した。

　貴族はフンと鼻息を漏もらすと、

「……反はん抗こう的な目つきだな」

　そのまま何事もなかったように、道を歩き始める。

　相手は貴族。平民とは身分が違ちがう。何をされても、我が慢まんするのが正しい。

　そうすべきだ。そうしなくちゃならない。

　でも──。

　花だけではなく、両親が花に込めた思いまでが踏みにじられたような気がして、サラの目からは、悲しみが溢あふれ出してポロポロと零こぼれた。

　たったの一言も言い返せない悔くやしさに、袖そでで涙なみだを拭ぬぐう。

　彼女はただ黙だまって、去っていく貴族の背中を睨にらみつける事しか出来なかった。




　突とつ然ぜん、貴族の男が吹ふっ飛んだ。




　その身体からだが勢い良く、高く宙を舞まい、羽根付き帽子が地に落ち──まるで人間大たい砲ほうみたいに、ちょうどそこにあった、馬ば糞ふんが積まれた荷車へと頭から突つっ込んだ。

　こんもりと積まれた馬糞に、貴族の上半身がズッポリと突き刺ささる。

　馬糞の塊かたまりから突き出た、ひょろ長く白い脚がじたばたと藻も搔がき、やがて、ピーンと伸びて脱だつ力りよくした。

　どうしてそんな事になったのかは分からない。

　サラの目には、貴族が姿なき巨きよ人じんに、ピンと指で弾はじかれたようにも見えた。




　──ああ、神様！

　今までその存在を全く信じていなかったけれど、ちゃんと見ていてくれて、嫌いやな貴族を懲こらしめてくれたんですね！

　思わず、祈いのるように指を組み合わせたサラだったが──しかし、それこそが、彼女の不幸の始まりであった。
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「〝点火イグニツシヨン〟」

　呪じゆ文もんを唱えると同時に、触ふれた指先から魔力が注ぎ込まれ、魔導具である調理器具の中心から、ボッと音を立てて炎ほのおが立ち上がる。

　アニタはその上にフライパンを乗せると、白いブラウスの上からエプロンをつけ、調理の邪魔にならぬよう髪をアップに手早くまとめた。

　鼻歌交じりに保存庫の扉とびらを開け、中から少し硬くなったパン、それから卵と燻くん製せい肉を取り出す。保存庫は〝冷却クール〟の魔法がかかっており、ひんやりと冷たい。

　燻製肉を食べやすい大きさに切って、熱したフライパンに投入する。

　ジューという油の爆はぜる音と共に、肉の焼ける良い香かおりが辺りに漂ただよい始めた。

　すると、そんな香りに誘さそわれたのか、

「……おはようございます、アニタさん」

　寝ぼけ眼をこすりながら、脇わきにある階段から青年が降りてきた。

　柔やわらかな髪かみ質しつのせいで毛先が荒あれ狂くるう波みたいに盛せい大だいに跳はねている。

　見るからに寝起きといった様子だが、服装はすでに整えられており、襟えり付きの黒い上着コートに、腰こしのベルトには扱あつかいやすそうな小剣シヨートソードを差していた。

「おはよう、ノエル。よく眠ねむれた？」

　フライパンに卵を割り入れながら、アニタは声をかける。

「ええ、ぐっすりと眠れました」

　青年はあくびを嚙み殺しながら手洗い場へと向かった。




　彼の名は、ノエル・アースキン──こう見えて、騎き士しである。

〝こう見えて〟と表現したのは、彼の格好が〝騎士らしくない〟からだ。

　騎士と言えば、立派な鎧よろいに紋もん章しようが刺し繡しゆうされたマントを身につけ、騎士剣けんを腰に差して、街を闊かつ歩ぽするのが普ふ通つうである。なぜなら、騎士の多くは貴族であり、その身なりでもって、権けん威いを主張するからだ。

　この国には身分の差があり、だからこそ、騎士は騎士の格好をし、平民は平民の格好をする。それが常識なのである。

　でも、ノエルは違う。

　彼は鎧やマントの類たぐいを一いつ切さい身につけず、どんな時も平民と見み紛まがうような、質素な騎士服でいる。その姿は、冒ぼう険けんしていない冒険家、或あるいは、温室育ちの剣士、はたまた、裕ゆう福ふくな商人の道楽息子むすこ、くらいには見えるかもしれない。でも、華か美びである事を好む貴族には到底見えないし、誰もそうは思わないだろう。

　誰の目にも、ノエルはどこにでもいる、ごく普通の平民に見えるのだ。

　けれども、彼は貴族の家で生まれ育った貴族であり、正真正しよう銘めいの騎士なのである。ノエルは、実に貴族っぽくない貴族であり、騎士っぽくない騎士だと言えた。

　当然の事ながら、身なりや儀ぎ礼れいを重んじる騎士社会において、ノエルは鼻つまみ者で、心よく思われていない。

　そのせいか、実家からも追い出されており、今は食費と家賃を払はらう事を条件に、この〝水のアクア恩恵亭グレイス〟の空き部屋に間借りしているのだった。




　アニタはフライパンを脇によけてパンを器具で摑つかむと、火に近づけて炙あぶる。

「いつもすみません」

　手洗い場からノエルが出てきて、食しよく卓たくの椅い子すに腰こし掛かけた。洗顔を済ませて毛先とも戦ってきたのだろう、荒あら波なみは凪ないで幾いく分ぶんか穏おだやかになっていた。

「気にしないでいいの。私が朝食を一いつ緒しよに食べたいだけだから」

　照れ隠かくしに小さく微笑ほほえんだアニタは、調理器具に触れて「〝解除リリース〟」と呪文を唱えて火を消した後、出来上がった料理をノエルの前に運んだ。

「いただきます」

　ノエルは早さつ速そく、パンを手にとって小さくちぎって食べ始めた。

　そういう所作からは、平民とは違って、貴族らしい躾しつけの良さが窺うかがえる。

　アニタはキッチンに戻もどって、一緒に作っておいた自分の食事を持ってくる。

　そして、美味うまそうに食べているノエルの向かい側に座ると、「いただきます」と手を合わせて同じように食事をとり始めた。

　ここ、〝水の恩恵亭〟は、夜に酒や軽食を提供する小さな酒場である。一年ほど前に母が早世した事で、アニタが酒場の仕事を引き継ついだのだ。

　営業が始まるのは夕方過ぎであり、夜よ更ふけまでやっている事もあって、アニタの朝は人より遅おそい。ノエルも騎士の仕事は昼から始まるので同様に遅く、それは二人が共に食事をとるのに都合が良かった。
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　今も、太陽はすでに高く昇のぼっている頃ころ合あいだ。

「ノエル、仕事の調子はどうなの？」

　戦時であれば、騎士や兵士たちは戦力として重宝されるが、今は大きな争いもなく平和が続く時代である。その職分を果たせない彼らは、この平和な治世を維い持じするために、護衛や犯罪者の逮たい捕ほといった職務を王から与あたえられていた。

「昨日は食い逃にげ犯を捕つかまえました」

　ノエルの傍かたわら、テーブルの上には、〝鷹たかの紋章が刻まれた指輪〟が置かれている。

　その指輪は、彼がこの魔ま法ほう都市ウィズガルドの治安維持を担になう〝王都防衛騎士団〟に所属している証あかしだった。

　その象しよう徴ちようである鷹の刻印は、この街の隅すみ々ずみまで目を光らせる事を意味しているらしい。

「伝令係の兵士が落とした魔導具──胸につける小さなバッジみたいなヤツなんですけど、それを拾った子供が食い逃げを繰くり返していたんです。なかなか捕まえられなくて」

「〝加速アクセル〟の魔法かしら？　駆かけっこが速くなるやつでしょう？」

「そう、それです！」

　伝令と言えば、素す早ばやい情報の伝達が職務だ。

　足が速くなる魔法を使う事くらいは、アニタにも想像ができる。

「そりゃもう、速いのなんのって。相手は路地や裏道を知り尽つくしていて……まるで、森の中ですばしっこいリスを捕まえるみたいな感じでした。結局、相手の魔力が尽きるまで街中を追いかけまわしていたんですけど、鎧を着ている兵士が、皆みなへばっちゃって。重いのなら鎧なんて脱ぬいでいいって許可したんですけど──」

「でも、鎧は脱がなかったでしょう？」

「そうなんですよ。この鎧を脱いだら、兵士でいられなくなるからって、皆、汗あせだらだらで暑苦しそうに言うんですよ。なんか、王都防衛騎士団の規則らしいです。兵士は職務中、ずっと鎧を着用する事って。ちょっと俺には理解不能だなぁ」

　ノエルは納なつ得とく行かないようだが、兵士にはその鎧こそが、自らの身分を証明するものである。職務時間中に、それを脱ぐのは、兵士である事を止やめるのを意味していて、偉えらい人に見つかったらすぐにクビになるだろう。おいそれと脱げるものではないのだ。

「それは……ノエルにはわからない苦く悩のうかもね」

　アニタは少し笑った。

　ノエルは元々、王の身辺を警護する〝国王ロイヤル親衛隊ガード〟に所属していたのだが、つい先月、王都防衛騎士団に異動になったばかりだった。

　選えりすぐりの精せい鋭えいが集められた国王親衛隊から王都防衛騎士団へ、という事は、いわば降格に近い形なのだが、本人はあまり気にしていない様子だ。悪人を捕まえるのは性しように合っているらしく、日夜、元気にこの広い城下町を駆けまわっている。

　その時、

「……失礼します！」

　女騎士が水の恩恵亭の前で馬を降りて、白いマントを翻ひるがえしながらこちらにやってくるのが見えた。

　まっすぐな長い髪かみに知的な相そう貌ぼう。

　まるで吟ぎん遊ゆう詩人みたいな繊せん細さいで美しい顔立ちをしている。銀色の胸当てに、腰には騎士剣を差していて、こちらはノエルとは違ちがって実に騎士らしい姿だと言えた。

「あら、おはよう、アリエス。そんなに慌あわててどうしたの？」

　アニタがそう声をかけると、

「おはようございます。アニタ・ロラン。急用なんです」

　ニコリともせずに女騎士は挨あい拶さつを返した。

　彼女は従騎士アリエス。

　従騎士とは見習い騎士の事で、下積みとして騎士の世話役を担う者の事を言う。正式にはまだ叙じよ勲くんされていないので、騎士としての身分は持っていない。

　アリエスは、ノエルが王都防衛騎士団に配属された時に付いた従騎士であり、彼にとっては直属の部下にあたる人物だ。

　彼女はノエルの姿を見るなり、

「ノエル騎士、今すぐに着き替がえて下さい」

　有う無むを言わさぬ口調でそう告げた。

「いきなり何だ。よく見ろ。ちゃんと着替えているじゃないか」

　ノエルは不服そうに、手を広げてみせる。

「違います。初日だけかと思ったら、王都防衛騎士団に着任して、この一ヶ月、ずっとそんな平民みたいな格好じゃないですか。もっと騎士らしく、鎧やマントをつけてください」

「マントなんて持ってないよ、そんなもの」

「一枚くらいはあるでしょう？」

　信じられないものを見たような顔でアリエスが驚おどろく。

「無い。物を取る時に邪じや魔まになって、よくコップを倒たおすんだ。手を拭ふくのには便利だったけど、洗うのが面めん倒どうで捨てた」

「……マントをハンカチ代わりにしていたんですか？」

「それ以外にどう使えと？」

「マントは儀礼的なものです。何かに使う必要はありません」

「何にも使わないなら、必要ないだろ。それに、マントは戦せん闘とう中に摑まれたら危ないんだ。一対一ならまだしも、複数との戦闘だと背後からマントを摑まれる事がある。そしたら、マントがピーンってなって、まるで、紐ひもで引っ張られた飼い犬みたいに、身動きが取れなくなる。何人もの騎士がそれで死んだんだぞ。いわゆる、〝マント摑まれ死に〟だ」

「そんな死に方、今まで一度も聞いたことありませんが」

「そりゃそうさ。マントを摑まれたのが彼の最さい期ごでした、なんて誰だれも言わないからな。騎士だけの秘密だよ」

　アリエスは額に手を当てて、「困った人」と大きなため息をつくと、

「アニタ・ロラン、予備のカーテンありませんか？」

　そう聞いてきた。

「あると思うけれど……何に使うの？」

「ノエル騎士のマントに代用します」

「ピンク色で薔ば薇ら模様が可愛かわいいカーテンならあるわ。でも、それでいいの？」

「全く問題ありません」

「大いに問題がある」

　不服そうにノエルが口を挟はさんだ。

「しないぞ。そんな変な格好」

「変な格好？　その格好がすでに騎き士しとして変なんです。たとえ、乙女おとめ的なビジュアルのカーテンでも、鎧よろいをつけて羽織っていれば、それでいいんです。指輪を見せて、騎士だと名乗れば──多分、おそらく、一応、少なくとも、騎士には見えます」

　騎士っぽく見えない服装である事は、アニタも心の中で同意する。

「仮に騎士に見えたとしても、薔薇模様だぞ？　すぐに街の噂うわさになってしまう。〝薔ピン薇クロのーズ騎・ナ士イト〟みたいなアダ名をつけられて、男色の気が有るんじゃないかと疑われる。そんなのは、絶対、嫌いやだ」

「男色の気、ないんですか？」

「あって当たり前みたいに言うなよ。無いに決まってるだろ」

「屈くつ強きような男ばかりの国王親衛隊から来たというから、そういうのが当たり前の世界なのかと」

「変な妄もう想そうはやめてくれ」

　ノエルは残っていたパンを全部口の中に放ほうり込み、モグモグと咀そ嚼しやくしてから、ミルクで流し込むと、

「ごちそうさまでした。美味うまかったです」

　手を合わせた。

「戦争をしているわけでもないんだから、大層な鎧は必要ないだろ。この格好の方が身軽で動きやすい。何か着替えなきゃいけない理由でもあるのか？　さすがに国王陛下に呼ばれたのなら正装するが」

「それが、有るんですよ、理由──そうでした。その為ためにわざわざここまでやってきたんでした」

　思い出したかのようにアリエスは、咳せき払ばらいを一つ。

「今朝、早くに花屋の娘むすめが貴族を突つき飛ばす事件が起きました。突き飛ばされたのはペルデペル・ペロー侯こう爵しやく。エルヴィン国王陛下の異母兄弟にあたる上級貴族です。侯爵はその際に、馬ば糞ふんへと頭を突っ込み、激げき怒どしました。その場で剣けんを抜ぬいて、花屋の娘を斬きりつけたそうです」

　ノエルは眉まゆを顰ひそめる。

「なぜそんな事に……。その娘は無事なのか？」

「ええ、幸いにも、軽傷で王都防衛騎士団へと逃げ込みました。しかし、侯爵は自らの手で処しよ刑けいしたいと、身み柄がらの引き渡わたしを要求しています」

　傍はたで聞いていたアニタはその花屋の娘の身を案じた。

　平民が貴族と諍いさかいを起こしたのだから、ただでは済まないだろう。

　きっと、引き渡された時点で殺されてしまうに違いない。

「王都防衛騎士団の上層部は、早々に彼女を引き渡して丸くおさめたかったようですが、困った事に、それが出来なくなってしまったんです」

「どういう事だ？」

「保護下にあった花屋の娘に、逃げられてしまいました。現在、どこにいるかもわかりません。捜そう索さく中です」

「なんとなく、不ふ穏おんな空気を嗅かぎとったんだろうな。騎士も貴族側の人間だし」

「そうこうしている間に、他所よそから圧力がかかってきまして」

「他所からの圧力？」

「はい。少なくとも侯爵と同等、或あるいは、それ以上の権力か影えい響きよう力を持った人物からの横よこ槍やりです。この事件の調査がきちんと行われるまで、彼女の身柄を侯爵には渡してはならない、との命令です」

「王都防衛騎士団の上層部が逆らえないくらいの命令か。誰だろうな。侯爵よりも上の立場というと、まさか、国王陛下が？」

「誰かは分かりません。ですが、陛下がこのような事件に口出しするとは思えませんね。とにかく、他の騎士たちは、きな臭くさい匂においを感じ取って逃にげ出しました。そこで、新任のノエル騎士にこの事件の調査が押し付けられた──もとい、回ってきた次し第だいです」

　ノエルは難しい顔で「うーん」と唸うなって、

「その花屋の娘が侯爵を突き飛ばしたのは確かなのか？」

「いえ、本人は突き飛ばしていないと言っているようです」

「ふむ……だが、話を聞いた限り、正装が必要だとは思えないが」

「それはですね」

　アリエスは小さく肩かたを竦すくめる。

「ペルデペル侯爵が現場近くで、調査を担当する騎士をお呼びだからです」

「あー……侯爵が俺を？　そうか、なるほど」

　侯爵と騎士なら、侯爵の方が階級は上だ。

　同じ貴族である以上、騎士ならば正装で向かうのが礼れい儀ぎである。アリエスがノエルに、騎士としての正装を求めるのはごく当然の事だった。

「問題ない。このまま行く」

　しかし、ノエルは悩なやむ事なく、そう即そく断だんした。

「本当にいいんですか？　厄やつ介かいな事件を押し付けられた形ではありますが、上手うまく立ち回れば、侯爵に恩を売るチャンスでもあるんですよ」

「やる事はいつもと変わらないんだ。侯爵だからって、特別扱あつかいする事はないだろう」

「ペルデペル侯爵は気難しい方と聞いています。きちんとした身なりで赴おもむかなければ、変に話がこじれる可能性も──」

「その時はその時さ」

　アリエスは怪け訝げんそうに、

「なぜ、そこまで騎士の格好を嫌がるんです？」

「嫌がってるわけじゃないさ。ただ──」

　ノエルは机の上にあった指輪をポケットにいれると、

「恩師に〝外見に惑まどわされず、本質を見る事が大事だ〟と教えられた。俺は見た目だけが重要だとは思ってないからな」

　アリエスは小さくため息を吐ついて、

「……了りよう解かいしました」

　渋しぶ々しぶながら引き下がった。

「よし、じゃあ、早さつ速そく行くか」

　椅い子すから立ち上がったノエルを、

「ノエル」

　アニタは思わず呼び止める。

　でも、そこで言葉に詰つまってしまう。

　何かを言いたかったのだが、どう言えばいいのか分からない。

「気をつけてね」

　結局、うまく表現する事が出来ず、そう声を掛かけるにとどまった。

「はい。行ってきます」

　ノエルはそう返すと、アリエスを伴ともなってそのまま出て行ってしまった。

　静けさを取り戻もどした水の恩恵亭で、アニタは物思いに耽ふける。

　──自分は何を言いたかったのだろう？

　かつて、この国にとっては、ほんの些さ細さいな、普ふ通つうの騎士なら取り合ってくれないような事件に巻き込まれた時、親身になって助けてくれたのがノエルだった。

　その時から、アニタはノエルを、歳が二つしか離はなれていない事もあって、弟のように思い、信しん頼らいを寄せている。

　──ノエルならば、きっとうまく解決出来るだろう。

　小さく芽生えた不安を、小さく頭を振ふって払はらうと、アニタは使用した食器をキッチンへと運んだ。そして、蛇じや口ぐちを手で摑つかみ「〝水ウオーター〟」と呪じゆ文もんを唱える。

　彼女の体内に存在する魔ま力りよくが変へん換かんされて、蛇口から勢い良く水が流れだした。




　この王都ウィズガルドの、城下町における日常生活には、魔法が寄り添そっている。

　調理器具に火をつけたのも魔法なら、保存庫を冷やしているのも魔法であり、蛇口から溢あふれでた水は、アニタの魔力から生成されたものである。

　魔法とは、魔導具と呼ばれるアイテムをもって呪文を詠えい唱しようし、身体からだの中にある魔力を消費して、様々な現象を起こす事を言う。

　魔導具さえあれば、魔術師ウイザードでなくとも、魔力のある誰もが簡単に魔法を使うことが出来る。そこら辺を駆かけまわっている子供にとってさえ魔法の使用は容易たやすい。




　でも、ノエル・アースキンにとっては、違ちがう。

　何故なぜなら彼は──。




　　　　２




　──王都ウィズガルドは城を中心に円状に町が広がり、周囲を堅けん牢ろうな城じよう壁へきで囲んだ城じよう郭かく都市である。

　城前にあるクロスロードと呼ばれる大通りは、東、西、南、の三方へと、城壁に突き当たるまでまっすぐに伸のびていて、道沿いには多くの商店が立ち並ぶ繁はん華か街がいとなっていた。

　そんなクロスロード、東の外れ。

　街路樹の脇わきに一台の馬車が止めてあった。

　豪ごう華かな装そう飾しよくが施ほどこされ、一見して貴族の所有物であると分かる。

　馬車の周りには二人の黒い金属鎧に身を包んだ護衛兵。険しい顔で、じっと周囲に睨にらみを利きかせていた。

「どうやら、あそこにペルデペル侯爵がいらっしゃるようですね」

　アリエスの言葉にノエルは頷うなずいて馬を降りる。

　物々しい護衛兵の様子に、辺りにはピリピリとした空気が漂ただよっていた。平民たちは関かかわり合いを恐おそれて近づこうとせず、遠巻きに気にしているようだ。

　同じようにアリエスも馬から降りた。

「侯爵は激情家で、怒おこるとすぐに剣を抜いて暴れると評判の要注意人物らしいです。それでついた異名が〝人ひと斬きりペルデペル〟だそうで」

「そりゃ、厄介な人物だな」

「はい。ですから──」

　アリエスはぐっとこちらに顔を寄せて、

「寝ね起おきに一報が入ってから、食事も取らず、湯ゆ浴あみもせず、髪かみもとかさずに、急いで身み支じ度たくをして騎き士し団に向かい、この事件はノエル騎士がいつもの格好だとまずいことになるぞという親切心から早馬を飛ばして駆けつけたんです。それなのに、本人は吞のん気きな顔で朝食を取っていて、その上、騎士の格好は嫌いやだ嫌だと子供みたいに駄だ々だをこねる始末」

　とても冷たい瞳ひとみで睨まれる。

「いきなり斬りかかられても知りませんからね」

「お、おう……なんか、ごめん」

「くれぐれも死ぬ時は、次の騎士を私に任命してからでお願いします」

「おい」

「などとは、考えていませんが」

「今、本音が聞こえたが」

「まさか、本音だなんて、とんでもない」

　アリエスはいつもの澄すました顔に戻ると、

「では、私は近くに現場保全をしている兵士がいますので、馬を預けてきます」

　胸に手を当てて敬礼をした。

「……ああ、よろしく頼たのむ」

　心なしか頰ほおを膨ふくらませたアリエスは、ノエルから手た綱づなを受け取ると、馬を連れてその場から去っていった。

　その姿を見送ったノエルが、馬車へと向かおうとした時、

「──おおう」

　と、誰だれかがぶつかってきた。

「おっと、すまない……大だい丈じよう夫ぶか？」

　ノエルの差し出した手をとって、尻しりもちをついた相手が立ち上がる。

「私も。前見てなかった。ので」

　そう謝った人物は、ふんわりとしたボブカットの銀ぎん髪ぱつで、青い瞳をした少女だった。

　彼女は袖そで口ぐちの長い白のブラウスにニッカーボッカー風のズボンをはき、まるで少年のような格好をしている。立ち上がった後もその場から立ち去ろうとせず、物言いたげな半目でノエルを見つめていた。

「お兄さん、騎士？」

　少女は無愛想な口の利きき方をした。

「ああ、見ての通り。騎士だ」

「見ての通りだと、騎士じゃない」

「そうか？　何に見えるんだ」

　少女は顎あごに手を当てて悩むと、

「いざという時になったら逃げ出す用心棒？」

　ノエルは苦い顔で、ポケットから指輪を取り出して見せる。

「俺は王都防衛騎士団の騎士、ノエル・アースキン。これがその証明だ」

「おおう。その指輪は。ふむふむ。それなら、騎士だ」

　少女は意外にもすんなりと納なつ得とくする。

「そうだ、騎士だ。それで騎士の俺に何の用だ？」

「用はないです」

　それだけ言って、そのまま歩き去ろうとした。

「待て、何か用があるから、俺に声をかけたんじゃないのか？」

　呼び止めたノエルに、

「いや？」

　少女は振り返る。

「用はないってば。ノエルは騎士。ボクは──」

　ペコッと頭を下げると、

「通りすがりの少女。だから、通りすがる。まで」

　向こうへと小走りに駆けて行った。

　少し気になったが、今はその後を追うわけにも行かない。

　やがてノエルは、腑ふに落ちない顔で侯こう爵しやくのいる馬車に向かって歩き始めた。




　　　　※




　ノエルが馬車へと近づくと、

「何だ、お前。そこで止まれ」

　警けい戒かいした護衛兵が、剣けんの柄つかに手をかけてこちらを睨んできた。

「俺は、王都防衛騎士団の騎士、ノエル・アースキンだ」

　すると、護衛兵二人は互たがいに顔を見合わせ、

「おまえみたいに貧ひん相そうな格好の騎士なんていねぇよ。俺たちの方がよっぽど上等な格好してんじゃねぇか。まさか、来る途と中ちゆうに追い剝はぎにでもあったなんて、言わねぇよな？　僕、騎士剣も鎧よろいもとられちゃったんですぅ、なんてな」

　馬ば鹿かにした素そ振ぶりで笑った。

「さっさと帰りな、お坊ぼっちゃん」

　ノエルはフンと鼻息を漏もらして、

「いいのか？　本当に帰るぞ。お前たちの雇やとい主は、このままずっと現れない騎士を待つ事になるが、俺は追い返されたと報告するからな」

　また、ポケットから指輪を取り出して見せた。

　護衛兵はまじまじとそれを見つめると、

「おい、これ、本物か？　おまえ、本当に騎士なのか？　それ、道みち端ばたで拾ったとかじゃねぇだろうな」

「知らん。もう帰る」

　踵きびすを返して帰ろうとするノエルを、

「ちょ、ちょっと待て！……ったく、騎士なら、もうちょっとマシな格好してこいよ。誰かわかんねぇだろ」

　慌あわてて呼び止め、すぐに馬車のドアをノックする。

　そして、護衛兵は中へと何事か囁ささやいてから扉とびらを開けた。

「……アースキンだと？」

　馬車から出てきたのは、珍ちん妙みような格好をした初老の小男だった。

　大きな羽根つき帽ぼう子しを被かぶり、鮮あざやかなオレンジ色の提ちよう灯ちんズボンからは、白いタイツのひょろ長い脚が伸びていて、先の尖とがった金色の靴くつをはいている。

　事件の際にでも痛めたのだろうか、コルセットで首を固定していた。

　馬ば糞ふんに頭を突つっ込んだと聞いていたが、着き替がえたのだろうか、服装は汚よごれていなかった。

　小男は神経質そうな細ほそ面おもてで、

「もしや、国王親衛隊のセリオン・アースキンの血族か？」

　鼻の下にはピンと鋭えい角かくにヒゲを尖らせている。

「はい。セリオン・アースキンは私の兄です」

　ノエルは地面に膝ひざをつき、胸に手を当てて敬礼した。

「我わが輩はいはペルデペル・ペロー。侯爵である。セリオン・アースキンなら知っているぞ。有能な男だ。貴公にも、アースキンの名に恥はじない身の振ふる舞まい方を求める。顔をあげて良い」

　ペルデペル侯爵は、ステッキを片手に馬車から地面に降り立つと、

「……何だね、その格好は」

　苦虫でも嚙かみ潰つぶしたような顔で、ノエルをジロジロと見つめた。

「汚きたならしい格好だ。まるで平民ではないか。騎士としての品位に欠けている」

「侯爵がお呼びと聞きましたので、着の身着のまま駆かけつけて参りました」

　適当に誤ご魔ま化かしてみる。

「ふむ。そうか。心がけは良い。だが、貴族たるもの、いかなる時も、我輩のように品位ある格好をしなくてはならんぞ」

　ノエルには珍妙な姿に見えるが、貴族としては格式高い格好のようだ。

　侯爵はそれ以上咎とがめる事はなく、

「では、最初の命令だ。今すぐに、花屋の小こ娘むすめを我輩の元に連れて来い」

　すぐにも、忙せわしない面おも持もちで、そう命じた。

「花屋の小娘とは、侯爵を突き飛ばした者の事でしょうか？」

「そうだ。高貴なる我輩の背後から襲おそいかかってきた卑ひ劣れつな愚ぐ民みんである。あの時、邪じや魔まさえ入らなければ、止とどめをさせていたものを」

　口をすぼめて興奮した侯爵のヒゲが、小刻みに震ふるえる。

「あの小娘は我輩を突き飛ばして殺そうとした。死を以もつて償つぐなうのが妥だ当とうであろう。今すぐに連れてくるがいい」

　それは飲めない要求だった。

　花屋の娘はどこかへ逃にげてしまって、消息がつかめないのだから。

「その前に、何が起きたのか詳くわしくお話を聞かせてもらえないでしょうか」

　侯爵はノエルを睨にらみつけると、

「必要ない。貴公は黙だまって我輩に従えばよい」

　即そく座ざに一いつ蹴しゆうした。

「ですが、調査が終わらなければ、その者の身み柄がらを引き渡わたせないというのが、王都防衛騎き士し団上層部の判断です。私もその意向には逆らえません」

　ノエルは臆おくすることなく、そう言葉を返す。

「自分に出来ることは、侯爵からお話を聞き、速すみやかに調査を終わらせる事だけです」

「調査だと？　王都防衛騎士団の騎士ごときが、調子に乗るなよ」

　侯爵は苛いら立だたしげにステッキで地面を突く。

「貴公らの職務は治安維い持じである。事件を起こした不届き者を捕つかまえて、一人残らず牢ろう獄ごくにぶちこめばいいのだ。裁くのは我々、上級貴族の職分である。我輩が調査など必要ないといったらそれまで。身の程ほどをわきまえよ！」

　ノエルは心の中で、ペルデペル侯爵の言葉に同意する。

　侯爵の言い分は、全くもって正しい。

　王都防衛騎士団の目的は治安維持で、事件を起こした者たちを捕まえる事がその職務である。その後、上級貴族で構成された貴族院で裁判が行われて、罪を犯おかした者はそこで処しよ罰ばつを決められるのだ。

　騎士はただ命令に従って捕まえれば良く、真実の解明など、求められてはいない。

　しかし──。

　元が貴族であるノエルには、貴族と平民の意識がどれほど違ちがうのか、よく分かっている。貴族が平民の気持ちになって考えるなんて事は不可能だ。身を置く環かん境きようや感覚、それこそ、生きる世界が違う。

　たとえ、無罪を主張したとしても、貴族のその時の気分と思おも惑わくによって、判決は容易たやすく左右される。真実が明らかにされるかどうかなんて、関係ないのだ。

　全ての判決は貴族に有利に働く。

　だからこそ、騎士は真実を見み極きわめた上で、余計な権力に束そく縛ばくされること無く、慎しん重ちように犯人を捕まえなくてはならないと考えていた。

　捕まえるべき者を見誤れば、その者の人生を大きく狂くるわせてしまう事になるからだ。

　かつて、ノエル自身も罪に問われた事がある。

　しかし、事件を担当した騎士は、犯人としてノエルがすでに捕まっていたにもかかわらず、しつこく調査を続けて、真犯人を見つけだした。

　──罪なき者を罰ばつするな。

　その時、騎士が言った言葉がそれだ。

　騎士としてのノエルの根幹には、その言葉が深く刻まれている。

「殺されかけたと聞きましたが、命を狙ねらわれるような事に心当たりはありませんか？」

　ノエルは思考を切り替かえて、そう切り出した。

「組織的な暗殺計画の可能性もあります」

　突き飛ばされた程度で暗殺などとは、大おお袈げ裟さな話である。しかし、〝人ひと斬きりペルデペル〟とまで呼ばれているのだから、行く先々で恨うらみを買っている可能性は高い。

「ふむ……他にも我輩の命を狙う者がいる、という事か？」

　それを暗に告げることで、何とか調査への協力を得られないかと考えたのだ。

「調査をすれば、侯爵に恨みを持つ者を見つけられるかもしれません」

　問答する事にうんざりしたのか、侯爵は顔を顰しかめて、

「そこまで言うなら、良かろう。調査につきあってやる」

　ようやく折れた。

「それでは、事件があった場所で、どんな状じよう況きようだったのか、説明して頂いてもよろしいでしょうか？」

「さっさと終わらせようではないか。貴様らもついて参れ」

　侯爵は護衛兵にそう声をかけると、先頭に立って颯さつ爽そうと歩き始める。

　ノエルはふう、と大きく息をはいて、その後に続いた。
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　クロスロードから脇わきに逸それた道沿い。

　先ほどの馬車からは歩いてすぐの距きよ離り。遅おくれてやってきたアリエスと合流したノエル一行は、〝魔導具修理店〟と書かれた看板の前にいた。

「ここから」

　ペルデペル侯こう爵しやくは不ふ機き嫌げんそうに、ステッキで斜ななめ前方を指す。

「そこに。我輩は突き飛ばされた」

　指し示す先にはまだ荷車が置いてあり、馬糞が山盛りに積まれていた。

　堆たい肥ひとして畑仕事に利用する為ために集めているのだろう。

　馬糞の山は大きくへこんでいて、侯爵が頭を突っ込んだ痕こん跡せきがまだ残っている。

「汚お物ぶつ目め掛がけて、我輩を突き飛ばしたのだ」

　思い出したくもないという素振りで、侯爵は不ふ愉ゆ快かいそうに顔を歪ゆがめた。

「犯人は花屋の小娘で間ま違ちがいない。我輩がこの忌いまわしい糞くそ山やまから、頭を抜ぬいた時、背後にいたのは花屋の小娘だけであったからな」

「事件が起きたのは早朝でしたので、人通りもほとんどなかったようです」

　アリエスが状況を補足する。

　侯爵は彼女を一いち瞥べつし、フンと鼻息を漏らした。

「小娘が駆け寄ってきて『大だい丈じよう夫ぶか』などと白々しく声をかけてきた。だから、我輩は剣けんを抜いて成敗してやろうとしたのだ。だが、一ひと太刀たち浴びせた所で、逃げられてしまった」

　ノエルは、その花屋の娘の行動に違い和わ感かんを覚えた。

　──果たして、突き飛ばした相手を心配するものだろうか？

「その時、侯爵はお一人だったのでしょうか」

「うむ。散歩は一人でするのが、気楽でよいからな」

　事件が起きた時には、護衛兵を連れていなかったらしい。

　ノエルは馬糞が積まれた荷車を指差して、

「あの荷車まで突き飛ばされたんですね？」

「そうだ」

　荷車まで歩いて距離を測ってみる。

　十歩。という事は、六メートルくらいだ。

「結構な距離がありますね」

　突き飛ばされたにしては、離はなれ過ぎている。普ふ通つうはせいぜい一、二歩の距離で倒たおれるのではないだろうか。

「その通り。我輩の身体からだは宙に浮うき、文字通り、空を飛んだのである。巨きよ大だいな猪いのししにぶつかられたような衝しよう撃げきを感じた。そのせいでひどく首を痛めた。それこそ、激しい殺意のある証しよう拠こといえよう」

　──宙に浮いて、空を飛んだ？

　侯爵は小こ柄がらな男だが、それでも、これほどの距離を突き飛ばせるとは思えなかった。

　ましてや、相手は花屋の娘だと言う。

　いや、ノエルが全力を出しても、この距離を突つき飛ばす事は不可能だろう。

「なぜ、花屋の娘は、侯爵を突き飛ばしたのでしょうか」

　また、別の方向を侯爵がステッキで指し示す。

「逆さか恨うらみだ」

　そこには花屋があった。

　魔導具修理店からは、三軒げん離れた場所である。

「道に花を出していたのだ。それが我わが輩はいの進路の邪魔だった。何なに人びとも我輩の行く道を遮さえぎってはならん。だから、当然、叩たたき潰して排はい除じよした。すると、店の小娘が慌あわてて飛び出してきてな。恨みがましい目つきで、ずっとこちらを睨んできたのだ」

　ノエルはその花屋の娘に同情した。

「弁べん償しようはしたぞ。銅貨一枚くれてやった」

　逆恨みどころか、後ろから刃は物もので刺さされてもおかしくない行動だった。

「たったそれだけの事だ。他に聞きたいことはあるかね？」

　少し考えてみたものの、これ以上、めぼしい情報は得られそうにない。

「今のところ、ありません」

　事件としては恨みを買った相手に突き飛ばされただけという単純なものである。

　気になるのは、やはり、本当に花屋の娘が突き飛ばしたのかどうか、という点だけだ。

　女性がこれほどの距離を、しかも、身体が宙に浮くほどの勢いで突き飛ばす事など、不可能に思える。たとえ、大男が後ろから担かつぎあげて投げ飛ばしたとしても、荷車までは届きそうもなかった。

　侯爵はまるで小こ馬ば鹿かにするように、

「これでもまだ、組織的な暗殺計画だと言うか？」

　肩かたを竦すくめた。

「ええ、まぁ、それはなさそうですね」

　この事件は計画的に行われたのではなく、突とつ発ぱつ的に起きた事件であるように思える。

「結構。では、調査はこれで終わりだな。我輩は馬車に戻もどって、貴公が花屋の小こ娘むすめを連れてくるのを待つとしよう」

　侯爵は満足そうに頷うなずくと、アリエスに視線を向けた。

「ところで、そこの女騎士、名前はなんという」

　突然声をかけられたアリエスは、やや緊きん張ちようした面おも持もちで答える。

「……アリエス・クルールと申します」

　侯爵は彼女を下から睨ねめ上げるように見てから、

「クルール？　聞いたことのない家名だな」

「はい。私は貴族ではありませんので」

「ふむ。だが、お前は実に美しい。美しさも一つの価値。我輩は美を高く評価する。この後、食事でもどうかね？　その気があるなら、我が邸てい宅たくに招いてやってもいいぞ」

　人差し指で尖とがったヒゲを摘つまんだ。

「身に余る光栄ですが──」

　アリエスは、胸に手を当てて敬礼を返す。

「私はまだ従騎士。侯爵と食事を共にするなど、恐おそれ多い身分なので」

　侯爵はニンマリと笑えみを浮かべると、

「そうか。なら、近いうちに我輩の護衛として騎士に取り立ててやる。まずは、今度開く晩ばん餐さん会に招待してやろう。身体を動かし、湯ゆ浴あみをせぬまま、参加して欲しい。ああ、そなたの匂においを存分に嗅かぎながら、ワインを心ゆくまで楽しみたいものだ。我輩、美しい淑しゆく女じよの香かおりは、いかなる調味料にも勝まさると考えておるのだ」

　頰ほおを紅潮させて、スンスンと匂いを嗅ぐ。

　──変態だ。
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　さすがのアリエスも、動どう揺ようを隠かくしきれずにぎこちなく微笑ほほえんだ。

「では、我輩は失礼する。アースキンよ、手早く頼たのむぞ。我輩も暇ひまではないのだからな」

　機嫌を良くしたペルデペル侯爵は、護衛を引き連れて颯爽と去っていく。

　その姿が見えなくなってから、

「とんでもないのに目をつけられたな」

　ノエルはアリエスに声を掛けた。

「どうして、私の周りには変人や変態ばかりしかいないんでしょうか」

「他にも変な奴やつがいるのか？」

　アリエスはノエルの目をじっと見てから、

「いいえ？　まさか、とんでもない」

　頭を横に振ふる。

「だけど、変だな」

「あんなのに体たい臭しゆうを嗅がれたらと思うと、身の毛がよだちます」

「いや、そうじゃなくて──まぁ、いいか」

　はぁ、とアリエスは大きくため息を吐ついて、

「それでは、事件の目もく撃げき者に話を聞きにいきましょう。向かいのカフェで待たせています」

　二人は歩調を合わせてカフェへと向かった。
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　場所は通りに面したカフェテラス。

　大きな街路樹の下に設置されたテーブルには、ユラユラと木こ漏もれ日が揺ゆれていた。

　そんなテーブル席にいたのは、一風変わった人物。

　髪かみには黒薔ば薇らの髪かみ飾かざり、華きや奢しやな身体を黒衣で包んだ美しい少女。

　透すき通る白い肌はだに、濡ぬれた鴉からすの羽のような長い髪は風に揺れ、闇やみのように吸い込まれそうな黒い瞳ひとみは、こちらに向けられている。

　彼女が事件の目撃者だと言う。

「やっと来たわね。待ちくたびれた」

　見た目に違たがわぬ、冷たく澄すんだ声。

　黒衣の少女が薄うすく微笑むと、周囲の空気が凍こおりついたようにさえ感じられた。

　不ふ穏おん、不安、不ふ吉きつ。それらを混ぜあわせたような闇のオーラを周囲に撒まき散らし、顎あごに指をやる所作にすらも、思わず身構えてしまうくらいの凶きよう兆ちようを孕はらんでいる。

　一言で表現するなら──魔ま女じよ、である。

　その背に災さい厄やくでも引き連れているかのような禍まが々まがしさに、ノエルは警けい戒かい心しんを抱いだいた。

「納なつ得とくのいく調査は出来た？　騎き士しノエル・アースキン」

　まだ名乗ってもいないのに、黒衣の少女はノエルの名前を口にする。

「俺が騎士だと分かるのか？」

「なぜ、ちょっと嬉うれしそうなんです？」

　間かん髪はつをいれずにアリエスが聞き咎とがめた。

「さっきから、用心棒だとか腰こし抜ぬけの冒ぼう険けん者だとか、そんな風にしか見えないのかと……いや──」

　ノエルは黒衣の少女に視線を戻す。

「君はなぜ俺の名前を知っている？」

「聞いていたから」

　さも当然といった風に、黒衣の少女は答えた。

「聞いていた？　ここから？　そんなはずはない」

　このカフェテラスと先ほどの場所とは、通りを挟はさんでいて、それなりに距きよ離りがある。

　ノエルたちの姿が見えていたとしても、声が届く距離ではない。

「まぁ、二人とも座りなさいな。やって来るのが見えたから、紅茶を頼んでおいたの。一いつ緒しよに飲みましょう」

　黒衣の少女に促うながされて、ノエルとアリエスは彼女と同じテーブルに着席した。

　そこへ、カフェの店員が紅茶を運んでくる。

　それを受け取った黒衣の少女は、優ゆう雅がな手つきでカップを手に取って口にした。

　ふと、彼女の右手に注意をやると、そこには奇き妙みような黒い紋もん様ようが甲こうから腕うでにかけて描えがかれているのに気づく。それは、ドレスアップした時につける長手て袋ぶくろのような美しい装そう飾しよくの様でもあり、また、黒い無数の蛇へびが複雑怪かい奇きに絡からみあった模様にも見えた。

　──何かしらの魔術的な意味を持つものだろうか？

　それが彼女の魔女的な風ふう貌ぼうを、より際きわ立だたせていた。

　黒衣の少女はカップを置くと、

「マスカテルフレーバー」

　と、小さく呟つぶやいた。

「マスカテルフレーバー？」

　初めて聞く言葉だ。

　何かの呪じゆ文もんのようにも聞こえた。

「そう、マスカテルフレーバー。葡ぶ萄どうの皮を口に含ふくんで、何度か嚙かんだ時に広がる、甘くて渋しぶい香りのこと」

「……一体何の話だ？」

「この紅茶の話よ。ダージリンの中でも、極ごく一部の上質な茶葉だけが持つ香り。それがマスカテルフレーバー。この店は茶葉にこだわっているとても素す晴ばらしい店なの。せっかくだから貴方あなたも冷めないうちに飲むといいわ」

「いや、でも──」

　黒衣の少女は、つまらなそうな顔をして、

「ねぇ、ノエル・アースキン。私は早朝からずっとここにいる。こんな事なら、本の一冊でも持ってくるべきだったと後こう悔かいするくらい長い間よ。退たい屈くつで死にそうだった。途と中ちゆうで責任を放ほうり出して家に帰ることだって出来たのに、それでも、猫ねこみたいに大人しく、じっと貴方たちを待っていたの。紅茶の一いつ杯ぱいくらい付きあってくれても良いとは思わない？」

　淡たん々たんと繰くり出される言葉に、ノエルは何も反論ができなかった。

　その代わりに、黙だまって紅茶に口をつける。

　──マスカテルフレーバー？

　ちょっと甘くて、少し苦い。ノエルにはその程度にしか分からない。

　隣となりでアリエスが、「……美味おいしい」と声を漏もらした。彼女には違いが分かるようだ。

　そんな様子に、黒衣の少女は満足気に頷き、

「ここはスフレパンケーキも美味しいの。卵とミルクを混ぜあわせた物にパンを一日浸ひたすのよ。しかも、片面十二時間ずつ。十二時間経たったら、ひっくり返す。実に面めん倒どうな話だわ。たかだか、パンケーキにそこまで手間をかけられる？　でも、そうすることで、中身がとてもトロッとした──」

「ちょっと待ってくれ。俺たちが聞きたいのは、パンケーキの話じゃなく、そこで起きた事件の話なんだが」

「せっかちね。今、その話をしようと思っていた所なのに」

　澄ました顔で続ける。

「ほら、ここから正面に魔導具修理店が見えるでしょう？　朝早く、私がこの席でそのパンケーキを切り分けて、口に入れようとした時──」

　黒衣の少女は、クククと悪わる巧だくみでもしているかのように喉のどを鳴らして笑うと、

「変なかぼちゃパンツをはいた貴族が、吹ふっ飛ばされて空を舞まい、荷車に突つっ込んだの。見事な放物線を描いていたわ。まるで、ゴミ屑くずをポーンって、ゴミ箱に投げ入れたみたいだった。思わず私は手を止めて、口を開けたまま見入ってしまった」

「貴族というのは、ペルデペル・ペロー侯こう爵しやくでいいんだな？」

「ええ、そう。そのペレペルペロペロ──言いにくいわね。ペルデペル・ペロー侯爵よ」

「花屋の娘むすめが侯爵を突き飛ばす所は見ていないか？」

「見てないわね。でも──」

　黒衣の少女は少し首を傾かしげる。

「その時、彼女が花屋の軒のき先さきにいたのは見た。ペルデペル・ペローが荷車に突っ込んだのを見て駆かけ寄ったの。だけど、それが間ま違ちがいだった。何を勘かん違ちがいしたのか、あの変態貴族は剣けんを抜いて、少女に襲おそいかかったの。だから、思わず──」

　頰に細く白い指先を這はわせて、

「邪じや魔ましちゃった」

　いたずらっぽく微笑んだ。

「邪魔？」

　黒衣の少女は紅茶を口に運んで、何も答えない。

「花屋の娘じゃないとしたら、一体、誰だれが侯爵を突き飛ばしたんだ？」

「誰も」

　彼女は首を横に振る。

「ペルデペル・ペローは周りに誰もいない場所で、突とつ然ぜん、前に吹っ飛んだの」

「突然前に吹っ飛んだ？　誰にも突き飛ばされずに？」

「そう。誰も彼を突き飛ばしていない」

　──そんな事があるだろうか？

「噓うそじゃないわよ」

　黒衣の少女は手の甲の上に顎を乗せてこちらを見つめた。

「実際に現場の状じよう況きようを見てきたんでしょう？　それなら、花屋の娘が突き飛ばしてどうにかなる距離じゃないって事くらい分かるはずだわ」

　その闇色の瞳に、心の中を見み透すかされているように感じる。

「確かにそうだが、じゃあ、一体どうやって侯爵は吹っ飛ばされたんだ？」

「さあね」

　ふいに黒衣の少女はノエルから視線を外すと、

「遅おそかったわね。リゼット。ここよ」

　誰かを手で招いた。

　呼ばれて黒衣の少女の元へとやってきた人物は、

「迷ってたので」

　銀ぎん髪ぱつで青い瞳の──。

「君はさっき、俺にぶつかってきた子じゃないか？」

　リゼットと呼ばれた少女は、片手を小さく上げた。

「やあ。変な騎士。さっきは、どうも」

　黒衣の少女は、隣に座ったリゼットの肩かたに手を置いて、

「彼女はリゼット・オセロ。私の連れよ。そうね、リゼット、ペルデペル・ペローとノエル・アースキンの会話を再生してくれない？」

「さっきの会話？　いいよ」

　リゼットは足元に置いてあった大きなリュックサックを持ち上げて、その中から、小さなタクトとぬいぐるみを二つ取り出した。

　そのぬいぐるみは、

「〝残ざん虐ぎやくグマ〟と〝凶暴ウサギ〟。いつ見ても、ミラクル可愛かわいいな」

　紹しよう介かいに反して、とても邪悪で凶悪な姿をしていた。

　リゼットが手にしたタクトを振ふると、その先から空中に〝古代ル魔法ー文字ン〟の魔術式が展開される。

「〝記録ログ〟〝検索サーチ〟……」

　何やらぶつぶつと詠えい唱しようした後、

「こっちが、ノエル・アースキン」

〝凶暴ウサギ〟を軽くタクトで突つつき、

「んで、ペルデペル・ペロー」

　今度は〝残虐グマ〟も突く。

　そして、タクトを振り上げると、

「〝再生プレイ〟」

　呪文を唱えた。




『もしや、国王親衛隊のセリオン・アースキンの血族か？』

〝残虐グマ〟がモゾモゾと動いて喋しやべり始める。

　その声は間違いなくペルデペル侯爵のものだ。

『はい。セリオン・アースキンは私の兄です』

　今度は〝凶暴ウサギ〟がそれに答える。

　それはノエルの声だった。

『我わが輩はいはペルデペル・ペロー。侯爵である。セリオン・アースキンなら知っているぞ。有能な男だ。貴公にも、アースキンの名に恥はじない身の振る舞い方を求める。顔をあげて良い』

　ぬいぐるみたちが先ほどのノエルと侯爵の会話を、全くそのまま繰り返している。

『……何だね、その格好は。汚きたならしい格好だ。まるで平民ではないか。騎き士しとしての品位に欠けている』

『侯爵がお呼びと聞きましたので、着の身着のまま駆けつけて参りました』

〝凶暴ウサギ〟と〝残虐グマ〟は、そこから先も、一言一句間違えずに、ノエルと侯爵の会話を真似まねし続けた。

　ノエルは信じられない思いで、それを見ていた。

　──これは魔法なのか？

　こんな魔法は、今までに見た事がない。




「そのくらいでいいわ。リゼット」

「ほい。〝解除リリース〟」

　ぬいぐるみから力が抜けて、クタッとテーブルに倒たおれた。
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　黒衣の少女はノエルの腰こしを指さして、

「今のは、音を記録して再生する魔法。そこに取り付けたブローチで、私は貴方たちの会話を聞いていたの」

　ノエルが確かく認にんすると、確かに、いつの間にか騎士服の裾すそに小さな音おん符ぷの形をしたブローチが取り付けられていた。

　リゼットはぬいぐるみを二体とも大事そうに両手で抱かかえると、

「さっき。それを取り付ける為ためにぶつかった。ごめんね」

　そう謝って席につく。

「私が会話を聞いていたと言ったら、貴方はそんなはずはないと答えたわね」

　黒衣の少女は挑ちよう戦せん的な視線をノエルに向ける。

「魔法がある世界で、そんなはずはない、なんて言葉こそ、あり得ないと思うわ」

「ですが、魔法で何でも出来るというわけではありません」

　アリエスが横から口を挟はさむ。

「この国で魔法は許可制となっています。いわゆる、〝魔法マジツク・統制コントロール〟です。一いつ般ぱん的に使用可能な魔法は魔法店で販はん売ばいされ、そこで魔導具を購こう入にゆうする事がその許可に当たりますが、今、貴方たちが使ったような魔法は、販売されていない特許魔法に見えました。もし、そうであれば、特許魔法の使用には許可証ライセンスが必要です。それも、労働に使用する場合など、特別な条件下においてのみ許可されるものであり、今のような盗聴紛いの魔法には、許可が下りるとは思えませんね」

　静かに、しかし、強い口調で詰きつ問もんする。

「貴方あなたは一体何者なんです？」

　この国での違い法ほうな魔法の使用は重罪であり、厳げん罰ばつを以もつて処される。

　彼女が態度を硬こう化かさせたのも当然だった。どうやら、アリエスは黒衣の少女たちが、違法に魔法を使用している者であると考えたようだ。

　しかし、黒衣の少女はさしたる動どう揺ようも見せず、平然と答える。

「言ってなかったかしら？　私はエスティカ・ルルイエ。通りすがりの魔術師ウイザードよ」

　──魔術師とは、魔導具を作る者の事を言う。

　古代ル魔法ー文字ンを組み合わせて魔術式を構築し、道具に魔法の効果を付ふ与よする事が出来る者。それが魔術師だ。

　魔法は魔導具さえあれば簡単に使えるが、魔導具を作る事は難しい。なぜなら、魔法に関する深い教養と知識、技術が必要になるからだ。

　魔法で栄えるこの国でも、一般人に比べて魔術師の数はかなり少ない。

　黒衣の少女は、そんな魔法の専門家、魔術師だと名乗ったのである。

　それでも、アリエスは引き下がる事なく、

「魔術師だからと言って、許可のない魔法の使用は禁じられています。先ほど使用した魔法の許可証を見せていただけますか？」

　一方、エスティカは、薄うすく微び笑しようを湛たたえる。

「許可証なんて持っていないわ」

「では、違法な魔法の使用で捕つかまえなくてはなりません」

　立ち上がろうとしたアリエスを、

「待て、アリエス」

　ノエルが制した。

「何か理由があるはずだ」

「魔法の不正使用を取り締しまるのに、理由の有う無むは関係ありません。理由があろうとなかろうと、ダメなものはダメです」

「そうじゃない。騎士を前にして、許可証のない特許魔法を得意がって披ひ露ろうする奴やつなんていないだろ。よっぽどの馬ば鹿かか、そうでなきゃ、何か理由があって見せたかだ。俺には後者に思える」

　魔術師を自じ称しようする黒衣の少女エスティカは、

「ノエル・アースキン、一つ聞いてもいいかしら？」

　嬉うれしそうに瞳ひとみを細めて、ノエルに視線をやった。

「貴方はペルデペル・ペローを吹ふっ飛ばしたのは誰だれで、どんな方法でだと考えているの？」

　ノエルは少し逡しゆん巡じゆんしてから答える。

「……誰が吹っ飛ばしたかは、今のところわからない。だけど──」

　周囲に誰もいない状況で人間を六メートルも吹っ飛ばす事が可能だとしたら。

「やはり、何らかの魔法で吹っ飛ばされたんじゃないかと思っている」

　その言葉にアリエスは、

「ノエル騎士、魔法を使わなくても犯行は可能ですよ」

　不服そうに口を挟んだ。

「例えば、ペルデペル侯こう爵しやくのすぐ目の前に荷車があったならどうでしょうか。突つき飛ばされた侯爵はそのまま馬ば糞ふんに突っ込みます。そして、近くにいた花屋の娘むすめに向かって剣けんを抜ぬいて斬きりつけた。荷車はその後、誰かの手によって、離はなれた場所へと移動させられたんです。まるで〝花屋の娘が突き飛ばしても届かない距きよ離りにあった〟ように見せかける為に」

　アリエスは、その誰かがエスティカだと言わんばかりに、彼女に厳しい視線を向ける。

「侯爵が吹っ飛ぶのを見たと言っているのは、このエスティカ嬢じよう。そして、娘が花屋の軒のき先さきに居たと言っているのもこの人だけです。エスティカ嬢が花屋の娘を庇かばう為に、荷車を移動させ、〝侯爵が吹っ飛んで空を飛んだ〟と、噓の証言をしている可能性が有ります」

　確かに、その言い分には一理ある。

「だが、アリエス。侯爵自身が、荷車は今置かれている場所にあったと言っていたぞ」

「それは、突き飛ばされた衝しよう撃げきに驚おどろいて、とんでもない距離を飛んだと錯さつ覚かくしたんじゃないでしょうか」

　アリエスは頭を小さく横に振る。

「そもそも、人間を数メートルも吹っ飛ばすような危険な魔ま法ほうなんて、許可されません。もし、仮に、許可が下りたとしても、許可証が発行されたということは、登録した使用者の身元が簡単に判明します。特許魔法を犯罪に使えば、すぐにバレるようになっているんです。それが、〝魔法統制〟です」

　黙だまって聞いていたエスティカは、

「魔法か物理か、それが問題ね」

　愉ゆ快かいそうに、クククと喉のどを鳴らして笑う。

「私はあのかぼちゃパンツの貴族が、ゴミ屑くずのように吹っ飛んだ方法に興味があるの。魔法が使われていないのなら、それでも構わないわ。ただ、使われたのなら、一人の魔術師として、その魔法がどんなものなのかを知りたい」

　エスティカが闇やみ色の瞳でノエルを見つめてくる。

「ねぇ、私と取り引きしない？」

　彼女が発した言葉の危あやうい響ひびきに、ノエルは警けい戒かいを強める。

「私たちも調査を手伝ってあげる。一いつ緒しよに、真相を探さぐりましょう」

　真相の究明、そこまで騎士に求められていないが。

　ノエルの判断は──。

「お断りします」

　アリエスが間に入って、一寸の迷いもなく即そく断だんした。

「こんな怪あやしい人の誘さそいに乗ってはいけません。この人は魔女です。黒いバッタの群れを呼び寄せて畑を襲おそわせたり、イモリの黒焼きを作って頭からバリバリ齧かじったりする系の人です。顔をよく見て下さい。何か良からぬことを企たくらんでいる顔じゃないですか。私の勘かんと経験が、要注意人物だと言ってます。夜な夜な街を徘はい徊かいして、悪い事をしてるに違ちがいありません」

　横で話を聞いていたリゼットは、

「徘徊癖へきはあるね」

　うんうんと同意する。

　──どっちの味方なんだ。

「いいですか、ノエル騎士。もし、仮に、この事件が魔法によって起こされたものだとするなら、尚なお更さら、この自じ称しよう魔術師が疑わしいじゃないですか。自作の新しい魔法を試ためしたくて、通行人である侯爵を実験台にした、とも考えられます」

「自作の魔法を試したくて」

　アリエスの言葉を、そのままエスティカが小さく繰くり返す。

　その一いつ瞬しゆん、彼女の闇色の瞳がさらに暗く、沈しずんだ色に変わったように見えた。

　それは、微かすかだったが、怒いかりや後こう悔かいの入り混じった感情のように見えて──。

「なぜだか、よく誤解される」

　しかし、数瞬の後には、エスティカの瞳からそのような感情は消え去っていた。

「パンケーキの事を考えていても、空に広がる美しい青空を眺ながめていても、私はこんな顔をしている。私としては、親しみを込めた、慈じ愛あいに満ちた微笑ほほえみのつもりなのだけれど、なぜかそれが伝わらない。生まれつきこんな顔なの。私は生まれた瞬間から、オギャアとも泣かずに、不敵な笑みを浮うかべて、まるで、世界征せい服ふくを企むような顔をしていた、と母が言っていた」

　──さぞかし、母親は心配した事だろう。

「いつか世界を掌しよう握あくするくらいの大物になる顔つきだ、と母は喜んだそうよ」

　──母親も変だった。

「魔術学校に通っていた時は、授業中に『そこでずっと、ほくそ笑んでいる君、廊ろう下かに立っていなさい』と、いきなり先生に言われてびっくりした。まさか、それが自分の事だとは、これっぽっちも思わなかったから」

　──授業中にずっとほくそ笑まれたら、やりにくそうだ。

「でも、授業が聞きたくて廊下から教室の窓に張り付いていたら、〝誰かが誤って召しよう喚かんした悪魔が授業中の生徒を狙ねらっている〟と、学校中の先生が集まってきて、私を魔界へ帰そうとしたわ。私が人間だから出来なくて、大騒そう動どうになった」

　──成功していたら恐おそろしい。

「それに、私には友人が一人もいない。誕生日パーティを開いても誰もこなかった。一人でケーキのロウソクに火をつけて、一人で吹き消した。あの時の事を思うと、なぜだか胸が痛くなる。一度、虫に話しかけた事もあるの。でも、虫は人間に心を開かないみたい。バッタと心を通わせる事も、私には出来なかった。だから、黒いバッタを呼び寄せる事は出来ないわ」

　リゼットはエスティカを一いち瞥べつすると、

「どんまい。エスティ、頑がん張ばろ」

　ポンポンとその背中を叩たたいた。

「ええ。頑張ってみるわ」

　予想外なエスティカの告白に、アリエスは続ける言葉を見失ってしまったらしい。

「まぁ、とにかく、だ」

　ノエルはわざとらしく咳せき払ばらいをする。

「君の事は、ひとまず置いておいて」

　──魔法が使われたか、否いなか。

　それを見定める事が、この事件の真相に近づく方法のように思えた。

「もし魔法が関かかわっているとしたら、魔術師の協力が得られるのは助かる。それに彼女たちを加えて調査をしたところで、調査に支障が出るとは思えない。むしろ、魔法に関するより詳くわしい調査が出来れば、自おのずと真実は明らかになるはずだ。それによって彼女たちの嫌けん疑ぎが晴れる事もあるだろう。メリットは互たがいにあると思う」

　アリエスはまだ不満そうで、

「〝盗とう聴ちよう〟魔法の件はどうするんです？」

「保留だ。この事件の解決を優先させる。アリエスも、彼女たちをここで無罪放ほう免めんにするより、疑うからこそ、近くに居てもらった方がいいだろう」

「了りよう解かいしました」

　不承不承といった様子で頷うなずいた。

「そんなわけで」

　ノエルはエスティカに向き直ると、

「王都防衛騎き士し団の騎士として、君たち魔術師の協力を要よう請せいする。この事件の解決に協力してもらえるだろうか？」

　テーブルに手をついて頭を下げた。

「貴方あなたって変な騎士ね。ノエル・アースキン。普ふ通つうの騎士なら頭なんて下げずに『協力しろ』と、上から命令するものだわ」

　ノエルにはエスティカが、初めは近寄りがたく得体の知れない人物に見えたが、言葉をかわす内に、それほど悪い人物ではないように思えてきていた。

「いいわ。勿もち論ろん、協力はする。だけど、さっきも言った通り、これは取り引きよ。こちらにも条件があるわ」

　エスティカはテーブルに立てかけていた杖つえを手に取る。

　それは精せい緻ちな銀細工で飾かざられ、頭の部分に虹にじ色いろの宝玉がついた杖だった。

「どんな条件だ？　俺に応こたえられるものなら」

「応えてもらわなければ、困る」

　エスティカはクククと喉を鳴らして、小悪魔のような悪い笑みを浮かべる。

「それこそ私が、ここから離れられなかった、真の理由なのだから」

　それは間違いなく、アリエスの言う、何か良からぬ事を企んでいる顔だった。

　──不ふ穏おん、不安、不ふ吉きつ。

　それらを混ぜあわせたような闇のオーラを周囲に振ふり撒まいて、エスティカは立ち上がる。

「そうね。大したことじゃない。とても簡単なことよ」

　不意に、ノエルは無理難題をふっかけられる事を予感した。

　彼女には何かとてつもない陰いん謀ぼうがあって、ノエルの会話を盗ぬすみ聞きする事も、魔法を見せた事も、ここでの会話も、全すべてがそれを実現する為ための布石だったように思えた。

　その条件とやらを飲ませるために、画策された行動だったのではないか。

　やはり、この少女はとんでもない魔女で──。




　エスティカは、まるで世界の半分をやると誘ゆう惑わくする魔王みたいな仕草で、

「朝早くに慌あわてて出かけたから、お金を持ってくるのを忘れてしまった。ここを勝手に離れると無銭飲食になってしまう。だから、ここの飲食代を払って欲しい。それが絶対に譲ゆずれない条件よ！」

　ノエルに杖を突きつけて、そう要求した。




　──意外と善良だった。
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　魔導具修理店の看板の前。

　エスティカの要望により、一同は再び事件現場に戻もどってきていた。

「ここから」

　彼女は杖の頭を荷車に向ける。

「そこへ。ペルデペル・ペローは吹ふっ飛んだのね」

「ああ、そうらしい」

　ノエルは頷く。

　リゼットは興味が無いらしく、魔導具修理店の段差に座って野の良ら猫ねことじゃれ合っている。

　ノエルの傍かたわらにはアリエスが、無愛想な顔で控ひかえていた。

　黙って従ってはいるが、エスティカへの警戒はまだ解いていないようだ。

　エスティカは不意に首を傾かしげると、

「……斜ななめだわ」

　そう呟つぶやいて、トコトコと荷車まで歩いた。そして、荷車の前でくるりと反転し、ペルデペル侯こう爵しやくが歩いていた地点に向けて杖を突つき出す。

「ねぇ、この杖の先には何がある？」

　ノエルはエスティカの持つ杖の先を目で追う。

「魔導具修理店があるな」

「そうね。花屋とは方向が違う。花屋はもっと左にある」

「それが何だ？」

「ペルデペル・ペローは魔法で吹っ飛ばされたと仮定しましょう」

　エスティカが人差し指を立てた。

「事件が起きた時、花屋の娘むすめは花屋の軒のき先さきにいた。もし、彼女が魔ま法ほうを使って吹っ飛ばしたのなら、ペルデペル・ペローは背中から強い力を受けて、道なりに真っ直すぐに飛んだはずよ。だけど、この荷車は彼の進行方向から見て、右斜め前方に位置している」

「真後ろから魔法を使ったにしては、飛ぶ方向がおかしいという事か？」

「そう。魔法を使ったとしても、離はなれたところから対象へ、力はまっすぐに働くものだわ。ペルデペル・ペローを魔法で吹っ飛ばした何者かは、この杖が指す方向、つまり、魔導具修理店にいたんじゃないかしら？」

　エスティカは悪わる巧だくみを思いついたような顔をして、

「例えばそうね……魔導具修理店に居た誰だれかがタイミングを見計らい、魔法を使って荷車まで、ペルデペル・ペローを吹っ飛ばした。花屋の娘が、猪いのししみたいに突とつ進しんして斜めの角度から六メートルも突き飛ばしたと考えるよりは、あり得る話でしょ？」

「そんな魔法があるのか？」

「あるかもしれないし、ないかもしれない。新しい魔法かもしれないし、よくある魔法の応用かもしれない。でも、魔法が使われたのだとしたら、魔導具修理店から、という事は間違いないでしょうね」

　魔法を持ちだして突とつ拍ぴよう子しもない事を言い出すのかと思いきや、エスティカは意外にも論理的な考察をした。ノエルは素す直なおに感心する。

「なるほど。じゃあ、魔導具修理店で話を聞いてみるか」

「なーに、簡単な推理よ。ノエル・アースキン」

　子供のように得意げな顔で、エスティカがトコトコと歩いて戻ってきた。

「美味おいしい紅茶分くらいの働きはしてみせるから、期待していいわよ」

　そんな言葉と裏腹に、彼女はまたしても、悪そうな顔でクククと笑った。

　──なんか、不安だ。




　ノエルは、野良猫と戯たわむれ続けるリゼットの脇わきを通って低い段差を上り、魔導具修理店の扉とびらをノックする。

「誰かいるか？」

　そう声をかけると、中から「はいよ！　はいっとくれ！」と威い勢せいのいい声が返ってきた。

　ドアを開けると、

「ブェ───ックッショイ！」

　店主の喧やかましいクシャミがノエルたちを出で迎むかえる。

「……っと、すまねぇな。鼻の調子が悪くていけねぇ。うちは、魔導具専門の修理店だよ。直せるかどうか調べるから、調子の悪い魔導具を見せてくれ」

　カウンター越ごしの店主は、太い眉まゆ毛げをした体格の良い禿はげ頭あたまの男だった。

　その店主の頭部を見て、エスティカが不敵な笑えみを浮うかべる。

　──誤解されるから、その顔やめなさい。

　魔導具修理を生業なりわいにするからには、店主もそれなりの魔術師なのだろうが、身体からだは逞たくましく鍛きたえあげられていて、とてもそうは見えない。薄うす汚よごれたエプロンをつけて椅い子すに座り、入り口すぐ左手にある作業台で、魔導具らしきものを触さわっている。

　店内は狭せまく、カウンター向こうの棚たなには、たくさんの魔導具が置かれているのが見えた。

　これだけの量があれば、中には人を吹っ飛ばせる魔導具もあるかもしれない。

「すまない、店主。俺は王都防衛騎士団の騎士、ノエル・アースキンだ。少し話を聞きたいんだがいいだろうか？」

　ポケットから指輪を取り出して見せる。

「へえ？　騎士さんねぇ」

　店主は疑わしげにジロジロとこちらを見て、

「人は見かけによらねぇな……シェックショイ！」

　手元にあった布で洟はなをかんでから天を仰あおぎ、「チクショーめ」と呟いた。

「風邪かぜか？　随ずい分ぶんと調子が悪そうだが」

「それが違ちがうんだ」

　店主はうんざりした顔になる。

「俺、ホコリに弱くてね。ホコリっぽいものを触ると、クシャミが止まらなくなるんだ。へェ───ックッショイ！　あー、思い出しただけでダメだ」

　ノエルは店主が再び洟をかむのを待ってから、

「早さつ速そくで悪いが、ペルデペル・ペロー侯爵を知っているだろうか？　ピンとした口くち髭ひげに、羽は根ね飾かざりの帽ぼう子し。あと、カボチャみたいなパンツに白いタイツの、背の低い初老の男だ」

「ん？　ああ、知ってるぞ。変な格好した貴族の爺じじいだろ？」

　どこかうわの空で店主は答えた。

「じゃあ、今朝の騒さわぎは？　この店の前で、その貴族に花屋の娘が斬きりかかられた事件だ」

「そりゃ、知ってるさ。あの時、俺はもう仕事始めてたからな。ほら、この窓から外の様子が見えるんだ」

　店主のいる作業台正面に窓があった。確かに、そこからは表の通りが見える。

「女の悲鳴がしたと思って外を見たら、いきなり、そのなんちゃらペロペロ侯爵──なんかやらしい名前だな、そいつが女の子に斬りかかっててよ。びっくりしたぜ。慌ててドアを開けたんだが、その時には娘はもういなくて、ペロペロ侯爵だけが大層な剣けん幕まくで怒ど鳴なり散らしていたよ。おっかなくて、すぐドアを閉めたさ」

「その時、ここには店主の他に誰かいなかったか？」

「誰か？　客なら早朝に一人来てたんだが、その時にはもう居なかったな。ここに居たのは俺だけだ」

　事件が起きた時、魔導具修理店にいたのは店主だけだったようだ。

「その、ペルデペル侯爵に嫌いやがらせとか、迷めい惑わくをかけられた事は？」

「うーん、別にねぇな。侯爵様と関かかわり合う機会なんてないし」

　何か隠かくしているような素そ振ぶりもなく、店主は本当のことを言っているように思えた。

「それから、人を六メートルくらい吹っ飛ばす魔法に心当たりはないだろうか。それが可能な魔導具がこの店の中にあるのなら教えて欲しい」

「んー……ファ───ックッション！」

　店主はまた洟をかんでから、

「心当たりはないね。実は、俺ってそんなに大した腕うで前まえじゃねぇんだ。簡単な魔導具なら直せる程度でよ。ちょっと難しくなると、もうお手上げ。イチから魔術式を組み立てたこともないからな。誰かの作った魔導具をちょいちょいと解かい析せきして、おかしなところが分かったら直す、それが仕事なんだわ……魔法ならそっちの──」

　ノエルの背後にいたエスティカを指さした。

「見るからに魔女っぽいお嬢じようちゃんの方が詳くわしいんじゃないのか？　ハッハッ、ハックショーイ！」

　視線を向けられたエスティカは小さく頷うなずいて、

「ねぇ、貴方あなたは、騒ぎがあった時にはどんな仕事をしていたの？」

「ああ……魔法のハタキの修理をしてたよ」

　思い出したくもないというように、店主は頭を小さく振った。

「ハタキって分かるか？　棒の先に布切れがついてて、こうパタパタして、ホコリをはらう道具。俺がこんなことになっちまったのも、それのせいでよ……ほら、これだ」

　店主は棚から、そのハタキを取り出して、エスティカに手て渡わたした。

　柄えには古代魔法文字の魔術紋もん様ようが刻まれており、それが魔導具であることを表している。

「フェ、フェ、フェックション！　あーダメだ。やっぱこれのせいだ。それさ、今朝来た召めし使つかいっぽい女が売りに来た品物でな、うち、使えなくなった魔導具の買い取りもやってるからさ。ほら、でかい邸やしきだとシャンデリアとか、手が届かない高いところの掃そう除じとか大変だろ？　だから、それ使ってホコリを払はらうんだと。そのハタキで対象を指して、呪じゆ文もんを唱えりゃあ、遠くのホコリも払えるらしい」

　それを聞いて思わずノエルが割って入る。

「もしかして、そのハタキで人を吹ふっ飛ばす事が出来るんじゃないのか？」

　店主は頭をポリポリと搔かきながら、

「無理だと思うぜ。〝ホコリを払う魔法〟だからな？　人間はホコリみたいに軽くないし、そんなに威い力りよくがでたら物が壊こわれちまう。掃除道具にそこまでの威力を持たせるか？　国の審しん査さも厳しいから、自作しない限り、手に入らねぇぞ。あとさ、それ、壊れてて呪文を唱えても、魔法が発動しないんだ。なんとか直して使えねぇかなって思って、呪文を再設定しようとしたけど、結局無理でね」

　そのハタキをじっと眺ながめていたエスティカは、

「その呪文を教えてもらっても、いいかしら？」

「ああそれは──」

　店主はなぜか少し照れた様子で、言いにくそうに答えた。

「〝お掃除大好き！　ポポイのポイ〟だ」

　──実に恥はずかしい呪文だ。

「設定した魔ま術じゆつ師しは何を考えてたんだろうな。とりあえず、再利用するにも呪文を変えないといけないわけなんだが、うまくいかなくてな」

「本当に壊れているのか、試ためしてみてもいい？」

「いいけどよ、外でやってくんないかな。それ、近くに、ちかっ、ファッ！　ファ──ッション！」

　きらびやかに鼻水が宙を舞まった。

　店主を残して、一同は魔導具修理店から外に出る。

「さて、ノエル・アースキン。試しにこのハタキを使って、その看板を倒たおしてみて」

　エスティカに魔法のハタキを渡されそうになったが、ノエルは受け取らずに、

「アリエス、使ってみてくれ」

「私にさっきの恥ずかしい呪文を言わせたいんですか？」

　アリエスは露ろ骨こつに嫌そうな顔をした。

「そうじゃない。俺には不可能だから頼たのんでいるだけだ」

「女性に恥ずかしい言葉を無理やり言わせて、愉ゆ悦えつを感じる変態的行こう為いですよね？」

「命令だ。アリエス。その魔法を使って、そこの看板を倒してくれ」

「……はい」

　彼女は渋しぶ々しぶハタキをエスティカから受け取ると、それを見つめて一いつ瞬しゆん、瞳ひとみを閉じた後、魔導具修理店の店先にある看板に向けた。

「〝お掃除大好き。ポポイのポイ〟」

　ひどく冷めた瞳と冷たい声で、呪文を唱える。

　しかし、看板はピクリとも動かない。

　段差に座って猫ねこを抱かかえ込んでいるリゼットも、何事かとこちらを見ていた。

「〝お掃除大好き！　ポポイのポイ〟！」

　繰くり返してみても、看板は動く気配すらなかった。

「何も反応がありませんね」

　仕事は終わったとばかりに、アリエスはエスティカに魔法のハタキを押し付けた。

「どうやら、これは私に恥ち辱じよくを与あたえるだけの呪文です」

　それを受け取ったエスティカは、

「魔法が使えない事は確かのようね。店主が噓うその呪文を教えていなければ、だけど」

　そして、リゼットをちょいちょいと、手で招く。

「この魔導具の魔術式を展開させて」

　名残なごり惜おしそうに野の良ら猫ねこを手放したリゼットは立ち上がり、ハタキを手にすると「〝展開オープン〟〝解析アナライズ〟」と唱えた。

　すると、ハタキの柄にあった魔術紋様が円状になって宙に浮かび上がり、古代魔法文字の魔術式を展開して魔ま法ほう陣じんを形成し、ゆっくりと回転し始めた。

　その魔術式が何を意味しているのか、ノエルにはわからない。

　古代魔法文字は知識のある魔術師だけが扱あつかえる文字だからだ。

　エスティカは魔法陣を手でクルクルと回したり、指で摘つまんで拡大したりしながら、

「あら、呪文の再設定には成功しているわね」

　何やらブツブツと呟つぶやいている。

「それに、出力制限なし……魔力の大量投入……でも瞬間的に……ああ店主の……けれど、それって私が……」

　やがて、右手で口元を覆おおい、肩かたを小さく震ふるわせ始めた。

　それがまるで泣いているように見えたので、

「大だい丈じよう夫ぶか？　何か問題でもあったのか」

　ノエルは声を掛かける。

「実にくだらない呪文だわ」

　振り返ったエスティカの顔には、愉ゆ快かいで堪たまらないといったような、悪魔的な微び笑しようが張り付いていた。その表情があまりにも邪じや悪あくで、ノエルは言葉を失う。

「〝収束クローズ〟」

　エスティカの言葉に応じて、魔術式が元通りハタキの柄に戻もどっていく。

「ねえ、リゼット。ステラと話がしたいわ」

　リゼットは頷いて、リュックサックから〝凶きよう暴ぼうウサギ〟を取り出すと、

「はー、お前は、いつ見ても、ミラクル可愛かわいいな」

　それを床ゆかに置いた。

　そして、タクトでそれを突つつくと、

「〝交信コネクト〟ステラ・キャット」

　と呪文を唱える。

　すると、〝凶暴ウサギ〟がモソモソと動き始め、

『……はいはーい。ステラですよー』

　左手を上げて喋しやべった。

「そっちは大丈夫？」

　エスティカがそう問いかけると、

『問題ないすー。花屋の娘むすめちゃんも落ち着いていますねー』

　どうやら、ここにはいない誰だれかとぬいぐるみを介かいして会話しているようだ。

「ステラ。今からその子を連れて、クロスロード東の魔導具修理店まで来て頂ちよう戴だい。場所は分かるわよね？」

『分かりますよー。すぐに戻りますー』

〝凶暴ウサギ〟はこちらに向かって手を振った。

「ええ、待ってるわ。〝解除リリース〟」

　エスティカの言葉と同時に、魂たましいが抜ぬけたみたいに〝凶暴ウサギ〟が脱だつ力りよくする。リゼットはそれを抱だき上げて、リュックサックの中に収めた。

「ノエル・アースキン。貴方には言っておかなければならないことがある」

　こちらを振り返ったエスティカは、持っている杖つえをトンと床につくと、

「動く耳については、気にしないで欲しい」

「動く耳？」

「そう。誰しも聞かれたくない事はあるし、外見の差異なんて、些さ細さいな事だわ」

　何の事だか、さっぱりわからない。

「それと、今回の事件は、ある意味、私が元凶だと言ってもいいかもしれない」

「……どういう事だ？」

「パンケーキが食べたかったせいかも」

　話についていけずに、ノエルは困こん惑わくする。

　彼女はハタキを持ち上げて見せて、

「ペルデペル・ペローを吹っ飛ばしたのは、この魔法のハタキだと思うわ」

「それが今回の事件に使われた魔導具だという事でいいのか？」

　魔法事件において、魔導具は重要な証しよう拠ことなる。

　例えば、魔法の火による放火が起きたとしても、その魔法自体の効果は証拠に出来ない。

　火を生み出した魔導具こそが事件における凶器であり、物的証拠となるのだ。

「実際にやってみない事には断定は出来ない。だから、この魔法を使って、事件を再現して見せるわ」

　言葉だけで説明されるよりは、実際に目で見た方が確実である。

「でも、そのハタキは壊れていて、魔法は使えなかっただろ？」

「壊れているわけじゃなくて、新しく別の呪じゆ文もんが設定されているから使えないのよ」

「店主は呪文の再設定をしようとして無理だったと言っていたぞ」

　エスティカは頭を横に振った。

「いいえ。あの店主はちゃんと呪文の再設定に成功している。でも、その新しい呪文が問題なの。おそらく、何が設定されたか、設定した店主にもわかっていない」

　ヘックシュンと、魔導具修理店からクシャミをする声が聞こえた。

「再設定出来るなら、もう一度設定し直せば、使えるようになるんじゃないか？」

「呪文の再設定には、元の呪文と新しい呪文の両方が必要よ。今、設定されている呪文が分からなければ、再設定は出来ないわ。それに、その新しい呪文こそが、事件を解く鍵かぎなの」

　──新しい呪文が事件を解く鍵？

　一体、どんな呪文が設定されたというのだろうか。

「新しい呪文の目星はついているけれど、どれがそうなのか、まだ分からない。貴方あなたにブローチをつけたままで良かった。おそらく、先ほどの貴方と店主の会話の中にヒントがあるはずよ。今から、リゼットと一いつ緒しよに、会話を聞き直して調べるつもり」

　エスティカはニィと口の端はしを吊つり上げて、

「呪文は、店主の想定外で、突発的に、口から発せられた言葉だと思うの」

　そう言われても、ノエルには全く心当たりがなかった。

　ふと、ノエルは先さき程ほどのぬいぐるみを介した会話を思い出して、

「そう言えば、さっき、花屋の娘がどうとか言っていたが、彼女の居場所を知っているのか？　王都防衛騎士団から逃にげ出して、所在が摑つかめない状態だと聞いていたんだが」

「ええ、もちろん。危険だと思ったから、我が家で匿かくまっていたわ。ステラに頼んで守ってもらっていたの。彼女なら、誰の手も届かない場所に逃がせるから」

　どうやら、花屋の娘はエスティカに保護されていたらしい。今でもずっと、王都を逃げまわっているのではないかと気にかけていたが、ここに連れてきてもらえるようだし、ひとまずは安心して良さそうだった。

「あとはそうね。私が呪文を調べている間に、ここにペルデペル・ペローを呼んで欲しいの。彼を納なつ得とくさせない事には、事件は解決と言えないから」

「実際に事件を再現してみせて、侯こう爵しやくを納得させるのか。それはいいな。誰がその魔法を使ったのかも、分かっているんだよな？」

「ええ、おそらく。でも、今は私が何を言っても、貴方の相方さんが信用しないでしょう？」

　エスティカが一いち瞥べつすると、アリエスが眉まゆを寄せて「当然です」と答えた。

「俺に何か出来る事は？」

「ペルデペル・ペローと似たような大きさと重さの人形があればいいんだけど、別に無くても構わないわ。本人をもう一度、吹ふっ飛ばしてみて──」

　真ま面じ目めな顔で考えこむエスティカに、

「それはダメだ！　人形はこちらで用意する」

　ノエルは慌あわててそう答えた。

「あら、そう？　その方が正確かなって思ったんだけど」

　エスティカは、イタズラを企たくらんだ子供みたいな顔で、

「じゃあ、任せるわ」

　クククと声に出して笑った。

　──その笑い方にどうにも不安にさせられる。
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　箒ほうきに跨またがったメイドが空を飛んでいた。

　その後ろには、お下げ髪がみの少女が、青い顔をして必死にしがみついている。

　街中の誰もがポカンと口を開けて、それを物もの珍めずらしそうに見ていた。

　傍かたわらにいたアリエスが、

「魔法による王都上空の飛行は禁止されています。普ふ通つうなら、すぐに捕とらえるべきですが、どうしますか？」

　そう耳打ちをしてきたが、ノエルは小さく頭を横に振ふる。

　エスティカたちが普通の魔術師でないことはすでに明白だ。

　今はそれを追つい及きゆうしている場合ではない。

　彼女の言った、誰の手も届かない場所とは、空の事だったのだろうか。

　確かに、そこには誰の手も届かない。

「しかし、空を飛ぶ魔法なんて、国が管理しているクラスのとんでもない魔法ですよ。一体、彼女たちは何者なんでしょうか」

　アリエスも驚おどろいている様子だ。

　空飛ぶメイドは上空で大きく旋せん回かいすると、お下げ髪の少女の手をとって、軽かろやかに魔導具修理店の前に着地した。それと同時に、よほど怖こわかったのか、お下げ髪の少女は腰こしが抜けたように地面にへたりこむ。

「はいはーい。ステラ・キャット、帰き還かんしましたー」

　店先の段差に腰こし掛かけていたリゼットが「よ」と手を上げる。

　空飛ぶメイドのステラは「にゃ！」と片手を上げて応じた。

　彼女が先ほどエスティカと話していた人物で間ま違ちがいないだろう。

　肩までのフワッとした白い髪かみに、その頭頂部にはピコピコと動く、獣けものの耳が──なんだあれは。あれが、エスティカの言っていた動く耳か？

　その時、

「貴様、先程はよくも邪じや魔ましてくれたな！」

　空を飛ぶメイド、ステラの姿を視界に捉とらえたペルデペル侯爵が大声をあげた。

　ノエルが先ほどここまで連れてきたのである。

　侯爵は手に持っていたサーベルを鞘さやから抜き放ち、大おお股また歩きでステラに近寄っていく。

「お待ちください」

　その前にノエルが立ち塞ふさがった。

「これから事件の真相をお見せします。それが終わるまで、お待ち頂けませんか？」

　しかし、侯爵は怒いかりにヒゲを震ふるわせ、

「待たぬ！　話が違うぞ。そこをどけ！　あれは、我わが輩はいを殺そうとした花屋の小こ娘むすめと、それを連れ去った小こ癪しやくな女である。調査が終わったのなら、引き渡わたす約束だ！」

　お下げ髪の少女は立ち上がり、ステラの腕うでにすがりついて、怯おびえた顔でこちらの様子を窺うかがっている。斬きりつけられたと思われる右腕には包帯が巻かれていた。どうやら、彼女が花屋の娘で間違いないようだ。

　尚なおも、ペルデペル侯爵は前に進もうとしたので、

「調査はまだ終わっていません」

　ノエルは威い嚇かくする為ために剣けんの柄つかに手をかけ、強い口調で告げる。

「これ以上勝手な行動をされるのであれば、調査を妨ぼう害がいする者として捕らえます」

「何だと!?　侯爵である我輩を捕らえるという行こう為いがどれほどの──」

「これが、最後の警告です。お下がり下さい、ペルデペル侯爵」

　言葉を遮さえぎられた侯爵は、憤ふん怒ぬの形相で押し黙だまった。

　ノエルはその視線をまっすぐに受け止める。

「現在、彼女の身み柄がらは王都防衛騎士団が預かっています。調査を終えるまでは、彼女は保護すべき対象であり、この事件を担当する騎士には、命を賭としてでも守る義務があります。ここより先には行かせません」

　騒さわぎを聞きつけた街の住民たちが、遠巻きに集まり始めた。

「王都防衛騎士団と、事を構えるご覚かく悟ごがお有りなんですね？」

　しばらく睨にらみ合った後、

「……いいだろう。戯ざれ事に付き合ってやる」

　侯爵は踵きびすを返して、連れてきた二人の護衛兵の元に戻もどった。

　当然ながら、怒りは収まらぬ様子で、鼻息荒あらくこちらをずっと睨みつけている。

　ノエルは小さく息を吐はいて剣の柄から手を離はなすと、

　──本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。

　不安気に魔導具修理店に視線をやった。




　やがて、魔導具修理店のドアが開かれ、中から魔法のハタキと杖つえを持ったエスティカが現れた。その後に続いて、キョロキョロと辺りを窺う、魔導具修理店の店主も姿を見せる。

　エスティカはステラに片手を上げて、

「お帰り、ステラ。ご苦労だったわね」

「なんてことなかったですよー」

　ステラは頭頂部にある、白い獣けもの耳みみを嬉うれしそうにピコピコと動かして答える。どうやら感情に合わせて動いているようだが、装そう飾しよくではなく身体からだの一部なのだろうか。気にはなるが、今は聞いている場合ではない。

「さて、これで関係者は揃そろったかしらね」

　魔導具修理店の前に立って、エスティカは一同を見み渡わたす。

　事件を調査する騎士であるノエルにアリエス、それから、目もく撃げき者のエスティカに、その連れのリゼット。被ひ害がい者しやであるペルデペル侯爵とその護衛兵二人、そして、加害者と思おぼしき花屋の娘と彼女を保護していたステラ。さらには、何か関係があるのか、魔導具修理店の店主。

　多少なりとも、事件に関かかわった者たちが一堂に会していた。

　エスティカは侯爵に向かって恭うやうやしく一礼する。

「私はエスティカ・ルルイエ。事件を偶ぐう然ぜんに目撃した、通りすがりの魔術師。ペルデペル・ペロー侯爵の身に降りかかった災難の真相を今からお見せするわ」

「ふざけるな。花屋の小娘が我輩を突つき飛ばしただけだろうが！」

　怒ど鳴なるペルデペル侯爵。

　しかし、エスティカは花屋の娘の腕を摑むと、

「こんなにか弱い腕で、あんなに遠くの荷車まで、侯爵を突き飛ばす事が出来るものかしら。本当に出来るのならやって見せて欲しいわ。お供の強そうな護衛たちが突き飛ばしたとしても、無理だと思うけれど」

　挑ちよう戦せん的な笑えみを浮うかべた。

「魔法でも使わない限りね」

　侯爵は何も言い返せずに、言葉を吞のんだ。

　彼自身、それが不可能な事は理解しているのだろう。

　ただ己おのれの憤ふん懣まんを、どうにかして花屋の娘にぶつけたいだけなのだ。

「でも、このホコリを払はらう〝掃除スイープ〟の魔法があれば話は別よ」

　エスティカは持っていた魔法のハタキを差し出して見せるが、

「そんなハタキで何が出来るというのだ。実にくだらん」

　侯爵はそれを鼻で笑う。

「不可能を可能にするのが魔法。そして──」

　エスティカは魔導具修理店の看板の前まで歩いた。

「不可能を不可能と思わないのが魔術師なの」

　彼女の行く手には、白い彫ちよう像ぞうが置かれている。

　それはアリエスが近くに住んでいる芸術家から譲ゆずり受けてきた物だった。背の高さもペルデペル侯爵と同じくらいで、重さも人間の体重くらいはあるらしい。

「今から侯爵の代わりにこの像を、荷車のあった場所まで吹っ飛ばしてみせるわ」

　エスティカはその彫像に手を触ふれると、

「ペルデペル侯爵、何かが激しくぶつかって来たという場所は、ここで良いかしら？」

「ああ、そうだとも。そこで間違いない。是ぜ非ひとも見せて欲しいものだな。そんなハタキで像の尻しりをペチペチと叩はたいて吹っ飛ばす瞬しゆん間かんを」

　失敗すると考えたのか、侯こう爵しやくは急に手のひらを返して、態度を大きくした。

　そんな事は気にも留めずに、エスティカは杖で右斜ななめ前方を指し示す。

「距きよ離りにして、約六メートル。吹ふっ飛ばされたのは、その馬ば糞ふんを積んだ荷車ね」

　相変わらず、荷車には人ひと形がたに窪くぼんだ馬糞が積まれている。

「ねえ、花屋の娘さん。貴方あなた──名前はなんと言うの？」

　艶つややかな黒くろ髪かみを指で梳すいて、エスティカは花屋の娘に振り返る。

「あっ……サラです」

「素す敵てきな名前ね。では──」

　エスティカは──おそらく彼女が出来る精せい一いつ杯ぱいの優やさしさと親しみを込めた──人の心をざわつかせる悪魔的微び笑しようをサラに向けると、

「花屋の娘サラ。貴方の無実を証明すると誓ちかうわ」

　胸に手を当ててお辞じ儀ぎをする。それに対して、サラはとても困こん惑わくしたような、むしろ余計に不安になったような顔で「……はい」と答えた。

　そして、エスティカは魔導具修理店の店主に魔法のハタキを手て渡わたした。

「呪じゆ文もんはさっき伝えた通り。くれぐれも方向にだけは注意して。窓からあの彫像を狙ねらうようにね」

　店主は魔法のハタキをできるだけ遠ざけるように持つと、

「……こんな事をして、俺は本当に大丈夫なんだろうな？　面めん倒どうな事にならなけりゃいいんだが」

「問題ないわ。身の安全は保証する」

　渋しぶ々しぶといった感じで、魔導具修理店の中に入っていった。

　途と中ちゆうで一度、「ヘッキシュ！」と遠えん慮りよがちにクシャミをした。

「お待たせ。それじゃあ──」

　エスティカの言葉の途中で、




「へェ───ックッショイ！」




　激しくクシャミをする声が聞こえて、白い彫像が宙を飛んだ。

　まるで虹にじのように綺き麗れいな弧こを描えがいて、それは荷車の馬糞に頭から突っ込む。

　馬糞から彫像の白い両脚あしが、にょっきりと突き出ていた。

　エスティカは一いつ瞬しゆん、虚きよを衝つかれたような顔で、

「……タイミングは最悪ね」

　不満そうに口を尖とがらせた。

　魔導具修理店の窓から店主が顔を出して、

「おお？　すげえな、このハタキ！　本当に吹っ飛ばしやがった！　ハハッ！　ヘックシュン！　おっとあぶねえ。また、魔法使っちまう所だったぜ！　ガハハ！」

　侯爵は啞あ然ぜんとした顔で言葉を失っている。

　さすがに、ノエルも黙っていられず、

「エスティカ、今のは、何だ？　どういう事か説明してくれ」

「わかりやすく言えば、クシャミで像が吹っ飛んだの」

　──クシャミで像が吹っ飛んだ？

「そんな馬ば鹿かな──」

「正しくは、クシャミによって魔法が勝手に発動した結果、像が吹っ飛んだという事よ。ここまで上手うまくいくとは思ってなかったけれど」

　エスティカはようやく満足そうな顔になって腰こしに手を当てる。

「呪文は、店主の想定外で、突発的で、口から発せられた言葉だと言ったわね。店主が呪文を再設定しようとした時、クシャミをしたの。それで、クシャミが呪文として登録されてしまった」

　まるで冗じよう談だんを聞いているみたいだ。

「いや、でも、普ふ通つうの魔ま導どう具ぐには、あそこまでの威い力りよくは出せないんだろう？」

「あの魔法のハタキは自作の魔導具だったのよ。それも、人を吹っ飛ばしちゃうくらいすごい威力が出る特別製の」

　──誰だれがそんな危険な掃除道具作ったんだ？

「でも、そこまでの威力が出ないように、ちゃんと制限がかけられていたわ。ただ──」

　エスティカは少し困った顔で、

「壊こわれた魔術式を店主が修理した時に、その制限部分を直さなかったのね。だから、出力が〝制限なし〟になっていたの。クシャミって無意識に力がこもっちゃうでしょう？　それで一気に魔力が流れこんで、あれだけの威力が出てしまった」

　クシャミの拍ひよう子しに、思いっきり魔力が流れこんで、人を吹っ飛ばすくらいの威力が発揮されてしまった。そんな馬鹿げた事が起きたとは、にわかに信じられなかった。

　しかし、実際に、像は吹っ飛んで、荷車の馬糞に突っ込んだのだ。

　魔導具修理店から店主が出てくる。

　豪ごう快かいに鼻水が出ているが、なぜか歓かん喜きの表情で、魔法のハタキを掲かかげていた。

　エスティカはリゼットに、店主から魔法のハタキを取ってくるように指示する。

「ちなみに、クシャミならなんでもいいわけではなくて〝へェ───ックッショイ〟っていうのがその呪文よ。あの店主のクシャミ、無む駄だにパターンが多くて、調べるのに手間取ったわ」

　店主はリゼットに魔法のハタキを奪うばわれそうになって、まるで子供みたいに頭を振ふって嫌いやがっている。

「あれは、ハタキの延長線上にある場所のホコリを吹き飛ばす魔法よ。あの店主が作業台で魔法のハタキを修理しようとしてクシャミをした時、そのハタキが向いていた先、それが開いた窓の向こう、ペルデペル侯爵が居た辺りだった」

「という事は──」

　エスティカは頷うなずく。

「クシャミで魔法が勝手に誤発動してしまって起きた事故ね」

「事故だと!?　ふざけるな！」

　ペルデペル侯爵が抜ぬき身のサーベルを持って、エスティカへと詰つめ寄ってくる。

「我わが輩はいを突き飛ばしたのは、あの花屋の小こ娘むすめだ！　我輩は確かにこの背中であの小娘の手を感じた！　決して、クシャミなどで飛ばされたのではない！　くだらん！」

　受け入れ難がたい事実をつきつけられて、侯爵は激げき昂こうした。

　あまりの剣けん幕まくに、ノエルは止めようと動きかけたが、そうする間もなく、エスティカは杖つえを器用に使って、侯爵のサーベルを地面に叩き落とした。

　そして、杖の先せん端たんを侯爵の喉のど元もとに突きつける。

「結果が不服なら、サラでも、誰でもいいわ。突き飛ばされた貴方が荷車まで吹っ飛ぶ所を見せてくれないかしら」

　侯爵がゴクリと唾つばを飲み込む。

「その上で、どちらが真実なのかを、ここにいる騎き士しに判断してもらえばいいじゃない」

　有う無むを言わせぬ冷たい声と、闇やみ色に濡ぬれた瞳ひとみ。

　エスティカは杖をひき、視線をノエルへと向けた。

　ノエルは頷いて、

「どうされますか？　ペルデペル侯爵。試ためされるのであれば、拝見いたしますが」

　侯爵は歯ぎしりの音が聞こえそうなほどの悔くやしい顔で、

「するわけないだろうがっ！」

　そう吐はき捨てた。

「そうですか。了りよう解かいしました」

　ノエルはポケットから指輪を取り出す。

「では、今回の事件は、魔法の誤発動による事故と判断します。魔導具修理店の店主は、故意に魔法を使用したわけではないので不問とし、問題の魔導具は危険な為ため、没ぼつ収しゆうします。これにて調査は終了です。不服がある方は後日、王都防衛騎士団まで異議を申し立てて下さい。サラさんは事故には無関係なので、もう自由です」

　その言葉がまだ信じられないのか、花屋の娘むすめは呆ぼう然ぜんとしている。

「不服があるに決まっているだろうがっ！」

　ペルデペル侯爵は興奮して、震ふるえる指先を魔導具修理店の店主に向けた。

「あいつが我輩を意図的に飛ばして、糞山に突つっ込ませたのだ！　あいつを捕つかまえろ！　死し刑けいにしてやる！」

「意図的にというのは、ありえないわ」

　エスティカがきっぱりと否定する。

「店主はクシャミが呪文に設定されている事すら知らなかったもの。あの魔法のハタキがどんな魔導具かも理解してなかった。そうでなきゃ、調査にきた騎士に、犯罪の証しよう拠こを簡単に渡わたすかしら？　そもそも彼には、貴方を吹っ飛ばす動機がない。大切な商売道具を滅め茶ちや苦く茶ちやにされたわけでもないし」

　侯爵は怒いかりに目を血走らせて、エスティカを睨にらむ。

　ノエルはその視線の間に割り込んで、

「調査結果は事故です。そう判断した以上、花屋の娘サラと店主、二人に危害を加える事は、たとえ、ペルデペル侯爵であっても許されません。もし、二人に危害を加えた場合は──」

　強い決意を秘ひめた眼まな差ざしで、侯爵に告げる。

「この手で必ず捕まえて、相応の罰ばつを与あたえさせます」

　その途と端たん、ペルデペル侯爵は背後を振り返って、

「一人殺すごとに金貨百枚だ。花屋、店主、この生意気な魔ま女じよ、それから、騎士──ええい、ここにいる奴やつら、全部が対象だ。今すぐ殺せ！　殺やってしまえば、後はどうにでもしてやる！」

　護衛兵に向かって叫さけんだ。

　周囲を取り巻いていた町人たちにどよめきが起こる。

　護衛兵二人は顔を見合わせた後、粗そ暴ぼうな笑えみを浮うかべると、すぐさま剣を抜いた。

　それを見て取ったノエルは、

「アリエス、片方を任せていいか？」

　同じように、腰の剣を引き抜く。

　小さくため息を吐いたアリエスは、

「向こうには殺意があるようですが、どうしますか？」

「面倒な事になるから殺すな。戦せん闘とう不能にするだけでいい。出来るか？」

「ご命令とあらば」

　同じように騎士剣を抜いて、ノエルに続いた。

「ヘヘ、悪いな……金貨百枚は魅み力りよくなんでね」

　護衛兵の一人が、剣を振り上げてノエルに向かってくる。

　中々の手て練だれのようで、隙すきのない一いち撃げきが繰くり出された。

　ノエルは上体を反らし、小剣を器用に使って、それを受け流す。

　──鋼はがねが鋼を弾はじく音。

　続く相手の、下から撥はね上げるような一撃も、何の造作もなく小剣で斬ざん撃げきの軌き道どうを逸そらして避よけた。ノエルは、その勢いを利用して、小剣を逆手に持ち替かえる。

　次の瞬間には、ノエルは相手の懐ふところに潜もぐり込んでいて、その顎あごに小剣の柄つかを叩たたき込んでいた。護衛兵は、そのまま白目を剝むいて仰あお向むけに、どっと倒たおれる。

　ノエルは護衛兵が落とした剣を蹴けり飛ばすと、小剣を腰の鞘さやに収めた。

　──一瞬の出来事だった。

　見ていたエスティカが、ほう、と瞳を細める。

　一方、アリエスは騎士剣を両手で持ち、

「〝震電スタン・エツジ〟」

　呟つぶやくように呪じゆ文もんを唱える。

　抜かれた騎士剣の刀身が青白く仄ほのかに輝かがやく。

　残った護衛兵は仲間がやられた事に怯ひるんでいたが、アリエスはお構いなしに白いマントを翻ひるがえして駆かけ出すと、一息に距きよ離りを詰めた。

　アリエスの横よこ薙なぎの一いつ閃せん。

　護衛兵がそれを剣で受け止めた瞬間、

「ぐわっ!?」

　彼は苦痛の声をあげて、ビクッと身体からだを痙けい攣れんさせた。

　すかさず、護衛兵の首元に騎士剣を差し込んだアリエスは、

「ビリッとはしますが、死にはしませんので、ご安心を」

　騎士剣の腹を、護衛兵の顎に触ふれさせる。

「ぎゃふん！」

　刀身がバチッと音をたてて放電し、護衛兵はのけぞって倒れた。

　アリエスは騎士剣を鞘に収めると、

「……ぎゃふんと言ってもらえて、何だかちょっと、スッキリしました」

　気持ち良さそうに微び笑しようを浮かべた。

　──騎士剣には、犯罪抑よく止しのため、魔ま法ほうを一つ付ふ与よする事が認められている。

　アリエスの〝震電〟は、魔力を電気に変えて刀身に纏まとわせる魔法だ。騎士剣自体が魔導具であり、特許魔法である。

　金属の剣同士で打ち合えば、痺しびれる程度の電撃が相手に走り、その身体の硬こう直ちよくは、大きな隙を生む。また、刀身を身体に当てれば、相手は気絶する。

　女性であるがゆえの非力さを、彼女は持ち前の剣技と魔法で補っているのだった。

「クソッ！　使えん奴らだ」

　自分のサーベルを拾おうとしたペルデペル侯こう爵しやくだったが、何かに足をとられて体勢を崩くずした。両足にはお世辞にも可愛かわいいとは言えない造作のぬいぐるみが二体、まとわりついている。

　リゼットが魔導具修理店の段差に腰こし掛かけて、タクトを振っていた。

「……なんだこれは」

　侯爵は摑つかもうとしたが、ぬいぐるみたちはスルスルとその手をかいくぐって逃にげ出した。

「飛行中は危険ですー。しっかりと箒ほうきの柄をお持ち下さいなー」

　不意に、侯爵の胸むな元もとにあるマントの留め具に、箒の柄が差し込まれた。

「……貴様ッ、何をする！」

　正面から箒を差し込んだステラは頭頂部の白い獣けもの耳みみをピコピコと動かして、

「〝飛ぶのだー！　無限の彼方かなたに〟！　ではよい旅をー」

　歌うように呪文らしからぬ呪文を唱える。

　ペルデペル侯爵の体が、箒ごと空へと高く急きゆう上じよう昇しようしていく。

「うおおおぉぉぉ！」

　被かぶっていた羽根付き帽ぼう子しがヒラリヒラリと、地面に落ちた。

　ステラは手で庇ひさしを作って空を見上げる。

「あやー、今日は絶好の空中お散歩日和びよりですねー」

　箒は青空高く上昇し──そして、急下降。

　豆まめ粒つぶほどの大きさになっていた侯爵が、再び、姿を現していく。

「……ぃひぃぃぃぃぃ！」

　落ちてきた箒は地面すれすれで、ピタリと止まる。

　箒は必死にしがみついている侯爵を引きずり落として、ステラの手に戻もどった。

「おおおぉおぉおお……！」

　ペルデペル侯爵はガクガクと震えながら、小さく身体を縮こまらせて嗚お咽えつしていた。

　普ふ通つうはあんなに高い所からの落下を経験する事はない。

　さぞかし怖こわかった事だろう。

　ノエルは想像しただけで、身の竦すくむ思いがした。

「死ぬのは怖かった？　〝人ひと斬きりペルデペル〟」

　杖を片手にトコトコと、エスティカが侯爵に近寄っていく。

「貴方あなたに斬りかかられる人たちの気持ちが、少しは理解出来たかしら」

　もう片方の手には、侯爵の落としたサーベルを手にしていた。

「ねぇ、貴方は〝誓約のアンリミテツド魔術師・ウイザーズ〟という言葉を聞いた事がある？」

　そして、立ち止まると、杖を地面に突き立てた。

　その言葉が聞こえているのかも怪あやしく、侯爵は顔を抱かかえて嗚咽するままだ。

「顔をあげなさいな。ペルデペル侯爵。貴方はその目で確かめなくてはならない」

　侯爵はおずおずと、涙なみだに濡れた顔を上げる。

　エスティカは口元に薄うすく笑みを浮かべて、クククと笑う。

　それは、まるで悪い魔女のようで、彼女にはひどく似つかわしい笑い方に思えた。

「〝誓約の魔術師〟とは、国王に絶対の忠誠を誓ちかう代わりに、あらゆる魔法の使用を許可された魔術師の事を言うの」

　侯爵の目の前にサーベルを放ほうり投げると、彼女は首に下げていた長い鎖くさりの黒い懐かい中ちゆう時計を取り出した。

　その懐中時計には、蛇へびが自分の尻尾しつぽに食らいついている円状の紋もん章しようが刻まれている。

「これがその〝誓約の魔術師〟である証あかし。蛇が尻尾を嚙かんでいるのは、己おのれに課した〝制約〟を意味しているわ。〝制約〟を守る事を〝誓約〟し、〝禁じられた魔法〟を使ってでも、この国で起きた魔法事件を解決する」

　エスティカは鎖を持って、懐中時計を振ふり子のように揺ゆらした。

「それが私たち、〝誓約の魔術師〟」

　ペルデペル侯爵は、まだ震えの止まらない身体でエスティカを見上げる。

「さあ、剣を拾いなさい。ペルデペル・ペロー。侯爵である貴方には、平民とは比べ物にならない程ほどの自由が保証されている。貴方は、自分の思い通りに剣を振るう事が出来る。それで私を殺そうとしてもいいし、花屋の娘サラや、魔導具修理店の店主を、その手にかける事だって出来るわ。大たい抵ていの事は、貴方の権力で何とかなるでしょう。でも──」
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　エスティカは嘲あざけるような冷たい瞳ひとみで、

「私は誰だれよりも自由に、ありとあらゆる魔法が使えるのよ」

　そして、まるで死し刑けいを宣告するような冷たい声で、




「次に、目め障ざわりに思ったら、魔法で貴方を邸やしきごと消し炭に変えてあげる」




　さも可笑おかしそうに笑う。

「〝魔術師の耳はこの国の全すべての声を聴きき、魔術師の腕うではこの国の全てに届く〟。その時、貴方に明日は来ない。これからは、私の機き嫌げんを損そこねないよう、叱しかられた子供のように大人しく、静かにしてなさいな」

　──それは、本物の魔女のような嘲ちよう笑しようだった。

　ペルデペル侯爵は大地に額をこすりつけて項うな垂だれる。

　それはまるで土下座しているようで、誰の目にも観念した様子が見て取れた。

　やがて、侯爵は落ちたサーベルには目もくれずに立ち上がると、

「……事故だ」

　蚊かの鳴くような声で呟いた。

　そして、エスティカに背を向けると、おぼつかない足取りで、よろよろと歩き始める。

　その姿は、一気に老ふけこんでしまった老人のようで、当初の傲ごう慢まんな態度は微み塵じんも感じられなかった。

　ノエルの傍かたわらにやってきたアリエスが、

「〝尾ウをロ飲ボむロ蛇ス〟の紋章は、〝ありとあらゆる魔法の使用許可〟です。〝誓約の魔術師〟と言えば、その存在は秘ひ匿とくされ公おおやけにされてはいませんが、国の一大事には必ず姿を現して問題を解決してきたという国王直属の魔術師集団。王都防衛騎士団に横よこ槍やりをいれたのも彼女たちで間ま違ちがいないでしょう。それに……エスティカ・ルルイエ。思い出しました」

　真しん剣けんな表情で続ける。

「様々な魔法に通じている事から〝歩ウオくーキン魔グ・グ術リモワ書ール〟と呼ばれている偉い大だいな魔術師で、特許魔法の多くが彼女の作と言われています。その魔導具はルルイエ・クラフトと呼ばれる最高級品であり、この私の騎士剣もルルイエ・クラフトの一つです。稀き代たいの天才魔術師ですよ」

　大きくため息を吐ついたアリエスは、信じられないものを見るように、

「絶対に、お婆ばあちゃんだと思っていました」

「失礼ね。貴方よりも若いわ」

　耳ざとく聞きつけたエスティカが、こちらへやってくる。

「ねぇ、ノエル・アースキン。どうだった？」

　彼女は闇やみ色の瞳を煌きらめかせて、

「私の、悪い魔ま女じよの演技。ちゃんと出来ていたかしら」

　幼い少女のように口元に手を当て、いたずらっぽくクククと笑った。




　──演技じゃねぇだろ。
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　クロスロード東の、カフェテラス。

　木こ漏もれ日の落ちるテーブルには、ノエル、エスティカ、リゼット、ステラの姿がある。

　アリエスは事後処理のため別行動をしており、ここにはいなかった。

「……魔導具修理店にあの魔導具を持ち込んだのは、ステラだったのか？」

　驚おどろくノエルの言葉に反応して、ステラの頭の獣耳がピコピコと動く。

「はいな。私が作った〝掃除スイープ〟の魔法なのです」

　テーブルの上にはその魔法のハタキがある。

　エスティカは紅茶を飲みながら、

「変な呪じゆ文もんが設定されているのがステラの魔導具の特とく徴ちようよ。聞いてすぐに分かったわ」

　ステラは不思議そうに首を傾かしげて、

「おやぁ？　聞き捨てなりませんなぁ。〝お掃除大好き、ポポイのポイ〟は可愛かわいい呪文ですのにー」

　しかし、一同は黙もくして答えた。

　エスティカは小さくため息を吐くと、

「こう見えて、ステラは一流の魔術師よ。たとえ〝掃除〟の魔法でも、魔術式を組めば、自然と普通以上の威い力りよくを持ってしまう。だから、きちんと制限をかけて、威力が出ないようにしていたみたいだけれど、あの店主には、それが分からなかったみたいね。普通の魔導具には制限なんてかけないから」

「えへへ、褒ほめらりたー」

　ステラは獣耳をピコピコ動かしてモジモジしている。

「でも、なぜそんな魔導具を売りに？」

「急いでお金が必要だったからよ」

　エスティカは憂ゆう鬱うつそうに、

「スフレパンケーキを食べに来たのはいいけれど、お金を持ってくるのを忘れたの。私とした事が、うっかりしていたわ。でも、まさかステラが、魔導具を売ってお金にしていたとは、思ってもみなかった」

　ステラは頭の耳をシュンと伏ふせて、

「あのパンケーキ、実は数に限りがありましてー、お金を取りに行っている間に、売れてしまいそうだったのです。そしたら、向かいにあるお店の看板に、魔導具買い取りって書いてありましてー。私、いつでもお掃除できるように、魔法のハタキを持っていたので、これを売ったらパンケーキ、食べられるかなーって思って、つい、やっちまいました……使えないように魔術式は壊こわしたんですけどー、あの店主さんが上手に直しちゃって」

　ノエルは思わず眉まゆ根ねを寄せた。

　つまり──。

「限定のパンケーキを食べる為ために魔導具を売った事で、今回の事件が起きたという事か？」

　エスティカはコクリと頷うなずいて、

「あのパンケーキには、それだけの魅み力りよくと価値がある」

「そうじゃないだろ。相手は侯こう爵しやくだぞ……一歩間違えたら、どんな事になっていたか」

「そこは反省しなければならないわね」

　反省の色が窺うかがえない悪い笑えみを浮うかべた。

　リゼットは我関せずといった顔で、黙々とデザートをスプーンで掬すくって食べている。

　だが、あの事件は、あくまで不幸な偶ぐう然ぜんが重なって起きた事故である。

　エスティカたちが故意に引き起こしたのではなく、魔導具の売買が禁止されているわけでもない。彼女たちは法に触ふれるような事は何もしていないのだ。

　けれども、その責任をとって、エスティカが事件を解決したみたいなもので、あまり彼女たちを責める事は出来なかった。

　むしろ、ノエルは協力を得られた事を感謝すべきだろう。

「無事に解決出来たのは、君たちのお陰かげだと思う。協力感謝する」

　ノエルだけでは、きっと、真実に辿たどり着く事はおろか、解決も出来なかったに違ちがいない。

「乗りかかった船だもの。興味もあったし」

　エスティカは照れ臭くさそうに紅茶を飲み干すと、

「さて。私たちはもう行くわ」

　そう切り出した。

「でも、ノエル・アースキン。貴方あなたのような騎士が担当していなければ、きっと、今回の事件は解決しなかったと思うわ」

　エスティカは立ち上がって、ノエルに右手を差し出す。

「貴方が貴方らしい騎士でいる限り、いつかどこかでまた会う日が来るでしょう。私たちの協力が必用な時は、どこででもいいから、声に出して呼んで。この城下町でなら、リゼットに声が届くわ」

　頰ほおにデザートのムースをつけたリゼットは「うい」と片手を上げた。

　ノエルも立って、エスティカの握あく手しゆに応じる。

「ああ。よろしく頼たのむ。実は、俺は魔法が──」




　──二人の手が触れ合った瞬しゆん間かん。




　エスティカの右みぎ腕うでにある黒い紋もん様ようが、ドクンと蠢うごめいた。




　まるで、魔導具の魔術式を展開した時のように。

　スルリ、スルリと、無数の黒い蛇が這はい出るみたいに。

　一つ、一つと黒い紋様が腕から解けていく。

　それらは頭上で合わさり、複雑怪かい奇きな魔ま法ほう陣じんとなって展開、浮ふ遊ゆうし始める。

「な、なんだ、これは……」

　思わずノエルは手を引っ込めた。

「──駄だ目め」

　今までにない焦あせりの声を上げ、エスティカは空中の魔法陣に手を伸のばす。

　魔法陣は激しく膨ぼう張ちようと縮小を繰くり返し、今にも爆ばく発はつしそうに見えた。

　エスティカは左手で杖つえを持ち、それを右腕に押し当てると、瞳ひとみを閉じて呪文を詠えい唱しようし始める。玉のような汗あせを額に浮かべ、彼女は一心不乱に呪文を詠唱し続けた。

　何が起きているのかわからないノエルは、ただ呆ぼう然ぜんとそれを見守る事しか出来ない。

　リゼットもステラも同様で、驚いた表情のまま、身動き一つとらなかった。




　やがて、魔法陣はエスティカの右腕へと戻もどり、また、黒い紋様と化した。




　肩かたで息をするエスティカの顔面は蒼そう白はくで、

「ノエル・アースキン、貴方は──」




「……そこまでだ。エスティカ・ルルイエ」

　その時、ノエルの背後から男の声がした。

　振ふり返ると、そこには、

「おまえには国家反逆罪の嫌けん疑ぎがかけられている」

　純白の甲かつ冑ちゆうに、目の覚めるような蒼あおいマント。緩ゆるやかに癖くせのある髪かみを後ろに流し、鋼はがねの意志を感じさせる、鋭するどい目つきをした騎士がいた。

「……兄さん」

　ノエルの漏もらした言葉に、

「捕とらえろ」

　眉まゆの一つも動かす事なく、彼は引き連れてきた配下の兵士たちに命じた。




　彼の名はセリオン・アースキン。

　国王親衛隊の騎士長であり、ノエルの実じつ兄けいである。
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　アニタの呼ぶ声で、ノエルは目覚めた。

　昨日起きた事件の報告書を作成して、寝ね付ついたのが夜よ更ふけ過ぎ。カーテンの隙すき間まから光は射さしておらず、まだ陽ひも昇のぼっていない頃ころ合あいだろう。

「……今、行きます！」

　暖かな寝ね床どこにまだ居たいという欲求を抑おさえこんで、無理やり上半身を起こすと、椅い子すに掛かけていた上着に袖そでを通した。

　うつ伏ぶせに寝ていたせいで、髪の毛がひどく跳はねているのが鏡を見なくても分かる。

　しかし、直している場合ではないだろうと、そのまま部屋から出た。

　階下から、寝間着の上にストールを羽織ったアニタがこちらを見上げていた。

「ノエル、お客さんが来てるわ」

　彼女も眠ねむたげで、手に持ったランプの灯あかりがゆらゆらと揺ゆれていた。

　階段を降りると部屋の中には二人の来客が居た。

「急用だそうです、ノエル騎き士し」

　一人はアリエス。

　彼女は珍めずらしく、騎士の格好をしていない。襟えり付きのブラウスにスカート、腰こしのベルトには騎士剣けんこそ差していたが、マントや鎧よろいを身につけていなかった。

　そして、その隣となりには、フード付きのマントで顔を覆おおい隠かくした人物。

「……おはよう。髪かみ形がたの、変な騎士」

　その人物がフードを取ると、そこからリゼット・オセロの顔が現れた。

　ランプの灯りのせいか、顔に色いろ濃こく陰いん影えいが付き、ひどく憔しよう悴すいしているように見える。

「あれから、大だい丈じよう夫ぶだったのか？」

　そう問いかけたノエルに、

「ここまで来るの。大変だった」

　リゼットは小さく頭を振り、肯こう定ていとも否定ともつかないような態度で応こたえた。

　昨日、問答無用に、国王親衛隊の兵士に連れ去られてしまってから、エスティカたちの消息が全く摑つかめなかったのである。色々と手をつくして探さぐってはみたものの、国王親衛隊のガードは固く、何の情報も得られないままだった。

　気がかりではあったが、ノエル自身、彼女たちの事を詳くわしく知っているわけではない。

　強ごう引いんに介かい入にゆうして、事を荒あら立だてるのも、得策とは思えなかった。

　実の兄、セリオンならば、彼女たちの身に理り不ふ尽じんな危害を加える事もないだろうと、とりあえずは様子見しようと判断したのだが──。

「現在、城下では、国王親衛隊の兵士たちが、彼女を捜さがしています」

　いつになく真剣な表情で、アリエスは話し始める。

「どうやら、リゼット嬢じようは、国王親衛隊の監視下から逃にげ出し、何らかの手段で私の所在を摑んだようですね。私の所に来て、ノエル騎士のところまで連れて行けと」

　そして、小さくため息をついた。

「本来ならば、捕らえて国王親衛隊に引き渡わたすべきなんでしょうが、ノエル騎士なら連れてきて欲しいだろうと思いまして」

「良い判断だ、アリエス」

「ただの点数稼かせぎですので、お気になさらず」

　そうは言っても、国王親衛隊に追われる少女を匿かくまう事は、彼女にとって何のプラスにもならない。おそらく、事件解決に協力したエスティカたちへの配はい慮りよだろうと思われた。彼女なりに、感謝の念を覚えているのだろう。

「それでリゼット。どういうことか説明してくれないか？」

　上目遣づかいにノエルを見たリゼットは、

「話がある。エスティから」

　抱かかえていた〝凶きよう暴ぼうウサギ〟のぬいぐるみを、カウンターの上に置くと、

「〝交信コネクト〟エスティカ・ルルイエ」

　呪じゆ文もんを唱えた。




『……あら、繫つながった？』

〝凶暴ウサギ〟がモソモソと動き始めて、

『という事は、無事にたどり着いたのね。良かった。よく頑がん張ばったわね、リゼット。心配してたの。さて、ノエル・アースキンはそこにいる？』

　アニタは、急に喋しやべり始めたぬいぐるみを見て「あら、可愛かわいい」と呟つぶやいた。

「ああ、ここにいるよ」

『そう。こんな時間に申し訳ないのだけれど、私の話を聞いてもらえないかしら』

「この状じよう況きようで、聞かないとは言いづらいな」

　ぬいぐるみの向こうで、クククと笑っている気配がした。

『それもそうね。では、早さつ速そくだけど、この国の王子の首に、爆ばく弾だんが仕し掛かけられたの。私たちは今、その嫌疑をかけられて牢ろうに入ってる』

「……ちょっと待て、今、なんて？　何が仕掛けられたって？」

『ばくだん。正しくは、時限式〝広範エクス囲プロ爆ージ発ヨン〟の魔ま導どう具ぐ。魔法が発動すると、装着者の魔力を爆発に変えて、周囲数十メートルのあらゆるものを木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛ばす、とても面おも白しろい魔法よ』

　──全然、面白くない。

「それが、王子の首に？」

『そう、王子の首に』

「今度は侯こう爵しやくじゃなくて、王子の頭が吹っ飛ぶのか？」

　何かの冗じよう談だんであると思いたい。

『いいえ、そんな事にはならないわ』

　──思い違ちがいで、本当に良かった。

『身体からだ全部弾はじけ飛んで、無数の肉にく片へんになるわ。誰だれも王子だとは分からないくらいに』

　──もっと酷ひどかった。

「とんでもないな。そんな危険な魔法があるのか？」

『もちろん、存在するわ。だって、私が作ったんだもの』

「──君が作った？」

　思わず耳を疑う。

『ええ、そうよ。私が昔に作ったの。元々は硬かたい岩を砕くだく為ための魔法だった。でも、そこから、改良が加えられているみたい。私の作った魔導具は、時限式ではなかったから。誰かが意図的に作り替かえたのね』

「君の魔導具を改良した誰かが、王子の暗殺を企たくらんでいると？」

『ただの暗殺じゃない。わざわざタイムリミットを設定しているから、何か他に目的があるのよ。このままだと、そのうち魔法が発動して、王子がこの世界から跡あと形かたもなく消える事になる』

「外せないのか？　その首の爆弾」

『外せるものなら外しているでしょうよ。そうしないって事は、たぶん、外そうとしたら魔法が発動する仕組みになっているんじゃないかしら』

　──誰が、何の為に？

　この平和な治世の中、王子の暗殺を企くわだてるような者がいるとは思ってもみなかった。

　少しの沈ちん黙もくがあって、

『ねえ、ノエル・アースキン。貴方あなた、魔法が使えないでしょ』

　唐とう突とつに、エスティカがそう切り出してきた。

「ああ、俺は魔法が使えない」

　昔からそうだった。

　魔導具の使い方が下手なのか、体内に魔力そのものが無いのか、原因は分からない。

　ノエルは今まで一度も魔法を使った事がなかった。

　どう魔法を使えばいいのか、全くイメージが出来ないのだ。

「……ノエル騎士、魔法が使えないんですか？」

　驚おどろいた様子でアリエスが聞き返す。

　魔法が使えないと聞いたら、ノエルでも驚くと思う。

　自分以外にそんな人間に出会ったことがないからだ。

「そうだよ。だから、昼間、魔導具を君に使ってもらっただろ」

「あれは、私を辱はずかしめる事で、変態特有の愉ゆ悦えつを覚えているのかと思っていました」

「まあ、ノエルったら」

「違います、アニタさん」

　そんなやりとりを聞いた〝凶暴ウサギ〟が肩かたを震ふるわせている。

『やはり魔法が使えないのね。それなら、私と貴方で、王子に仕掛けられた魔導具の解除が出来るかもしれない』

「どういう事だ？　何の関係が？」

『説明している暇ひまはなさそう。それで、貴方は協力してくれるのかしら？』

　ノエルがアリエスに視線をやると、

「ええ、勿もち論ろんです」

　彼女は頼たのもしく、しっかりと頷うなずいた。

　──アリエスが味方をしてくれるとは思っていなかった。実に助かる。

「私は何も聞かなかった事にして、家に帰って寝ます」

「……アリエス」

「どうしてノエル騎士は、こう厄やつ介かい事ばかり引き寄せるんですか。貴方が王都防衛騎士団に来るまでは、リンゴ泥どろ棒ぼうを捕つかまえるとか、もっと地味で楽な事件ばかりでしたよ。ああ、懐なつかしいなぁ。もう」

　彼女は関かかわりたくないようだ。

「でも、アリエス──」

「エスティカ嬢がノエル騎士を利用して、己おのれの保身をはかろうとしている可能性だってあるんです。国王親衛隊が動いているなら、彼らに任せていればいいじゃないですか。そんなにホイホイ何にでも頭を突つっ込んでいたら、自分の立場を危あやうくするばかりですよ」

　どうあっても、彼女は関わりたくないようだ。

「しかし、王子と言えば、次期国王候補の筆頭だぞ。そんな人物の命を救ったなら、すぐにでも騎士として取り立てられておかしくない功績だと俺は思うが──」

「やりましょう。この国の一大事とあらば、このアリエス・クルール、騎士として身を尽つくす所存です」

　ここ一ヶ月で、アリエスの扱あつかい方は心得ている。

　ノエルは再び〝凶暴ウサギ〟に向かって、

「聞いたとおりだ。エスティカ。俺たちは協力する。何をすればいい？」

『そうね。必要なのは、オージノマクラ──』

　そこで言葉が途と切ぎれた。

　同時に、リゼットがふらついて倒たおれそうになり、その身体をアリエスが支える。

「リゼット嬢、大丈夫ですか？」

　しかし、リゼットは何も答えずに、アリエスにもたれかかっている。

　どうやら気を失ってしまったようだ。

「あらあら」

　アニタが駆かけ寄って、彼女の具合を見た。

「……大だい丈じよう夫ぶ。魔法の使いすぎみたい。しばらく安静にしていたら良くなると思うわ。私のベッドに寝ねかせましょう。ノエル、運んであげて」

　ノエルは頷くと、ぐったりとしたリゼットを抱え上げて、アニタの部屋まで運んだ。

　そして、戻もどってくると、

「リゼットはこのまま休ませよう。しかし、彼女の魔法が使えないとなると困ったな。エスティカはオージノマクラが必要と言っていたのか？　さっぱり意味がわからない」

　アリエスも困った顔で頷いた。

「〝王子の枕まくら〟でしょうか？　でも、そんなものを手に入れる必要があるとは思えませんね」

　ノエルは口元に手をやって、

「……エスティカがいるのは、おそらく国王親衛隊の詰つめ所、地下の牢ろう獄ごくだろうな。こうなったら、仕方がない」

「ノエル騎き士し、まさか──」

「脱だつ獄ごくさせよう」

　アリエスは息を吞のむ。

「冗談でもやめてください。無茶ですよ。脱獄なんて。王都防衛騎士団の騎士が、国王親衛隊と争うつもりですか？　ノエル騎士個人の問題では済みませんよ」

「大丈夫。俺は国王親衛隊出身だ。場所には詳くわしい」

「だからこそ、顔が割れているとも言えます。このような時間ですが、当然、詰め所には警備の兵士たちがいますし、こっそり忍しのびこむ事なんて不可能ですよ」

　そこへ、アニタがパタパタと足音をたててやってくる。

「それなら、いいものがあるわ」

　話が聞こえていたのか、戸と棚だなを開けて中から何かを取り出した。

「マントが無いって言っていたから、買っておいたの。〝薔ピン薇クロのーズ騎・ナ士イト〟が嫌いやなら──」

　それは黒いマントと鍔つば広ひろの帽ぼう子し、そして、目元を隠かくせる覆ふく面めんだった。

「〝漆黒のマスクド・覆面騎士ダークナイト〟っていうのはどうかと思って」

　アニタは少し恥はずかしそうに顔を赤らめた。

「今考えるとちょっと挑ちよう戦せん的過ぎたかも」

「ないです。このセンスはないですよ。アニタ・ロラン。〝薔薇の騎士〟と大差ないです。なんですか、〝漆黒の覆面騎士〟って、逆に目立ちますよ」

　アリエスが否定する傍かたわら、それを受け取ったノエルは、

「これなら、いける」

　そう断言した。

「……なぜ、そう思った？」

　アリエスはこめかみに指を当てると、これが限界というくらい眉み間けんに皺しわを寄せた。




　　　　２




　国王親衛隊の詰め所は、王城に隣りん接せつしている。

　つまり、そこへの侵しん入にゆうは、王城への侵入に他ならない。

　広々としたホールになった詰め所には、夜通し城内を警備する兵士や、有事に備える兵士たちが常時詰めており、夜明け前という時間帯でも人の姿が多くあった。

　いつもは、腹はら拵ごしらえをする者や、チェスなどの遊ゆう戯ぎで時間を潰つぶす者、談だん笑しようする者などがいて、安あん穏のんとした雰ふん囲い気きなのだが、今日ばかりは違っていた。

　誰もが言葉を慎つつしみ、兜かぶとを脱ぬぐことさえせず、神しん妙みような面おも持もちで待機している。

　なにせ、彼らはつい昨日、何者かの王城への侵入を許し、あまつさえ、王子に危害を加えられる事を防げなかったという大失態を犯おかした所だったからである。

　それによって起きた由々しき事態は現在も継けい続ぞく中であり、国王親衛隊の騎士長、セリオン・アースキンの命令によって、厳重な警備態勢が敷しかれている最中だったのである。

　そのようなネズミ一いつ匹ぴき通さぬ警けい戒かいの中、詰め所の地下にある牢獄に捕とらえられた、事件に関わる重要参考人を脱獄させる事なんて不可能に思えたが──。

「怪あやしい奴やつがいるぞ！　黒いマントの奴だ！」

　外からの声に、兵士たちは皆みな一様にハッと顔を上げた。

「総出で捕まえろ！　王城への侵入を絶対に許すな！」

　その声に応じて、兵士たちは素す早ばやく槍やりを手に取り、我先にと詰め所を出る。誰だれもが待っていたとばかりに、意気軒けん昂こうとした顔つきだった。

　そんな彼らと入れ替わりに詰め所の中へと、入ってきた人物がいる。

　その人物こそ、先ほど不ふ審しん者がいると声を上げた者であり、今まさに詰め所内部に入り込んだ侵入者だったのだが、兵士の誰一人としてそれに気づくものはいなかった。

　むしろ、そんな侵入者に対して兵士たちは敬礼さえして快く通した。

　なぜなら、兵士たちにとってその侵入者は決して〝怪しい奴〟などではなく、つい先日まで国王親衛隊の騎士であり、詰め所にもよく顔を出していた顔馴な染じみだったからである。

　兵士たちは実直であり、よく訓練されていた。失態を繰くり返すわけにはいかず、二度と〝怪しい奴〟を取り逃にがすまいと士気は高かった。

　それが却かえって仇あだとなったのだった。

　侵入者──ノエル・アースキンは堂々と正面から詰め所への侵入を果たした。

　彼はもぬけの殻からとなった詰め所を見回しながら、地下の牢獄へと向かう。

　拍ひよう子し抜ぬけするほど上手うまくいってしまった。

　唯ゆい一いつ、兵士たちの士気の高さから、陽動の〝漆黒の覆面騎士〟が捕まってしまう事が気がかりだったが、きっと上手くやるだろう。

　──覆面の裏で、相変わらずの渋い顔をしているかもしれないが。

　やがて、階段を降りた所で、

「おや、ノエル騎士、こんな時間にどうしたんです？　何やら騒さわがしいですが」

　牢屋番の兵士が、ノエルの姿を見み咎とがめた。

「ああ、オルソンか」

　椅い子すから立ち上がった牢屋番は、ノエルの顔見知りだった。この詰め所でよくチェスをした仲である。愛あい嬌きようのある小太りな壮そう年ねんの男で、なかなか頭の切れるベテラン兵士だ。

「すまない、オルソン。不運だと思ってくれ」

　すぐさま、ノエルは腰こしの剣けんを引き抜ぬく。

「ちょ、ちょっと、待った！　冗じよう談だんはやめてくださいよ！　私とノエル騎士の仲じゃないですか！　話せば分かります！　話せば！　いきなり、殺すなんて、そんな。私には器量の悪い妻と、捻ひねくれた子供が二人もいるんです！　私が死んだら、誰が引き取ってくれると言うんですか！　そんな奇き特とくな人いませんよ！　可か哀わい相そうだと思わないんですか！」

「……落ち着けよ。しばらく大人しくして欲しいだけだ」

　ノエルは空いた手で、懐ふところから細いロープを取り出す。

「あ、そうなんですか？　良かった。びっくりさせないでください。言ってもらえれば、大人しくしてますって、はい、どうぞ」

　オルソンは縛しばりやすいように、自ら手を後ろに回して背を向けた。

「牢屋番がそんなことでいいのか？　従順過ぎやしないか？」

「まぁ、死にたかねぇんで。それに、ノエル騎士には色々と良くしてもらってますしね。悪い人じゃないって分かってますから。それに、こうする事によってですね、共犯じゃないですよと。抵てい抗こうしたけれど、突とつ然ぜん襲おそわれて無理やり縛られちまったんですよと、言い訳が立ちますから」

「相変わらず、したたかだな」

　ノエルは剣を収めると、ロープでオルソンの手首をきつく縛った。

「イテテッ！　それで、こんな所に何の用なんです？」

「囚とらわれている者を脱獄させたい」

「もしかして、あのいかにも怪しい魔ま女じよですかい？」

〝いかにも怪しい魔女〟に該がい当とうする人物はそういないだろう。

「そうだ。彼女に用がある」

「ええ……あいつには国家反逆罪の疑いがかかってんですよ？　脱獄はマズいですって。せめて疑いが晴れるまで待てないんですか？」

「出来る事なら俺もそうしたい。だが、それほど猶ゆう予よがないんだ。鍵かぎはどこにある？」

「それが、あそこは〝魔法錠マジツク・ロツク〟がかかってんです」

　魔法錠とは、言葉が示す通り、魔法で強固にロックがかけられた錠じようの事をいう。物理的に破は壊かい不可能な鋼鉄製で、設定した任意の呪じゆ文もんを知る者でない限り、解錠は不可能だった。

「だもんで、あの牢は、鍵をかけたセリオン騎士長しか、開けることが出来ませんよ」

「それは困ったな」

　しかし、悩なやんでいる暇ひまはない。

「とにかく、彼女がいる場所まで案内してくれ」

「まぁ、いいですけど。魔法錠は、俺にはどうにも出来ませんからね」

　オルソンに前を歩かせる。

「ノエル騎士が異動になったって聞いて心配してたんですよ。他の相手じゃチェスも弱くてね。確かに、国王親衛隊は、肌はだに合ってない気がしましたが。久しぶりに会えたと思ったら、これだもんなあ。変わってないというか、変わっているというか……」

　暫しばらくぶつぶつと呟つぶやいていたオルソンが足を止めた。

「ここです。おーい、魔女、ノエル騎士がお呼びだぞ」

　鉄てつ格ごう子しの向こう。

　床ゆかの上に膝ひざを抱かかえて目を閉じていたエスティカ・ルルイエが顔を上げた。

「あら、ここに来たのね」

　彼女は立ち上がって、長い黒くろ髪かみを手で梳すいた。

「……連れん絡らくが途と切ぎれてしまって、どうしようかと考えていたの」

　格子戸の窓から、仄ほのかな月明かりが差し込み、エスティカの頰ほおを青白く照らしている。

　それが彼女の魔ま性しようをより際きわ立だたせ、いつもに増して妖あやしい雰囲気を漂ただよわせていた。

「オージノマクラは、もう手に入れた？」

「それが何なのかわからないから、ここに来たんだ」

「分からない？　普ふ段だん使わないの？」

　エスティカは驚おどろいた様子で、顔の横に両手を揃そろえると、

「寝ねる時に、頭の下に置いて、スーヤスヤ」

「……王子の枕まくら？」

「ええ、王子の枕よ。必要なの」

　ノエルは肩かたを落とした。

「王子の枕か」

「ずっと、そう言ってるわ。頭の下に置いて、スーヤスヤ」

「枕なのはもうわかった。まだ手に入れてない」

「なら、今から取りに行きましょう。ここから出して頂ちよう戴だい」

「それは無理だ。魔法錠がかかっていて開けられない」

　鉄格子の扉とびらには、スライド式の錠前が付いている。鍵穴が見当たらず、オルソンの言った通り、呪文で開ける魔法錠に間ま違ちがいなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ。開けられるわ」

　エスティカはクスリと笑った。

「君が魔法でも使って開けるのか？」

「いいえ。私も貴方あなたと同じ。魔法は使えない」

　彼女は右みぎ腕うでの袖そでを捲まくりながら、こちらに近づいてきた。

　──ペルデペル侯こう爵しやくには、どんな魔法でも使えるような事を言っていたが。

「魔ま封ふう紋もん。昼間に見たでしょう？」

　右腕、肘ひじの少し上の辺りまで、黒い紋様が刻まれている。

「私はこれによって、魔法を封じられている。もし、この封印を解いたり、この状態で魔法を使ったりすれば、命を失う事になるわ。〝魔法の封印〟それが私の制約なの」

　稀き代たいの天才魔術師と謳うたわれる少女、エスティカ・ルルイエ。

　──一体、彼女の過去に何があったのだろう？

　数多あまたの魔導具を生み出してきた彼女が、なぜ、魔法を封じられなければならなかったのか。そこには込み入った事情がありそうで、安易にそれを聞く事が躊躇ためらわれた。

「ノエル騎き士しは知らないんですか？」

　オルソンが会話に割って入る。

「百年にわたって、世界を三度滅ほろぼそうとした魔女の話──エスティカ・ルルイエという凶きよう悪あくな魔女の話を。赤毛の隻せき腕わん騎士との戦いなんて、今でも酒場じゃ人気の語り草ですよ」

　──百年？

「それは私じゃない」

　即そく座ざに否定する彼女の言葉を、オルソンは聞く耳も持たずに、

「こんな魔女にたぶらかされちゃ駄だ目めですよ。また、世界を滅ぼそうと企たくらんでいるに違いないんです。気をしっかり持って下さい、ノエル騎士。あんたは今、とんでもない犯罪の片棒を担かつがされそうになっているんだ。この魔女を脱だつ獄ごくさせたなんて日にゃぁ、いいように利用されて、最後は断頭台の上で頭と身体からだがオサラバですぜ」

「……確かに、オルソンの言う通りかもしれない」

　客観的に見れば、利用されているだけに見えるのだろう。

　それはノエルもよく分かっている。

「でも、今、何が起きているのか、何が起ころうとしているのか。俺は自分の目で見て、判断したいんだ。もし、エスティカがお前の言う通りの人物なら、俺は彼女の企みを阻そ止しする。だが、それには、事件の渦か中ちゆうにいる彼女の傍そばに居なくちゃならない。今、俺に出来る事は、彼女をここから逃のがして、その行動を最後まで見届ける事だけなんだ」

　オルソンは目を細めて、

「……なんだか、ノエル騎士は、あの赤毛の騎士を彷ほう彿ふつとさせますねぇ。あの人も変な騎士だったなぁ」

　しみじみとした表情で、ノエルを見つめた。

「……話はもういいかしら？」

　エスティカは、どこか嬉うれしそうに薄うすく微び笑しようして、

「ノエル・アースキン、開ける気があるのなら、早く魔法錠を両手で持って頂戴」

「俺が開けるのか？」

「大丈夫、私を信じて。その魔法錠について、私はとても詳くわしいわ。呪文なしでも、ちょっとしたコツさえ摑つかめば開けられるの」

「もしかして、これも君が作ったのか？」

「……ええ、そうよ。勿もち論ろん、そう。お風ふ呂ろに入っている時に作ろうと思ったのよ。ステラが一いつ緒しよに入りたがるから、鍵をかけようと思って、思いつきで適当に作ったわ。だから、とても簡単な構造なのよ」

　──製作者がそう言うのなら、開けられるかもしれない。

　ノエルは魔法錠に手を掛かける。

「無理ですって、呪文が無けりゃ、絶対に開きませんよ。そういうものなんだ、魔法錠ってのは。どんな魔術師にだって、開けられないのが売りなんだから、開けられるはずがないんだ」

　オルソンがボソボソと呟いた。

「ちょっと、そこの捨てられた子こ豚ぶたみたいな顔の兵士は黙だまってなさい。いい？　ノエル・アースキン、気持ち右手を捻るように、こう──」

　エスティカがジェスチャーで開け方を伝えてくる。

　すごくやる気のない適当な仕草に見えるのだが、本当に開くのだろうか。

「思い切り、潔いさぎよく、絶対に外れると思ってスライドさせてみて」

　カチャン。

「お、いけた」

　エスティカの言葉通り、魔法錠はいとも容易たやすく外れた。

「噓うそだぁ！　そんなわけがないですよ！」

　オルソンが驚きの声を上げる。

「……ほらね、コツがあるのよ」

　満足気にエスティカは近くに置いてあった、〝残ざん虐ぎやくグマ〟のぬいぐるみを抱だきかかえた。

「さて、行きましょうか。隣となりの牢ろうの魔法錠も開けてもらえるかしら？」

「隣の牢も？」

　覗のぞきこむと、そこには、まるで猫ねこのように丸まって眠ねむっているステラの姿があった。

　先さき程ほどからうるさくしていたが、彼女はずっと寝ていたらしい。

　ステラの牢の魔法錠も、ノエルが解錠する。

「意外と簡単に外せるもんなんだな。どうやら、コツを摑んだようだ」

「そんなもの無いけれど」

「……え？」

「魔法錠が簡単に解錠出来るはずがないでしょう？　それだと鍵として役に立たないわ。コツなんてない。私が作ったっていうのも噓」

「どういう事だ？」

「説明はあと。王城に乗り込むなら急がないと」

　──わけが分からない。

「さあ、これからが大変。王子の枕を手に入れて、それから──」

　内ない緒しよ話をするみたいに、エスティカは唇くちびるに人差し指を当てると、

「ついでに、王子を誘ゆう拐かいしましょう」

　牢から解き放った事を後こう悔かいさせられるほど、とても悪い顔をした。
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「おやあ、ノエルさんじゃないですか……ここはとても寝ね心地ごこち悪いですよ。床が硬くて冷たくて。他の場所を探した方がよいですよう。ふニャァ」

　まだ眠たげなステラを起こした後、オルソンをその代わりに牢に入れる。

　そして、没ぼつ収しゆうされていたエスティカの杖つえやステラの箒ほうきを取り返すと、ノエルたちは地下牢から出ることにした。

「ここを出る前に確かく認にんしておきたいんだが、どうして君は疑われているんだ？」

　階段の前でノエルは振ふり返って、エスティカに聞く。

　寝ぼけているのかステラがエスティカにくっついて、猫みたいにスリスリしていた。

「それは──王子に仕し掛かけられた魔導具にルルイエの銘めいが入っていたから。私、自分が作ったものには名前を入れることにしているの。自分の持ち物には名前を入れましょうって、魔術学校で習ったから」

　エスティカはステラに為なされるがままになりながら、

「あと、王子の部屋の窓が開いていたの。部屋の前では兵士が一晩中見張っていて、誰だれも入らなかったと言っている。だから、犯人は空を飛んでバルコニーの窓から部屋に侵しん入にゆうしたんじゃないかって。そこへ、王都を飛行している人物を見つけて、その後を追いかけたら、私がいた」

　──それなら、犯人だと疑われても仕方ないかもしれない。

「でも、普ふ通つうに考えて、自分の銘が入った魔導具なんて犯罪に使うかしら？　窓が開いていたのも、そこから侵入しましたと言わんばかり。空を飛ぶ魔導具は特許魔法として登録してあるから、それを辿たどれば、簡単にステラに行き着くし。これじゃ、自分たちが犯人だと言っているみたいなものよ」

　確かに、どこへ逃にげる事もなく、吞のん気きにパンケーキを食べたり、別の事件に関かかわったりして、のこのこと捕つかまるのも間ま抜ぬけだ。

「きっと、私たちの事を犯人に仕立てあげたい誰かがいるのね」

「恨うらみを抱いだかれるとか、心当たりは？」

「有り過ぎて参考にならない。いろんな魔法事件に関わってきたもの」

　ステラのエスティカへの纏まとわりつきがどんどん激しくなっていくので、

「……それ、大丈夫か？」

　心配になって聞いてみたが、

「大丈夫。たまに、動物的本能全開になるだけだから。すぐに収まる。誰しも野生を抑おさえられない時があるふぁ──」

　ステラはエスティカの頰ほおを後ろから引っ張って遊んでいる。

「大丈夫か？」

　エスティカはステラを押しのけて、持っていた杖をゴスッと彼女の頭に振り下ろした。

「ニャン！　はっ」

　どうやら、それで正気を取り戻もどしたらしい。

　頭に生えた獣けもの耳みみといい、よくよく分からない人物だ。

「……分かった。今は、君たちを信じる事にする」

　ここでずっと立ち話をするわけにも行かず、ノエルはそう腹をくくると、階段を上がり始めた。

　やがて、階段を上り切ると、

「おや、ノエル騎き士し。奇き遇ぐうですね」

　顔の上半分を覆ふく面めんで隠かくした、黒いマントの怪あやしい人物がこちらにやってきた所だった。

「その様子だと、エスティカ嬢じようもうまく牢から出せたようで」

「おい、どうして〝漆黒のマスクド・覆面騎士ダークナイト〟が、詰つめ所に来ているんだ？　ここに来たら陽動の意味がないだろ」

「変な異名で呼ばないで下さい。不本意です」

〝漆黒の覆面騎士〟こと、アリエスは不満そうに鼻息を漏もらした。

「私だってこんな所に、こんな変な格好で来たくなかったですよ」

　そうこうしている間に、

「よし、奴やつは追い詰めたぞ！」

　出入り口に、彼女を追いかけていた兵士たちが群がり始めた。

　その中の一人、兜かぶとに赤い羽はね飾かざりをつけた兵士長がノエルの姿を見み咎とがめて、

「ノエル騎士？　それは我々が捕とらえていた魔ま女じよでは？　一体、どういう事なんです！」

「おい、俺たちまで見つかってしまったぞ」

　ノエルは小声でアリエスに話しかける。

「いやはや、思ったより逃げ続けるのが大変で、追い詰められてしまいました。どうしたものかと、思案していたところです。しかし、お二人を連れ出せたという事は、後は逃げるだけですよね？　このまま正面から切り抜ぬけられないでしょうか」

　アリエスは腰こしに下げている騎士剣けんに手をかけた。

「ここで兵士を気絶させておけば、追手の数は減らせます」

「いや、このまま王城に侵入して、王子を誘拐する事になった」

　覆面越ごしでも、アリエスが動どう揺ようしたのが分かる。

「……聞いてませんよ、そんな話。私、今から手を引いても遅おそくないですよね？　向こうに寝ね返がえってもいいですよね？　私の心はどちらかと言えば、あちら側にすごく感情移入しているんです。どう考えても、正義は向こうにありますよね？　こっちは王子誘拐犯側ですよね？　私、こっちにいるのは、どう考えても損だと思うんです」

「その格好で無関係と言っても、今いま更さら、信じてもらえないだろう」

「ここから逃げられたら、ベッドに潜もぐり込んで何もかも忘れようと思ったのに」

「でも、切り抜けるのに、そのビリビリ魔法剣を使うんだろ？　だとしたら正体を明かしたも同然じゃないか。寝てなんかいられない」

「……すでに、何回か使いました」

「じゃあ、もうダメだ」

「貴方あなたの従騎士に任命された事が、そもそもの不運でした」

「ここまで来たら、一いち蓮れん托たく生しようさ。最後まで付き合ってくれよ」

「いきなりのプロポーズに戸と惑まどいを隠せません」

「そこまで深い意味に捉とらえなくていい」

　ノエルは後ろを振り返って、

「このまま正面突とつ破ぱで王城まで行く。君たちは俺の少し後をついてきてくれ」

「わかったわ。私たちの事は気にしないで」

　エスティカは不安に思う素そ振ぶりもなく頷うなずいた。

「よし、じゃあ、行くぞ。まずは兵士の数を減らす。だが、絶対に殺すなよ。俺が先せん陣じんきって相手の隙すきを作るから、アリエスは兵士の無力化を頼たのむ」

「ご命令とあらば」

　ノエルは腰の剣を抜くと、兵士たちに向かって、

「今は何の弁解もしない！　悪いが通らせてもらうぞ！」

　そう声をかけて、前へと進み始める。

　兵士たちは一いつ瞬しゆん、戸惑ったようだったが、

「ノエル騎士！　どんな理由が有るのか知りませんが、私たちは絶対に、その魔女と怪しい黒マントを逃のがすわけにはいかないんです。大人しく投降して下さい！」

　兵士長の言葉に、皆みな、顔を引き締しめて、槍やりを構え直した。

　当然、ノエルはそれを黙もく殺さつして、歩みを進める。

「仕方がない。取り押さえろ！」

　兵士長の号令に兵士たちが動き始めた。

　彼らの持っている槍は、先が二つに分かれた刺さす股またと呼ばれるものである。

　刃ははついておらず、主に相手を取り押さえたり、武器を絡からめて奪うばう為ための道具で、殺傷を目的としたものではない。だが、金具部分は重く作られており、長い柄えのついた鈍どん器きとしての効果は十分に発揮できる代しろ物ものだった。

　一人の兵士が、こちらの胴どうに目め掛がけてまっすぐに突つっ込んでくる。そのまま押し倒たおす形で、動きを止めようというのだろう。

　ノエルは相手の動きに合わせて踏ふみ込み、両手で握にぎった剣で下から槍を撥はね上げた。

　兵士の槍が上方向に逸それる。

　そのまま、槍を流されて体勢を崩くずした兵士の持ち手に剣の柄つか頭がしらを強く叩たたき込む。

　呻うめいて槍を落としそうになる兵士。

　ノエルは体をかわして兵士の隣を通り抜ける。

　その後にアリエスが続き、

「〝震電スタン・エツジ〟」

　仄ほのかに青白く光る刀身を兵士の首に押し当て、

「ヒギィッ！」

　容よう赦しやなく気絶させた。

　鎧よろい兜かぶと一式を身につけた兵士たちは、勢いをつけた初撃が躱かわされてしまうと、次の行動に移るのが鈍にぶい。その点、重いものを一いつ切さい身につけていないノエルは俊しゆん敏びんだった。

　初撃を凌しのぐと、間合いを詰め、取り回しの良い剣で攻こう勢せいに打って出る。

　武器を持つ手に打撃を加えて相手の武器を落とす。或あるいは、槍を使えないように剣で押さえつけて動きを止める。その隙をついてアリエスが兵士を気絶させる。

　そうやってノエルとアリエスは、上手うまく立ちまわり、兵力を削そいでいく。

　──兵士の鎧は、斬ざん撃げきには強いが電撃には弱い。

　アリエスの魔法剣は、とてもよく考えて作られていた。

　非力な女性でも素す早ばやく扱あつかえるよう刀身は細く薄うすい。しかし、相手への電撃による攻撃は、その速さこそが生きてくるのだ。

　エスティカが作ったと聞いたが、きっと、非殺傷を目的とした護身の思想から生まれたのだろうと、ノエルは戦いながら感心する。

　彼女が稀き代たいの天才魔術師と言われるのも頷けた。

　その背後では、

「ああ、思い出したわ。ステラ」

　箒に跨またがるステラと、横向きに腰こし掛かけたエスティカが、ふよふよと宙に浮ういていた。

　兵士たちが弓を持っていないのを見て、乱戦に巻き込まれぬように、空中へと逃げたのである。

「あの騎士剣、作ったの、私だわ。ほら、ジャングルに迷い込んだ時に見つけた、気持ち悪い蛇へびみたいな水すい棲せい生物、憶おぼえてる？」

「魚を釣つろうと池に糸を垂らしたら、釣れちゃった奴ですー？」

「そう。それがウネウネしているのを見ていたら、ステラがウズウズしちゃって。思わず摑つかんだら『ギニャン！』って痺しびれちゃったの。あの姿が面おも白しろくって、気まぐれに作ってみた魔法剣よ。意外と使い道がなくて、物置に放ほうり込んだままだと思ってた」

「そういえばー……あのビリビリ蛇。不味まずかったですねぇ」

「煮にたのが間ま違ちがいだったのよ。甘いタレをつけて焼いたら、美味おいしかったかも」

　兵士たちの槍が届かない空中で、吞気に囁ささやき合っていた。

　一方、ノエルとアリエスは、行動を重ねるごとに息が合い始め、ますます兵士たちの手に負えなくなっていた。

　闇やみ雲くもな突とつ撃げきは被ひ害がいが増えるばかりであり、その見事なコンビネーションに、数で勝まさるはずの兵士たちが攻せめあぐねる。
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　いくら攻めても勝機が見えず、兵士たちは次し第だいに動きを止め、遠巻きに様子を窺うかがい始めた。その頃ころには、兵士の数は当初の半数近くにまで減っていた。

　戦せん況きようが膠こう着ちやくしたのを見て取ったノエルは、

「今なら、正面から突破出来そうだな」

　背中合わせにアリエスへと声をかける。

「エスティカ嬢たちは、空を飛んでいますし、この調子なら問題ないでしょう。援えん護ごはお任せ下さい」

「よし、行くぞ！」

　意を決したノエルが駆かけ出すのと同時──。




「……何をしている」




　よく通る声がホールに響ひびいた。

　向かう出入り口正面に現れた者の姿にノエルは、後ろに続くアリエスを手で制して、迷うことなく足を止めた。

　純白の甲かつ冑ちゆうに、目の覚めるような蒼あおいマント。緩ゆるやかに癖くせのある髪かみを後ろに流し、鋼はがねの意志を感じさせる、鋭するどい目つきをした騎士。

　国王親衛隊、騎士長セリオン・アースキンがそこに居た。

　彼はノエルの姿にわずかに眉まゆを顰ひそめたが、すぐに視線をエスティカへと向ける。

「セリオン騎士長！」

　諦あきらめと焦しよう燥そうの雰ふん囲い気きが漂ただよっていた兵士たちが破顔し、士気が瞬またたく間まに高こう揚ようする。

　それは、セリオンへの絶対的な信しん頼らいを窺わせた。

　一方、出足をくじかれたノエルは、舌打ちをしたい気持ちを堪こらえる。

　──正面突破はもう不可能だ。

　セリオンの登場には、優位な状況が一変するだけの脅きよう威いがあった。

　彼はこの国で一、二を争う剣の腕うで前まえであり、稽けい古こですらノエルは彼に勝った事が一度もない。仮令たとえ、アリエスと二人がかりでも、勝てる見込みは少ないだろう。

　ましてや、セリオンを相手にしながら、今までのように、兵士たちを相手にする余よ裕ゆうはない。出口は一つ。退くことは出来ず、進むことも出来ない。

　セリオンはゆっくりと腰の騎士剣を引き抜いて、兵士に告げる。

「……皆、下がっていろ」

　それは新緑の宝玉が埋うめ込まれた、美しい長ちよう剣けんだった。

「〝斬空スラツシユ〟」

　セリオンが呪じゆ文もんを唱えると同時に、

「ステラ！　避よけろ！」

　危険を感じ取ったノエルは、背後に向かって叫さけんだ。

　──空気が大きく動く。

　セリオンが両手で剣を掲かかげると、刀身に周囲の空気が風となって集まる。

　そして、彼が剣を振ふり下ろすと、強きよう烈れつな一いち陣じんの風がステラたちに向かって吹ふき抜ぬけた。

「ニャンと！」

　ピンと頭の耳を逆立てたステラの背後で、壁かべに大きな亀き裂れつが発生する。

　空を切り裂さく見えぬ斬撃。

　その騎き士し剣けんは、飛ひ翔しようする竜りゆうをも切り裂いて落とす事が出来るという。

　話には聞いていたがノエルも、その力を実際に見たのは初めてだ。

「……あら、面白い魔ま法ほうね」

　箒ほうきから身を乗り出したエスティカは、背後に出来た亀裂に興きよう味み津しん々しんな様子で、

「ノエル・アースキン。あの剣ちょっと見てみたいわ。倒して持ってきて頂ちよう戴だい」

　──無茶を言う。

「……警告だ。次は当てる。降りてこい」

　今の一撃も、セリオンにその気があれば、当てられただろう。

　避けようと身構えていても、ステラは見えぬ斬撃に反応すら出来なかったのだ。

　次に、もう一度セリオンが剣を振るえば、切り裂かれるのは壁ではない。

　たとえ、空中を飛び回り続けたとしても、彼は当てる。

　当てられないのならば、当てるとは言わない。彼はそういう男だ。

　──だが、ここで捕つかまるわけにはいかない。

「ステラ！　窓を突き破って、外に出ろ！」

　ノエルはホールの高い位置にある窓を指さすと同時に、セリオンへと向かって駆けた。

　箒ごと突っ込んで、窓を破る事が出来るのかはわからない。だが、あの窓はステンドグラスになっている。普ふ通つうの窓よりは脆もろいように思えた。

　──彼女たちだけでも外へ逃す。

　それまで、自分はセリオンへ接近戦を挑いどんで、数すう瞬しゆんの行動を封ふうじる。

　こちらの相手をしている間は、少なくとも、あの斬撃を放てないはずだ。

　しかし、

「ここは私にお任せ下さい」

　行動したのはアリエスの方が早かった。

　彼女はノエルより先に前に出ると、

「──ご命令は、時間稼かせぎでいいんですよね？」

　小さく口元に笑えみを浮かべて、セリオンへと突撃する。

　意外な彼女の献けん身しん的な行動に、ノエルは一瞬戸と惑まどうが、

「摑まりなさい。ノエル・アースキン」

　ステラと共に、背後から空を飛んでやってきたエスティカがこちらに手を伸のばす。

　ノエルは素す早ばやく剣を鞘さやに収めると、その手を取った。

　──身体からだが宙に浮く。

　急加速に振り落とされそうになって、箒の穂ほ先さきにしがみついた。

　アリエスとセリオンが激しく剣を打ち合う。

　しかし、やはり分が悪い。

　アリエスも剣の腕は確かだが、セリオンには遠く及およばない。

　そんな事は彼女にもわかっていただろう。

　それでも、アリエスは人を守らんとする騎士だった。

　箒は更さらに速度をあげ──ノエルたちは窓を突き破る。




　砕くだけたステンドグラスがキラキラと空中を舞まった。




　　　　４




「あそこだ！」

　王城の上空で、ノエルはその場所を指差した。

「一度、空から侵しん入にゆうされたのなら、次はそこに警備を置くはずだ。おそらく、兵士がいるあのバルコニーが、王子の部屋だ」

　ぼんやりと青白く光る魔法灯の下もと、バルコニーに一人の兵士が立っている。

　こちらにはまだ気づいていないようだ。

　ステラがノエルを振り返って、

「あやー、あの兵士はどうします？」

　一本の箒に、三人の人間はさすがに無理があり、フラフラと大きく揺ゆれて飛行が安定しない。今にも墜つい落らくしてしまいそうだった。

　しかも、ステラとエスティカは箒に乗っているが、自分は穂先にただ摑まっているだけである。生まれて初めて経験する空中は、あまりに危険な状態で、ノエルは生きた心地ここちがしなかった。

「俺がどうにかするから！　早くどこかに降ろしてくれ！」

「あいあいさー」

　箒が上じよう昇しようする。

「じゃ、あそこに向かって振り落としますんで、頑がん張ばってくだせー」

「え？　ちょっと待って──」

　エスティカが意地の悪い笑みを浮うかべて、

「ダメよ、ノエル・アースキン。箒がもう持たない。三人は無茶だったのよ」

「いや、待って、ちょっと、振り落とさなぃ──」

　突とつ然ぜんの急降下にノエルの声は搔かき消された。

　摑んでいた箒の穂先が、ブチブチと千切れて、

「でぇ────────！」

　箒から離はなれたノエルだけが弾だん丸がんのように、真っ直すぐ兵士へと突つっ込んだ。

　正面から兵士に激突して、ノエルはバルコニーをゴロゴロと転がる。

　そこから、素早く体勢を立て直し、しゃがんだ状態で剣を抜いた。

　兵士はピクリとも動かない。

　どうやら、不意打ちで失神しているようだ。

　ノエルは泣きそうな顔で、ズズッと洟はなをすすった。

　──滅め茶ちや苦く茶ちや怖こわかったし、身体の色んな所が痛い。

　そこへ、フワリと空から、箒に乗ったステラとエスティカが降りてくる。

「箒の柄えがへしゃげて、穂先も千切れて無残な姿になってしまったです。これでは上手く飛べませんー」

　着地したステラは悲しそうに、獣けもの耳みみをシュンと伏ふせた。

「また、お気に入りを作ればいいのよ。手伝うわ」

　エスティカは何事もなかったように、涼すずしい顔で乱れた長い黒くろ髪かみを手で整えている。

　唇くちびるを尖とがらせたステラはしゃがみ込むと、箒に向かって「〝展開オープン〟」と呪文を唱えて、現れた魔ま法ほう陣じんを両手でいじり始めた。

　そんな二人に、言いかけた言葉をノエルはぐっと吞のみ込む。

　今は手段を選んでいる場合ではないのだ。

「何者だ！」

　凛りんとした声が聞こえた。

　バルコニーに面した大きな窓が開いて、中から一人の人物が現れる。

「また同じ手で侵入か。馬ば鹿かの一つ覚えだな」

　まるで光の粒りゆう子しが飛び散るように美しい肩かたまでの金きん髪ぱつに、紫色ヘリオトロープの瞳。ガラス細工を思わせる、透とう明めい感かんのある整った顔立ちの人物だった。

　ゆったりとしたローブを身にまとい、細身の剣を手にしている。

「何を企たくらんでいるのか知らないが、この窮きゆう屈くつな魔導具は外してもらうぞ」

　その人物の首には、漂う気品と不似合いな黒い首輪がはめられていた。

　おそらく、彼が──。

「……お下がり下さい、ラティエル王子」

　更に、その背後から別の人物が現れる。

　左目に眼帯をした黒髪の青年だ。

「クライス？　居たのか」

「ええ、勝手ながら、近くに控ひかえておりました」

　執しつ事じ服を着た彼は、白い手て袋ぶくろをはめながら、一歩前に進み出る。

「主の危険をお守りする。これも執事の務めですから」

　どうやら、ここが目指していた王子の部屋のバルコニーで間ま違ちがいないようだった。

　まるで女性のような顔立ちをした金髪の美しい青年が王子ラティエルだろう。何より彼の瞳がそれを物語っている。紫色の瞳を持つのは、王家の血筋を引く者だけだ。

　ノエルは剣を鞘に収め、片かた膝ひざをついて敬礼した。

「このような時間に失礼致いたします。私は王都防衛騎士団、騎士ノエル・アースキンです。王子に危害を加えるつもりはありません」

「噓うそをつくな。なぜ、王都防衛騎士団の騎士がこんな所にいる。どう見ても──」

　ラティエルは訝いぶかしげな視線をエスティカに向けると、

「魔女だ」

「誤解よ」

　エスティカはクククと悪い魔女のように笑って、

「私は〝誓せい約やくの魔術師〟エスティカ・ルルイエ」

〝尾ウをロ飲ボむロ蛇ス〟の紋もん章しようが刻まれた黒い懐かい中ちゆう時計を取り出して見せた。

「……〝誓約の魔術師〟だと？」

　ラティエルは記き憶おくを探さぐるように目を細めると、

「お祖父じい様から、話を聞いた事がある」

「ええ。前王、ジークハルト陛下には命を救って頂いた御ご恩おんがあるわ」

　エスティカは左胸に手を当て、

「今も、この生命と忠誠は、陛下の為ために」

　瞳を閉じ、一礼した。

　しかし、執事のクライスは警けい戒かい心しんを露あらわにする。

「お気をつけ下さい。侵入者の言葉に惑まどわされてはなりません」

　その時、ラティエルの部屋の扉とびらが、大きな音を立てて開かれた。

　そこから現れたのは、

「……王子はご無事か」

　国王親衛隊の騎士長、セリオン・アースキンだった。

　ノエルたちがここを目指していたのを知っていたかのような迅じん速そくな行動だ。

　彼は状じよう況きようを見て取ると、つかつかとこちらに歩いてきて、王子の前に進み出る。

　そして、問答無用とばかりに腰こしの剣を抜ぬいた。

「抵てい抗こうは無む駄だだ。仲間の一人は既すでに捕とらえている」

　兵士が部屋の中に入ってくる。そこには、覆ふく面めんを剝はがれ、後ろ手に縛しばられたアリエスの姿があった。やはり、彼女は捕らえられてしまったようだ。

　しかし、ラティエルはそんなセリオンを手で制すると、

「──待て。状況を説明してくれ。何が起きている？」

　困こん惑わくした様子で彼に問いかけた。

　セリオンは静かに頷うなずき、

「そこにいる魔術師は王子の首に首輪を仕し掛かけた疑いがあり、捕らえましたが、先ほど脱だつ獄ごく。それを手引きしたのがこの騎士です」

　一いち瞥べつされたノエルは黙だまったまま、敬礼の姿勢を続ける。

　ここで下手な言い逃のがれや抵抗をすれば、余計に立場を悪くするだけだろう。

　今はエスティカに任せて、事の成り行きを見守るしかない。

　それでも、ラティエルは腑ふに落ちない顔で、

「なぜ脱獄した者が、こんな所にいる。わざわざここにやってきた理由はなんだ？　逃にげるのとは逆の方向だぞ」

「私たちは──」

　エスティカがさも当然といった素そ振ぶりで答える。

「貴方あなたの首輪を外す為にここに来たのよ」

　ラティエルは、その言葉の真しん偽ぎを測りかねているようで、

「宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しの誰だれも外せなかったこの首輪が、お前たちになら外せると言うのか？」

「ええ、その首輪は〝誓約の魔術師〟の名にかけて、私が必ず外すと誓ちかうわ」

　彼女は自信ある態度を崩くずさない。

　執事のクライスが、そんな二人の間に割って入った。

「王子、あの魔女は、王子の首輪を爆ばく発はつさせに来たのかもしれません。ここはセリオン騎士長に全すべてを委ゆだねましょう」

「いや、気になる。知りたい。答えてくれ、エスティカ・ルルイエ。お前はどうやって、この首輪を外すと言う？」

　クライスを手で押しのけて、ラティエルは前に出る。

　いつ爆発するとも知れない首輪をつけているせいか、ラティエルに焦あせりが窺うかがえた。

　藁わらにでもすがりたい気持ちになるのは、ノエルにも理解できる。

「それには、王子の枕まくらが必要よ」

　エスティカは両手を揃そろえると顔の横にやって、

「頭の下において、スーヤスヤ。使ってないのかしら？」

「私の枕だと？……全く意味が分からない」

　馬鹿にされたと思ったのか、ラティエルは見るからに落らく胆たんした。

「事件解決には、どうしてもそれが必要なの」

「……いいだろう」

　ラティエルは部屋の中に入ると、すぐに戻もどってきて、純白の枕を投げて寄よ越こした。

「高さが調度良くて気に入っている。後で返してくれ」

　期待させられた分、失望も大きいのかもしれない。投げやりな態度に見えた。

「それから──」

「まだ、何か欲しいのか？　シーツか？　それとも、ベッドも持っていくか？」

　エスティカは茶化すラティエルを指さして、

「貴方も連れて行くわ」

　──場の空気が固まった。

「ふふっ。面おも白しろいな」

　ラティエルが堪こらえ切れずに笑い出す。

「枕と共に、私も望むか」

「ええ。嫌いやと言っても、連れて行く」

「いつ爆発するかもわからない、こんな私を、どこに誘ゆう拐かいする気だ？」

　エスティカは悩なやましげに少し首を傾かしげて、

「……そうね。では、紅茶の美味おいしいお店に」

「いいね。好きだよ。紅茶は」

「お薦すすめのスフレパンケーキもある。気に入ると思うわ」

「それは素す敵てきだ。だが、どうも、この首輪が落ち着かない。出来る事なら、これを外してから、紅茶やパンケーキを楽しみたいな」

　エスティカにしては、それなりにまともな優やさしい微び笑しようを浮うかべると、

「ええ。それは、私の命に代えても」

　スカートの生き地じを摘つまんで、恭うやうやしく頭を下げた。

「わかった。ついて行こう」

　それにはさすがに、

「王子！」

　クライスが不満の声を上げる。

「ご冗じよう談だんはもうおやめ下さい。悪ふざけが過ぎます！」

　しかし、ラティエルはそれをまともに取り合おうとせず、

「この口うるさい執事も一いつ緒しよに誘拐してもらえないだろうか？　私は身の回りのことが自分で出来なくてね。いつも彼に任せきりなんだ」

「来たいのならどうぞ。だけど──」

　エスティカは視線をセリオンに移すと、

「そこの怖こわい顔の騎き士し長は連れて行かない。私の手に余るから」

　視線を向けられたセリオンは眉み間けんに皺しわを寄せて、ただじっと押し黙っている。

　ラティエルはどこか晴れ晴れとした顔で、

「どこにいようがいつかは、爆発するんだ。〝誓約の魔術師は、誓いを絶対に破らない〟とお祖父様から聞いた。今はその言葉を信じてみようかと思う。クライス、お前も一緒に来てくれるな？」

「私が王子のお側そばから離はなれるわけにはいきません」

　眼帯の青年執事は、表情を変えることなく慇いん懃ぎんに答えた。

　ラティエルは黙ったままのセリオンに、

「お願いだ。私を彼女たちと共に、行かせてくれないだろうか。私はここで、ただじっと死を待っていたくはない」

　しかし、ノエルには、国王親衛隊の騎士長であるセリオンが、得体の知れない人物に王子の身を預ける事なんて承しよう諾だくするはずがないように思えた。

　最悪の場合、ここで一戦交える事になるかもしれない。

　その時は、勝てなくとも、この身を賭としてセリオンと戦う。

　ノエルはその決意をして、そっと左手を剣けんの鞘さやに添そえる。

「ねぇ、箒ほうきは直せた？　ステラ」

　ふいに、蹲うずくまっている獣けもの耳みみのメイド魔術師にエスティカは声をかけた。

「……三人です！」

　ステラが箒を手に勢い良く立ち上がる。

「三人までなら、お城の外まで、飛んでやるです！」

「私と王子、ステラ。これで三人か」

　エスティカは満足そうに頷くと、

「行けるわね」

　──おい、計算がおかしいぞ。

　その時、固く口を閉とざしていたセリオンが、

「──ノエル」

　それは今回の騒そう動どうが始まってから、彼の口から、ようやく発された名前だった。

「余計な事はしなくていい。俺に任せろ」

　それは、幼い頃ころから口くち癖ぐせのように、ノエルに向かって、セリオンが口にしてきた言葉だ。

　ノエルがアースキンの家を出る決意をしたのも、その言葉からだった。

　貴族である事から生まれる責任。或あるいは、鎖くさり。

　ノエルはある事がきっかけで、自分がその貴族側にいる事に耐たえられなくなった。

　重圧と身動きの取れない状況で、セリオンがノエルに掛かけたのが、その言葉だった。

　ノエルはその言葉に甘え、全てを委ねて家を出た。

　セリオンに責務を押し付けて、文字通り、逃げ出したのである。

　そして、ノエルが自由を得る代だい償しようとして、セリオンは今もあの家に束そく縛ばくされている。

　本来なら、その負い目から、合わせる顔もない。

　それでも──。

　顔を上げたノエルは、

「俺に任せて下さい」

　決意の眼まな差ざしをセリオンへと向けた。

　ここでまた逃げ出したら、自分がここにいる意味までもがなくなってしまう。

　セリオンはその視線をじっと受けていたが、やがて、剣を鞘に収めると、ラティエルに向かって膝ひざをついた。

「──私は私のやり方で、貴方をお守り致いたします」

　それだけ言って立ち上がり、部屋の中にいた兵士にアリエスの解放を命じると、その兵士を伴ともなって出て行った。

　セリオンの退場で、張り詰つめていた空気が緩ゆるむ。

　これだけの騒動を起こした侵しん入にゆう者を、国王親衛隊の騎士長が見み逃のがすのは大きな問題になるだろう。あまつさえ、王子の身を侵入者に委ねたのである。

　しかし、セリオン・アースキンはそれを選せん択たくした。

　ただの情で物事を判断するような男ではない。

　おそらく、その判断の要因として、〝誓約の魔術師〟の存在が大きな意味を持っていたのではないかと、ノエルは思う。

　──〝誓約の魔術師〟エスティカ・ルルイエが、王子の首輪を外すと誓った。

　まさにそれが、彼を動かしたのではないか。

　セリオンが王子の命を救う手段として、〝誓約の魔術師〟に魔導具の解除を任せる方法を選んだというだけの事に思えた。

　今は澄すました顔で、あくびを嚙かみ殺している黒衣の少女には、それだけの影えい響きよう力があるのかもしれない。

　解放されたアリエスが、ノエルの元にやってきて、

「ノエル騎士、一つだけ気になっている事があります」

　神しん妙みような顔で聞いてくる。

「アリエス。今回の働きは見事だった。俺は君の事を今まで──」

「私が脱だつ獄ごくの手伝いをして、国王親衛隊の騎士長と戦って捕とらえられた事は、不問になったんですかね？　何にもなかったって事でいいんですよね？　経歴に傷はつきませんよね？　お咎とがめ無しですよね？　王子誘拐犯の一味としてカウントされてませんよね？」

「知らん」

「知らんってそんな、ノエル騎士！」

　その時、バルコニーに侵入した際に、ノエルが失神させた兵士が起き上がって、

「……な、何者だ、おまえたちは──」

「〝震電スタン・エツジ〟！」

「ふぎゃん！」

　アリエスの八つ当たりを受けて、また気絶した。

「ノエル騎士！　これはとても大事なことなんですよ」

「知らん」




　いつしか、世界の端はしから太陽が顔を出して、朝を迎むかえる。

　──夜が明けた。







　第三章　簒さん奪だつの魔導師







　花屋手伝いのサラは頭を悩ませていた。




　帰ってきた両親に、自分の身に起きた出来事を話したら、

「侯こう爵しやくの味方をしない騎士なんて、聞いたことがない」

　信心深い父はその場に膝をついて、神に感謝の祈いのりを捧ささげ、

「貴方あなたそれでよく無事で──」

　母は声を詰まらせてサラを強く抱だきしめた。

　そこでようやくサラは、事件の重大さと、何事もなかったかのように、ここにいられる奇き跡せきを実感したのだった。

　平民が貴族と諍いさかいを起こして、普ふ段だんの生活に戻もどれるなんて事が、まずありえない。

　頭に生えた猫ねこみたいな耳をピコピコと動かして空を飛ぶ不思議なメイドに助けられなければ、店の前で斬きり殺されていたし、悪い魔女みたいな顔をした心優しい魔術師が、無実を証明してくれなければ、今いま頃ごろ、騎士団の牢ろう獄ごくの中にいただろう。

　いや、それこそ、あの騎き士しらしからぬ騎士の青年が、同じ貴族である侯爵に肩かた入いれしていたら、もっと恐おそろしい目にあっていたに違ちがいない。

　幾いくつかの偶ぐう然ぜんと幸運が重なって、自分はここに立っていられる。家族が揃そろって温かいご飯が食べられるのも、今まで通りの平へい穏おんな朝が来るのも、全部、彼らのお陰かげなのだ。

　それを思う度たびに、サラは何だか涙なみだぐんでしまうのだった。

　母は、そんなサラの頰ほおに優やさしく手を触ふれて、こう言った。

「貴方は花屋の娘むすめなのだから。その気持ちを伝えたいのなら、花を持ってお行きなさい」

　だから、サラは家の裏にある温室で、どの花を贈おくるのが相応ふさわしいのか、さっきからずっと唸うなりながら悩なやんでいたのである。

　──よし、これに決めた。

　今まで花屋手伝いをしてきた直感が、この花だと囁ささやいている。

　明るい太陽のような黄色の花を包んで外に出た。




　チュンチュンと小鳥が朝を告げる頃。

　黄色い花束を抱かかえたサラは〝水のアクア恩恵亭グレイス〟の前にやってきた。

　初めは王都防衛騎士団に行ったのだが、騎士は昼から来ると聞いて、自宅の方へと向かったのである。

　──酒場に住んでいるなんて、やっぱり変な騎士だ。

　騎士といえば普通は貴族なので、もっと立派な邸やしきに住んでいるものと思っていた。

　もしかしたら、見た目通り、貴族ではない騎士なのかもしれない。

　そんなサラの目の前にいたのは、

「ニャハハハハハ！」

　あの騎士ではなく、空を飛ぶ箒にブンブンと振ふり回されているメイドだった。

　片手で箒の柄えを摑つかみ、楽しげに笑い声をあげてはいるが、箒はかなり乱暴な飛び方をしており、いつ振り落とされてもおかしくないように思えた。

　獣耳の生えたメイド魔術師、ステラ・キャットは建物にぶつかりそうになると、箒から手を離して壁かべを蹴けり、獣のように俊しゆん敏びんに屋根を跳はね、再び、箒に跳とびかかって、その柄を摑む。

　そして、また、空中を振り回される。

「ウニャハハハハハー！」

　──一体、何してるんだろう。

　今にも墜つい落らくしそうで、サラはハラハラしながらそれを見ていた。

　やがて、箒ほうきは地面ギリギリの所を滑かつ空くうし、ステラはズザザザーっと音を立てて、サラの足元まで引きずられて止まった。

　顔をあげたステラが、

「……およ？　おはようございますー」

　ニッコリと笑って、頭の獣けもの耳みみをピコピコと動かす。

「いやぁ、箒を新調したのですがー、なかなか、言う事を聞きませんなー」

　そして、立ち上がると、メイド服の土つち埃ぼこりをパンパンと払はらった。

「お、おはようございます」

　サラがおずおずと頭を下げると、

「おやおや、花屋の娘ちゃんじゃないですかー、あれから問題ないですー？　あのヘンチクリン貴族に嫌いやがらせとかされてない？　問題なしです？　ニャんともなし？」

「あの時は、ありがとうございました！　皆みなさんのお陰で、大だい丈じよう夫ぶです」

「〝魔術師の腕うではこの国の全すべてに届く〟ですー」

　ステラは腰こしに手を当てふんぞり返って、

「どこへでも、空を飛んで駆かけつけますよー」

　グッと親指と獣耳をまっすぐ立てた。

「では、私は箒の調整がありますので、失礼ー。〝飛ぶのだー！　無限の彼方かなたに〟！」

　呪じゆ文もんを唱えると、再び箒がブンブンと暴れ始めて、「ニャハハハハハ！」とステラは空の彼方に飛び去っていった。

　──色々と、大丈夫なのだろうか？

　サラは気を取り直して、「ごめんくださーい」と、酒場の中へと声をかけた。

　中からは、楽器の音色が聞こえる。

　覗のぞくと、椅い子すの上に立った銀ぎん髪ぱつの少女がヴァイオリンを弾ひいていた。

　そして、酒場のあちこちで、数体の人形──あまり可愛かわいいとは言えない人形たちが、飛んだり跳ねたり回転したり、楽しげに踊おどっている。

　まるで、ぬいぐるみたちのダンスパーティを覗き見ているようだった。

　演奏はプロのような素す晴ばらしい腕前である。

　──なんと、メルヘンチックな酒場だ。

　やがて、人形たちが整列し、一礼した所で演奏が終わり、ぐったりと倒たおれる。

　ヴァイオリンを手にした少年みたいな魔術師リゼット・オセロは、

「どの子が可愛かった？」

　椅子から降りてサラに聞いた。

「え？　……あ、じゃあ、この子」

「お目が高い」

　リゼットはヴァイオリンを置き、

「〝冷れい酷こくイヌ〟は、不器用なとこが、可愛い。エスティカに似てる」

　サラが指さしたぬいぐるみを手にとって、ぐいっと押し付けてきた。

「愛めでるがよい」

「……あ、ありがとう」

　サラは片手に花束、もう片手にぬいぐるみを抱きかかえる。

　リゼットはいつもの半目でサラを見つめると、

「助けて欲しい時は、助けを呼ぶといい」

　すぐに視線を外して、残りのぬいぐるみを全部抱えた。

「〝魔術師の耳はこの国の全てを聴きく〟」

　リゼットはそのままカウンターの席に着いて、

「ボクが聴いているから」

　得意気な笑えみを口元に浮うかべた。

　そこへ、

「あら、いらっしゃい」

　奥の部屋から若くて綺き麗れいな女性が現れる。

「こんな酒場に何の御ご用ようかしら」

　クスリと笑った感じが素す敵てきで、まるで美しい花のような人だ、とサラは思った。

　やってきた事情を説明して花束を渡わたす。

「まあ、綺麗な花ね。ありがとう。ノエルはまだ起きて来ないと思うわ。とりあえず、腰こし掛かけて待っていて」

　酒場の女主人、アニタ・ロランはキッチンでお湯を沸わかし始めた。

　リゼットと同じようにぬいぐるみを抱え、カウンター席についたサラは、手持ち無ぶ沙さ汰たに辺りを見回す。

　酒場と言っても雰ふん囲い気きが良くて落ち着ける場所だった。

　店主の趣しゆ味みがいいのだろう。

　いつか自分もお酒が飲めるようになったら、ここに最初に来ようと思った。

　ふと、酒場の一席が、黒い塊かたまりに汚お染せんされている事に気づく。

　辞書のような分厚い本から、たくさんの触しよく手しゆを持つ、黒いクラゲのようなものが溢あふれだして、テーブルいっぱいに広がっている。

　とても禍まが々まがしくて──人類が見ちゃいけないやつだ、という気がしたので、サラはすぐに目を逸そらして気づかないふりをした。

　──周りの皆はアレに気付いてないのだろうか。

　どうしたものかとソワソワしていると、アニタが何だか懐なつかしい香かおりのする紅茶とクッキーを出してくれたので、

「これ、私が作ったんだけど、良かったらどうぞ」

　サラはそれを摘つまんで食べる。

　黒い塊への不安が吹ふっ飛ぶくらい、美味おいしかった。

　こんなに美味しいクッキーを食べたのは初めてだ。

　そして、アニタがサラの経験した事件の事を聞きたがったので、紅茶を飲みながら、事の顚てん末まつを話す事にした。

　わりと、スペクタクルに語れた。

　時々、リゼットが「愛でてる？」と聞いてきて、「何を？」と思ったが、すぐにそれの意味する事に思い至って、〝冷酷イヌ〟のお腹なかをワシャワシャと撫なでたりもした。

　そうこうしているうちに、背後に妙みような気配を感じて、サラは何気なく振り返る。

　ユラリ、と忌いま々いましく混こん沌とんとした黒い闇やみが立ち上がっていた。

　サラはテーブルの上に開かれた魔ま術じゆつ書から、絶対に呼び出してはいけない悪魔が召しよう喚かんされてしまったのだ、とすぐに分かった。

　クッキーの美味しさに、抱いだいた恐きよう怖ふを忘れてしまったのが間違いだった。

　もっと早く周りに言うべきだったのだ。

　──悪魔はニタリと嗤わらう。

　そして、ユラリ、ユラリと揺ゆれながら、こちらにやってこようとする。

「ヒィ！」

　思わず息を吞のんで悲鳴をあげた。

　不ふ穏おん、不安、不ふ吉きつ。それらを混ぜあわせたような闇のオーラを周囲に撒まき散らしながら悪魔はゆっくりと歩いてくる。

　そして、

「……いい、匂におい」

　悪魔はスンスンと鼻を鳴らした。

　──私を食料と認にん識しきしている!?

　そして、悪魔はサラを素通りして、隣となりのカウンター席につくと、

「この香りは、カルチェラタンかしら。私にもその紅茶を一いつ杯ぱい頂ちよう戴だい」

　アニタに向かって、そう所しよ望もうした。

「……あら、花屋の娘むすめじゃない。元気？」

　悪魔──みたいな黒衣の魔術師エスティカ・ルルイエは、ようやくサラの存在に気づいた。

「……あ、どうも。さっきまでは、元気でした」

　サラの心臓は早はや鐘がねのようにドキドキと鳴り続けている。

「そう、それは良かった。なるほど、やるわね。アニタ・ロラン。カルチェラタンは、フレーバーティーの中でも、優やさしいラベンダーの香りを楽しむもの。花屋の娘にはしっくりくる。粋いきだわ」

　──なるほど、それでこの紅茶は懐かしい匂いがしたのか。

　ラベンダーの香りだと気づかない辺りが、まだ花屋として半人前の証しよう拠こだ。

　しかし、命の恩人を、悪魔と見間違うとは、何たる失態。

　先ほどの黒い塊は、全身黒尽ずくめで長い髪かみのエスティカが、開いた本に突つっ伏ぷして寝ねていただけだったらしい。

「エスティカの寝起きは、いつもこんなだよ。不穏なんだ」

　リゼットがそう補足する。

　アニタがエスティカの前に置いたカップに紅茶を注ぐと、

「お仕事は捗はかどったの？」

「いいえ、眠ねむ気けに負けてしまったわ」

　エスティカは、目を覚ますためか、大きく伸のびをした。

　なんだか気まずく思うサラは、

「どんなお仕事をされているんですか？」

　無理に話題を振ふってみる。

　カウンターに頰ほお杖づえをついたエスティカは薄うすく微び笑しようすると、

「本を作っているのよ。古今東西の魔法を網もう羅らした〝ルルイエの魔術書〟。今は〝人体を腐くさらせる魔法の進行と対処〟の項こう目もくね。どのくらいまでなら、部位切断による物理的処置が可能なのかっていうのを、経過を追って説明していて──」

　そして、「興味ある？」と聞いてきたので、「あっ、ないです」とサラは即そく答とうした。

　──寝起きだけじゃなく、考えている事も不穏じゃないですか。

　そんなこんなで、

「……おや？　確か、君は」

　階段を寝ぼけ眼まなこで降りてきた人物は、

「サラだっけ。どうしてこんな所に？　あの事件で、まだ何か問題でも？」

　嵐あらしの中から現れたように、髪の毛が盛せい大だいにうねっていた。

　アニタがサラの持ってきた花束を手にして、

「感謝の気持ちに、お花をもってきてくれたのよ」

「わざわざ？　それはどうもありがとう」

　騎き士しに見えない騎士ノエル・アースキンは、花束を受け取ると、

「綺麗な花だね」

　まるで自分が褒ほめられたように感じてしまい、サラは真っ赤な顔で俯うつむいた。




　そして、花屋になるのも悪くないかも、と思った。
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「面おも白しろい構造だわ」

　場所は〝水のアクア恩恵亭グレイス〟。

　ラティエル王子の首輪からは、魔ま法ほう陣じんが展開され、エスティカが古代魔法文字の羅ら列れつを目で追っている。

「爆ばく発はつする魔導具の仕組みは私が作ったままね。けれども、すでに魔法発動待機状態になっている。本来ならすぐにでも爆発する所なのだけれど、魔導具を樹じゆ脂しで覆おおって、その上から封ふう印いんの魔法を重ねる事で、発動を抑おさえているのね」

　王城から帰ってきて、エスティカが首輪を簡単に調べた所、解かい析せきに時間が掛かかる事と、今すぐに爆発するわけではない事が分かり、少しでも疲ひ労ろうを回復する為ために、仮か眠みんを取る事にしたのである。

　そして、今、全員が起きた所で、エスティカが更さらに詳くわしい解析を行っていた。

「首輪の表面に浮かんだ古代魔法文字が、時間の経過によって消えていって、全すべてが無くなると、その封印の効果が失われ、爆発する。当然、無理に外すと、封印が解かれてしまって爆発する」

　エスティカの「〝収束クローズ〟」の言葉に呼応して、魔法陣が首輪へと吸い込まれる。

　ノエルが一番気になるのは、

「それでタイムリミットは、どれくらいなんだ？」

　ラティエル王子に残された時間だ。

　それが分かるだけでも、心理的負担が随ずい分ぶんと違ちがう。

「今夜ね。夜の鐘かねが九つ鳴る時。鳴り終わったら、封印が解けるわ」

　城下町にある時計塔とうは、鐘を三時間ごとにその数だけ鳴らす。

　いつ爆発するのか、仕し掛かけた相手にも明確に分かるように設定したのかもしれない。

　それを聞いてもラティエルは、どことなく達観した様子で、

「なるほど。それを聞けただけでも、ここに来たかいがあったよ」

　取り乱すことなく落ち着いている。

　彼は襟えりのついた貴族服に身を包んでいた。

　襟を直して、黒い首輪が見えないようにうまく隠かくす。

「自分の死に時が分かっただけでも良かった」

　見た目もそうだったが、ラティエルの所作は頷うなずく仕草一つをとっても気品に溢れており、ここが酒場ではなく、王宮であるかのような錯さつ覚かくさえ覚えた。

「そのような事はおっしゃらないで下さい」

　隣に控ひかえている、執しつ事じのクライスが口を挟はさんだ。

「それを解決する為に、王子はここに来られたのですから」

　一同が思い思いの席に座っている中、彼は一人、ずっと背筋を伸ばして立ち続けている。

　主あるじの前で、使用人が座る事など出来ないというポリシーがあるらしい。

　先ほど、アニタが紅茶を運んできた時も、

「王子の飲食物は全て私が用意しますので結構です」

　そう断って鞄かばんの中から茶葉と器うつわを取り出して作っていた。

　どうやら、頑がん固こで生き真ま面じ目めな性格のようだ。

「そんな事より、部外者がいるのが気になりますね」

　クライスは花束を花か瓶びんに挿さし替かえていたアニタに非難の視線をやる。

　その花は、先ほど来ていた花屋の娘サラからもらったものだった。

「王子の安全を確保する為にも、出来るだけ人ひと払ばらいをお願いしたいものですが」

「あら、ごめんなさい」

　作業を中断して、すぐに出ていこうとするアニタを、

「いや、アニタさんも聞いていて下さい」

　ノエルが止めた。

「彼女は信用できます。それに、ここは街の情報が色んな所から集まってくる酒場です。酒場の主人である彼女からは、ここ最近の街の噂うわさや動向、何かしらヒントになる情報が聞けるかもしれない」

「そうだね。失礼だよ、クライス」

　ラティエルが窘たしなめる。

「ここは彼女の家だ。何をしようと彼女の自由じゃないか。勝手にずかずかと厚かましく入り込んできた我々に、部屋を与あたえて休ませてもくれた。その厚こう意いに非礼で返すのはどうかと思う」

「申し訳ありません。王子がそうおっしゃるのであれば」

　クライスは素す直なおに引き下がった。

「従者の非は私が詫わびよう。すまなかった」

　アニタはラティエルの言葉に、

「いえいえ、王子様、とんでもありません……」

　畏かしこまって頭を下げた。

　しかし、クライスの言う事ももっともで、誰だれが王子に爆ばく弾だんを仕掛けたのか分からない以上、人を遠ざけておくに越こしたことはない。現在、この場所で他に居るのは、アリエスとステラ、それから、リゼットだけである。

　アリエスは入り口近くで外を警けい戒かいしながら話を聞いており、ステラは暖かな陽ひ射ざしが差し込む窓まど際ぎわの席で、うとうとと頭を揺ゆらしていた。誰よりも早く起きて、空飛ぶ箒ほうきを新調していたらしい。

　リゼットは〝凶きよう暴ぼうウサギ〟のぬいぐるみを抱だきかかえて、カウンター席の椅い子すに腰こし掛かけている。彼女は飄ひよう々ひようとしていて、その表情から何を考えているのかはつかめない。

「それで、この首輪を外す事は可能なのかな？　私はそれが知りたい」

　ラティエルがエスティカに聞いた。

「その前に、幾いくつか聞く事があるわ」

　エスティカは小さく横に首を振る。

「その首輪がつけられたのが、いつなのか教えて」

　首輪に手をやったラティエルは、

「一昨日の夜、恐おそらく寝ている間だろう。寝る前には無かったが、目が覚めた時には、すでにつけられていた」

　忌いま々いましそうに眉まゆを顰ひそめた。

「なるほど」

　エスティカは机の上にあった王子の枕まくらを手に取ると、

「リゼット。〝探知デイテクト〟をお願い」

　と手て渡わたした。

「物音でいい？」

　リゼットはポケットから耳みみ栓せんのような物を取り出して耳につけて、

「あとは声ね」

「あいあい。〝探知デイテクト〟」

　枕へと横向きに頭を埋うずめた。

　そして、何やらブツブツと呟つぶやいている。

　それは一見、眠ねむる体勢に見えたが──。

「もしかして」

　クライスが険しい顔付きで、

「枕についた王子の匂においを、クンカクンカしているのでは？」

「何だと？」

　ラティエルが反応する。

「クンカクンカとはなんだ、クライス。なんだか、恥はずかしい響ひびきだが」

「王子、クンカクンカとはですね。他人の体たい臭しゆうがついた衣類などに顔を埋めて一心不乱に匂いを嗅かぐ──」

「うるさーい！」

　身体からだを起こしたリゼットが、両手をあげて憤ふん慨がいした。
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「聞こえないし！」

　エスティカがクククと笑って、

「リゼットは過去の音を聴きいているのよ」

　説明を始める。

「犯人が部屋に入ってきた音、或あるいは、王子に首輪をはめた音、王子の最も近くにあった枕には、それが記録されている。リゼットはそんな過去の音を、魔ま法ほうで聞き取る事が出来るの」

　王子の枕を手に入れたがった理由をノエルはようやく納なつ得とくする。

　──早く言ってくれれば、こちらも戸と惑まどわずに済んだのに。

　眼帯に手を添そえたクライスは、

「本当にそんな事ができるのでしょうか」

　それでも半信半疑な様子だ。

「過去の音はすぐに失われてしまうし、全すべての音が聞こえるわけでもないわ。でも、そこから何か分かることもある」

　だが、犯行時の状じよう況きようが分かるなら、それは犯人探しの大きな手がかりとなるだろう。

　今のところ、それが唯ゆい一いつの手がかりであると言っても過言ではなかった。

　むう、と頰ほおを膨ふくらませたリゼットは、再び枕に頭を埋めて、ブツブツと呪じゆ文もんを唱える。

「さて、調査には暫しばらくかかるから、その間に──」

　エスティカは、ラティエルの対面の椅子に腰掛けた。

「犯人からの要求を聞いてもいいかしら？」

「どうして、要求があると思った？」

　怪け訝げんそうにラティエルは聞き返した。

「王子を殺すだけなら、寝ねている間に剣けんでも突つき刺させば済む話よ。なのに、わざわざ相手は時限式の爆弾を用意した。王子暗殺の他に目的があると考えるのが普ふ通つうだと思うけれど」

「ありましたよ。要求」

　クライスが冷ややかにエスティカを見る。

「私が王子の部屋で、犯人から国王陛下宛あての書状が落ちているのを見つけました」

「あら、どんな？」

「今日、正午の鐘が鳴る時までに、国王陛下が〝魔法統制の解除〟を国民の前で宣言しろ、との事です。そうすれば、王子の命は助かると」

　──魔法統制の解除。

　それは魔法許可制の廃はい止しを意味する。すなわち、特許魔法の区別なく、あらゆる魔法が国の管理下から解き放たれて、自由に使えるようになるという事。

　それが意味するのは──。

「馬ば鹿かね」

　エスティカは即そく座ざに吐はき捨て、

「そんな事をしたら、国が滅ほろびるわ」

　あからさまな侮ぶ蔑べつの表情を浮うかべた。

　魔法を自由化するという事は、危険な魔導具の所持を許す事にもなる。

　強力な魔導具を誰もが簡単に手に出来て、自由に使う事ができるようになったら、国は大きな混乱に陥おちいるだろう。まさに彼女が言う通り、国が滅びかねない。

「この国が、そんな要求を飲むことはありえない」

　ラティエルは断言する。

　確かに、賢けん王おうと名高い現国王──エルヴィン国王は、王子の命がかかっていたとしても、今ある平和の均きん衡こうを崩くずすような判断はしないように思える。

「そんなことはありませんよ、王子」

　クライスが優やさしくなだめた。

「国王陛下は王子を見捨てるような事はしません。どんな決断をなされたか、報告がくるよう兵士を手配しております。希望を持ちましょう」

　それでもラティエルは頑かたくなに、

「いや、そんな事は私がさせない。〝魔法統制の解除〟は、私の命とは釣つり合わない要求だ。命惜おしさに国民を危険に晒さらすくらいなら、私は今すぐにでも自ら命を絶つ覚かく悟ごがある」

「そのような事は仰おつしやらないで下さい。この国の先を見み据すえれば、王子はこの国にとって絶対に必要なお方です。たとえ、〝魔法統制の解除〟が為なされたとしても、貴方あなたならば、この国を正しく導けましょう」

　自分の保身の為ためなら、どんなに手を汚よごしても構わないと考える貴族は多い。

　この国の要職につく高官たちでさえ、そのような考え方をする者たちばかりだ。王族ともなれば尚なお更さらである。

　しかし、ラティエルは、頑固な一面もあるが、賢王の人格を引き継ついだ高潔な人物のようだ。ノエルは、この国の為にも、この人を失ってはならないと思う。

「何にせよ、そうなのだとしたら──」

　エスティカは頰に人差し指を当てて、

「爆ばく発はつを止める方法は、きっと存在するわ。例えば、特定の〝解除呪文キーワード〟で解除出来るとか、封ふう印いんのカウントダウンを止められるとか。犯人は何らかの方法を用意しているはずよ。だって、いくら〝魔法統制の解除〟を宣言しても、その後、王子が爆発で死んでしまったら、約束を守る理由がなくなるもの。国王は、すぐに魔法統制を復活させるでしょうから」

　ノエルは腕うで組ぐみをして、考えを巡めぐらせる。

「そうだな。今日の正午から、首輪が爆発する夜までの短い間、魔法統制を解除させた所で、大した意味はない。犯人が望んでいるのは、〝継けい続ぞく的な魔法統制の解除〟のはずだ。要求さえ飲めば、首輪の爆発だけでも防げる可能性は高い。だが、〝魔法統制の解除〟を望む者なんているのか？」

　日常的に使うような魔法は勿もち論ろんの事、扱あつかいの難しい魔法も、特許魔法という形で申しん請せいさえすれば、ほとんどの魔法が問題なく使用できる。

　戦争があるわけでもなく、禁止されるような危険な魔法を使う目的が思い浮かばなかった。もし、使うとしたら、犯罪にくらいで、当然、そんな事に使わせてはいけない。

　多くの人は現状でも不自由を感じておらず、魔法統制に不満など持っていないだろう。

　この国だけでなく、他のどんな国でも魔法統制があるのが普通であり、誰もがそれは必要な制限だと考えているはずである。

「〝魔法が導く、新たな世界の創造〟」

　アニタがポツリと呟いた。

「魔法統制が自由な魔法の発展を阻そ害がいしている、そういう考えを持つ人たちの集まりがあるって聞いたことがあるわ。確か──」

　少し思案してから、

「〝魔導連盟〟だったかしら」

「それ、知っています」

　黙だまっていたアリエスが口を開いた。

「王都内でそのような思想を声こわ高だかに語っている者を時に見かけます。確か、そんな名前でした。ただ、耳を貸している国民もほとんどいませんし、大した勢力でもありません。王子の首に爆ばく弾だんを仕し掛かけるような、大それた事は出来ないように思います」

　──魔法統制を解除すれば、魔法はもっと発展する？

　今でも人々は充じゆう分ぶん魔法の恩おん恵けいに与あずかっていると思うが、更さらにその先を目指した未来がノエルには想像できない。一体、どうなるというのだろう。

「終わった」

　リゼットががばっと、枕まくらから身体を起こした。

「何が聞こえた？」

　エスティカが聞くと、

「首輪をはめる、カチっていう音。その後、犯人が窓を開ける音も聞こえた」

　リゼットは一つ一つ思い返すように指折り数え始めた。

「犯人の声は聞こえなかった。一人かどうかも分かんない。足音も聞こえなかったから。そこにいる執しつ事じが起こしにくるまで、聞こえてたのは、王子の寝ね息いきだけ。それくらいかな」

「どうやら、犯人は犯行時に、王子の部屋の中から、窓を開けたようね」

　リゼットを信用するならば、犯人は開いていた窓から侵しん入にゆうしたのではない、という事になる。つまり、エスティカたちが空を飛んで、バルコニーから部屋に侵入したのではない、という事だ。

　自分たちの疑いを晴らす為に、リゼットが噓うそをついている可能性はあるが、身の潔白を証明する為に、王子の枕を手に入れるという手段が回りくどすぎる。

　今の所、リゼットの言葉は、信じていい気がした。

　クライスは眼帯に手を添えて、

「犯人は、堂々と扉とびらを開けて入り、出て行ったという事でしょうか？　王子の部屋には扉が一つしかありません。その扉の前には、国王親衛隊の兵士が二人、ずっと番をしていました。つまり、彼らは犯人を通しておきながら、誰だれも通していないと言った、という事になります」

　──国王親衛隊の兵士が犯人、或いは、事件に加担している可能性。

　それは充分に有りえる。

　容易たやすく王子の部屋に侵入出来た事から、犯人が王城内部に手が届く人物である事はまず間ま違ちがいないだろう。一いつ般ぱん人が許可なく王城に入ることは難しいし、犯行が行われたような時間帯に王城内をうろつく事は、ほぼ不可能だ。

　だが、ラティエルの身の回りに居る従者や兵士たちならば、王城に居たとしても怪あやしまれる事はない。

　ノエルはクライスに視線を向けて、

「ラティエル王子の従者はどれくらいいるんだ？」

「王子の部屋に出入りする者、という意味でなら十数人はいます。王子のお世話をする者は私一人ではありませんから」

　それを聞くと、誰でも王子に首輪をつけられたように思えた。

　従者や兵士を操あやつれば、実際に自分の手を汚さなくても犯行は可能だ。

　そのような事が出来る権力者は、王城内部に数多く存在している。

　まさかとは思うが、国王親衛隊の騎き士し長セリオンだってその中の一人だ。彼がその気になれば、部下の口を封ふうじる事くらいは容易い。

　どこまでがエスティカの算段だったのかは分からないが、ラティエルをここに連れてきたのは正しい判断だったのかもしれない。

　王城は安全なようで、安全な場所ではなかった。

　ラティエルは、それこそ相手の手の内にいるようなものだったのだ。

　何やら考えていたエスティカは、

「ねえ、王子は寝ている間に首輪をつけられても、目が覚めなかったの？　普通は気付きそうなものだけれど」

「ああ、起こされるまで全く気付かなかった。それにあの日は、目覚めても頭が痛くて、何か深い睡すい眠みんに陥るような魔ま法ほうをかけられたのかもしれない」

　ラティエルは決まりが悪そうに答えた。

　不意にエスティカが立ち上がり、

「さて、ここまでの情報で、王子の首輪が爆発するのを防ぐには、〝魔法統制の解除〟という要求を飲むか、或あるいは、犯人を捕つかまえて解除方法を聞き出すか。この二つの手段がある事が分かったわ。けれど、〝魔法統制の解除〟がどうなるか分からないし、犯人を捕まえた所で、素す直なおに解除方法を教えてはくれないでしょう」

　そう話を切り出す。

「そこで、取りうるもう一つの手段について言っておこうと思うの」

　彼女は右みぎ腕うでの袖そでを捲まくると、

「私はこの魔ま封ふう紋もんによって、魔力を封じられている。これは、かつて、魔王を封じたとも言われている強力な封印の魔法よ」

　その白く細い腕に刻まれた黒い模様をラティエルに見せた。

「この封印を首輪に移す事が出来たなら、王子から首輪を外せるわ。わかりやすく言えば、封印が解けないように、より強力な封印を上に重ねるの」

　王子の首輪を外せるというエスティカの自信は、その手段があったからなのだろう。

　ラティエルは驚おどろいた様子で、

「そんな事が出来るのか？」

「簡単には出来ないわ」

　それも当然で、簡単に出来るなら、最初からその手段をとればいいだけの話である。

　エスティカはノエルに視線を向けて、

「だから、ノエル・アースキンにかけられた呪のろいを利用する」

　──聞き捨てならなかった。

「俺は呪われていないぞ」

「いえ、呪われている」

「そんな事はない。それなりに幸せだ」

　エスティカは、クククと笑う。

「そうじゃないわ。ノエル・アースキン、貴方、この前、私の手に触ふれた時、この魔封紋が解けようとしたのを見たわね？」

「ああ、見たよ。その腕から黒い蛇へびみたいなのが出て、魔ま法ほう陣じんに変わった」

「貴方は、私が捕まっていた牢ろうの魔法錠じようも簡単に外した」

「あれはコツがあるって君が言うから──」

「どちらも、簡単に解けるような魔法じゃない。握あく手しゆ一つで魔王の封印が解けたら大変でしょう？」

「そりゃそうだろうけど」

「貴方あなたが触れた魔導具には〝解呪アンチマジツク〟の効果が現れている」

「〝解呪アンチマジツク〟だって？」

「そう。たぶん、無意識に触れた魔導具を無効化している。だから、魔法が使えないの。貴方には〝魔法が使えない呪い〟がかけられている」

「ちょっと待ってくれ。俺が魔法を使えないのは、その呪いのせいだと？」

「元々の体質なのか、誰かにそういう強力な魔法をかけられたのか、原因はわからないけれど、そうよ。勘かん違ちがいしてはいけないのは、魔法の効果を無しにするんじゃなくて、魔導具を無効にするという事。魔法で生み出された炎ほのおは消す事が出来ないけれど、魔導具から炎がでないようにする事は出来る」

　──思い当たる節は……たくさんある。

　そもそも、魔導具が一いつ切さい使えない事がそうだが、〝冷却クール〟のかかった保存庫に触さわって中身を全部腐くさらせてしまった事なんかもざらにある。「お前が触ったら魔導具が壊こわれる」と友人に言われて、いつしか、魔導具に触らないようになっていた。

　エスティカの言う通りなのだとしたら、今まで経験してきた事、全すべてに納なつ得とくが行く。

「やる事はあの時と同じ。貴方が私の手に触れて、封印が解け始めたら、今度は王子の首輪へと封印をかけ直すの。そうすれば、首輪は完全に封印されて、仮令たとえ無理やり引きちぎったとしても爆発はしないわ」

　エスティカがノエルの協力が必要だと言っていた意味がわかった。彼女が求めていたのは、騎士としてのノエルの力ではなく、この〝解呪アンチマジツク〟の力だったのだ。

「ただ、この魔封紋が解ける時には、魔法をかけられていた対象物には死が与あたえられてしまうの。つまり、王子は助かるけれど──」

　そして、エスティカはちょっと困った、みたいな顔で、




「私は死んじゃう」




　──いや、それは駄だ目めでしょうよ。




　　　　２




「他人の命を犠ぎ牲せいにしてまで、助かりたいとは思わない」

　断固として反対するラティエル王子と、

「人の上に立つ者は時に、そういう判断をしなくてはならない事もあるのよ」

　そう主張するエスティカとで話は平行線を辿たどる。

　そこへ、クライスが手配していた伝令がやってきて、

「国王陛下は、〝魔法統制の解除〟を命令されませんでした」

　との報告をした。

「自決しそこなったな」

　ラティエルは憮ぶ然ぜんたる面おも持もちでそう呟つぶやく。

　もし〝魔法統制の解除〟が為なされていたら、彼は本当に自決していたかもしれない。

　そう思わせるほどの覚かく悟ごがその態度から窺うかがえた。

　──残る手段は、犯人を捕まえて魔法を解除させるか、エスティカを犠牲にして首輪を外すか。

　ラティエルだけでなく、ノエルとしても、後者は選せん択たく肢しとして認められない。

　だが、今のところ、犯人の目星はついておらず、他の手がかりも無い状じよう況きようだった。

　誰も言葉を発しない重い空気の中、

「さあさあ、お腹なかが減っていたら、良い案は思い浮うかばないわよ。少し早いけれど、お昼ご飯にしましょう」

　というアニタの提案で、昼食を摂とる事になった。

「そうね。何にせよ、腹はら拵ごしらえは必要だわ」

　アニタから食事を受け取ったエスティカは、ツンとした態度で、ノエルから離はなれた席に行ってしまった。そこで何やらリゼットに、こそこそと耳打ちをしている。

　ノエルは仕方なく、黙もく々もくと口に食事を運んでいた。

「それ、美味おいしいのか？」

　正面に座っていたラティエルが、興きよう味み津しん々しんといった様子で聞いてくる。

「美味うまいですよ。アニタさんは料理上手ですから」

　切込みをいれたパンの間に、香こう辛しん料りようをつけて焼いた鳥肉と野菜を挟はさんだだけのサンドイッチである。アニタ特製のソースがかかっており、それがなんとも言えない美味しさを引き立てていた。

「ナイフとフォークを使わずに、かぶりつくのか。初めて見た」

　あまりにも熱心に見つめてくるので、

「王子も召し上がりますか？」

「……いや、それはいい。クライスが怒おこるから」

　はっきりと断られた。

　その執しつ事じクライスはこの場にはおらず、

「王子の食事は私が作ります。絶対に、変な物をお与えにならぬようお願い致いたします。お腹を壊しますので」

　と食材を買いに外に出ていた。

「クライスは執事として長いんですか？」

　ノエルは何の気なしに尋たずねる。

　彼のラティエルへの忠誠心は、かなり厚いように思えた。

　そして、ラティエルもまた、彼を深く信しん頼らいしているように見える。

「彼は代々王家に仕える執事の一族なんだ。幼い頃ころから一いつ緒しよで……なんて言ったらいいかな、兄のような存在、だろうか。幾いく度どとなく助けられてきたし、どんな事があっても、クライスだけは味方でいてくれると信じられる。そういう存在は君にもいないか？」

　そう言われてノエルが思い出すのは、兄であるセリオンだった。

　何を考えているのか、いつも口にこそ出さなかったが、セリオンはいつもノエルの味方でいてくれたように思う。今では疎そ遠えんになってしまったが、どんなに追い詰つめられた時でも背中を預けられる者と言えば、あの無骨で、不器用な兄の姿が思い浮かぶ。

「なんとなく、分かる気がします」

　ラティエルは嬉うれしかったのか、

「クライスは本当の私を知っていてくれる──」

　その時、

「くーきゅるるるるる！」

　酒場中に鳴り響ひびくくらい盛せい大だいに、異音が聞こえた。

　それは誰だれもが食事の手を止めるくらい大きな音だった。

　目の前のラティエルが顔を耳まで真っ赤にして俯うつむいている。

　──これは困った。どうしよう。

　ノエルが固まっていると、アリエスがこちらにつかつかとやってきた。

　まだ手を付けていなかった自分の分であろうサンドイッチの乗った皿を卓たくの上に置き、ナイフとフォークを使って端はしの部分を切り離すと、それを口の中に入れる。

　そして、咀そ嚼しやくして飲み込むと、

「僭せん越えつながら、従騎き士しアリエス・クルールが毒味をさせて頂きました。安全なようです。宜よろしければどうぞ」

「すまない……」

　ラティエルが蚊かの鳴くような声で答えた。

　アリエスは小さく敬礼して席に戻もどる。

　──なんて有能な従騎士！

　彼女の目の前にアニタが何も言わずに、食事を置いた。

　作ってはいたものの、出せずにいた王子の分のようだ。

「音にも品を感じたわね」

　とエスティカ。

「楽器のようでしたねー」

　とステラ。

「王子様だって。人間だもの」

　とリゼット。

　──空気の読めない三人だ。

「王子、お口に合うかどうかわかりませんが、庶しよ民みんの食事を理解する為ために、一口いかがでしょうか。折角の機会ですので」

　ノエルの提案に、

「無む駄だにするのも申し訳ない。頂こうか」

　ラティエルはおずおずと料理に手を伸のばした。

「だが、くれぐれも、クライスには内ない緒しよにしてくれ」

　そう念を押してから、料理にかぶりつくと、

「……んー♪」

　紫色ヘリオトロープの瞳ひとみを輝かがやかせ、歓かん喜きの声を上げた。

　その様子をじっと見つめていたノエルに、

「──なんだ、ノエル騎士、何かおかしいか？　食べ方か？」

　ラティエルが恥はずかしそうに眉まゆを顰ひそめる。

「いえ、なんでもありません」

　なんだか、まるで──。

「美味いな。この食事。いつもはもっとこう、なんというか、薄うすいというか、味気ないというか、ここまでの野性味を感じないというか」

　どうやらラティエルは料理が気に入ったようだ。

　彼は小こ柄がらであり華きや奢しやである。いつも隣となりに立っているクライスより頭一つ分は小さい。

　だからかもしれないが、なおさら、その細い首にはめられた黒い首輪が、不釣つり合いに見えた。

　ノエルは、ふと自分の手に視線を落とす。

　──〝解呪アンチマジツク〟。

　触ふれた魔ま導どう具ぐを無効化する呪い。

「あっ」

　突とつ然ぜんの閃ひらめきに、思わず声が出てしまう。

「王子、ちょっと、失礼します」

　エスティカを犠牲にしなくても、もっと簡単に解決する方法があるかもしれない。

　ノエルがラティエルの首輪に右手を伸ばして──。

「やめなふぁーい」

「ふぉッ!?」

　横合いから突然顔がぐいっと出てきて、ノエルは手を引っ込めた。

「死ぬふぁよ」

　それは、頰ほおいっぱいに食事を詰め込んだエスティカだった。

　モグモグと咀嚼して、ゴックンと飲み込む。

「……〝広範エクス囲プロ爆ージ発ヨン〟の魔導具の上に、封ふう印いんの魔法が重ねられていると言ったじゃない。貴方あなたが触れたら、おそらく、外側の封印の魔法だけが無効化される。つまり──」

　エスティカは冷めた瞳で、

「今すぐ、どっかーん！」

　勢い良く両手をあげた。

「絶対に、触れちゃダメよ」

　彼女はキッチンのアニタに顔を向けると、

「アニタ・ロラン、慌あわてて、全部食べちゃった。もう一つ頂ちよう戴だい」

　そうオーダーして、黒くろ髪かみをさらっとなびかせ、颯さつ爽そうと自分の席に戻っていった。

　──髪を振ふり乱した黒い化け物が飛んできたかと思った。

「……フフッ」

　ノエルの目の前でラティエルが、

「今の顔見たか？　頰ほお袋ぶくろに一いつ杯ぱいで、まるでリスみたいだったな！　それに、ノエル、君は、『ふぉッ』だって！　アハハ！　変な顔だった！」

　目め尻じりに涙なみだを浮かべ、腹を抱かかえて笑っている。

　堅かたい人物なのかと思いきや、意外とよく笑う人物らしい。

　それに、その仕草はなんだか、まるで──。




「ラティエル王子」

　入り口では荷物袋を手に提さげたクライスが、仁に王おう立ちしていた。

「昼食は〝ジャガイモのほっこりスープ〟ですが？」




「あは……」

　サンドイッチを手にしているラティエルの口から、乾かわいた笑いが漏もれた。




　　　　※




「しかし、なぜ、ラティエル王子だったのでしょうか」

　執事のクライスが釈しやく然ぜんとしない様子で、眼帯に手を添そえる。

「犯人の目的である〝魔法統制の解除〟は叶かないませんでした。しかし、王子ではなく、エルヴィン国王陛下に首輪をはめていれば、話はもう少し違ちがっていたように思います。こう言ってはなんですが、陛下も御ご自分の命と引き換かえにだとしたら、考え方も変わっていたのではないでしょうか」

　その傍かたわらではラティエルが、クライスの作ったスープを掬すくって口に入れていた。なんだかとてもドロドロしていて美味しくないのか、気持ちが沈しずんでいるように見える。

「クライスの言う通りだ」

　ノエルは同意した。

「〝魔法統制の解除〟という目的を達成するなら、エルヴィン国王に仕し掛かけた方が断然いい。ラティエル王子を殺しても、それはただの報復行こう為いにしかならない。向こうは、また、新たに別の手を考えなくちゃならないからな」

　食後の一杯に口をつけていたエスティカが、

「もし、エルヴィン国王に首輪をつけたとして、それでも要求を飲まずに彼が死んだら、次の国王は誰になるのかしら？」

「私だよ」

　ラティエルが端たん的てきに答えた。

「王位継けい承しよう権は、直系の男子が最優先になる。いかなる理由があっても、女子には王位は継承されない。建国史上、女王が誕生した事はないからね。もし、国王に複数の后きさきがいて、それぞれに男子がいれば、その中から選ばれる事になるが、父上の子は私一人だ。だから、私が次の国王になる事は間違いない。それに──」

　彼はスプーンを置いて、ため息をつく。

「父上に首輪をつけることは、不可能だよ」

「そうね。それは不可能ね」

　訳知り顔でエスティカが頷うなずいた。

「今、玉座に就ついているエルヴィン国王は、偽にせ者ものだもの」

「どういうことだ、エスティカ」

　勿もち論ろん、ノエルには初耳だった。

「数年前から消息を絶っているの。だから、魔法統制を解除しないという選せん択たくは当然だった。選択したのではなく、国王がいないから、その判断ができなかったのよ。それを知っているのは、国政に関かかわる上層部のほんの一ひと握にぎり。私たちはその失しつ踪そう事件に関わったから知っている」

「つまり、犯人はそれを知っていて、ラティエル王子に首輪をつけたという事か？　だが、王子が死んだとしても、国王は変わらないぞ」

「王位が欲しいだけなら、両方殺せばいいのよ」

　エスティカは、なんでもない事のように、

「ラティエル王子を爆ばく発はつさせた後、王城に居るエルヴィン国王を暗殺する。相手は寝ねている王子に首輪をつけられる人物よ。不可能だとは言えないわね」

　クククと冷たく笑う。

「次の国王になって〝魔法統制の解除〟を為なせば、目的が達成出来るわ」

　ノエルはどうも腑ふに落ちない。

「それなら最初から、エルヴィン国王陛下とラティエル王子の両方に首輪をつければ良かったんじゃないか？　後から暗殺するのは二度手間だ。さすがに、警備が厳しくなっている今、そう容易たやすく暗殺なんて出来ないぞ」

「きっと、作れなかったのよ」

　エスティカはラティエルの首輪を指さして、

「あの中身は私が作った魔導具よ。相手はそれを封印できる腕うではあるけれど、仕組みを理解して複製する事が出来なかった。その程度の魔術師だったんじゃないかしら」

「王子、スープがまだ残っていますよ。早くお食べになって下さい」

　眉を顰めたクライスがめざとく見つけて注意する。

　ラティエルは大人しくスプーンを手にとって従った。

「その程度のとは言いますが──」

　入り口の壁かべに背を預けていたアリエスが口を挟はさむ。

「こう見えて、エスティカ嬢じようは天才魔術師です。ルルイエ・クラフトを完かん璧ぺきに複製できる魔術師なんて、そういませんよ」

「こう見えてって、どう見えて？」

　エスティカは心外といった面おも持もちで、

「引っ込み思案で奥手な、どこにでもいる町まち娘むすめに見えるかもしれないけれど、ちゃんとした魔術師よ」

　──誰だれもそんな風に君を見ていないと思うけれど。

「とにかくだ」

　ノエルは仕切り直す。

「もし仮に、ラティエル王子と国王陛下の暗殺に成功したとして、次に国王になるのは誰なんだ？　そいつが怪あやしいんだろう？」

「候補はエルヴィン国王の異母兄弟ね」

　エスティカは手のひらを開いたり閉じたりして、

「あのスケベジジイ──もとい、ジークハルト陛下は、『英えい雄ゆう色を好む』を体現するかのような人で、色んな人とたくさんの子供を作ったわ。だから、候補は両手に余るくらい。エルヴィン国王は正せい妃ひの子供だから王位に就いたけれど、異母兄弟となれば、本当にたくさんいる。そして、どいつもこいつも、ろくでもない奴やつらばかり。きっと、醜みにくい王位争そう奪だつが見られるわね。貴方も知っているじゃない」

「何を？」

「空飛ぶかぼちゃパンツ、ペルデペル・ペロー侯こう爵しやく。あれもその中の一人よ」

　それを聞いてノエルは、はっと思い出した。

「……アリエス、騎き士しを叙じよ勲くんできる人物は誰だ？」

「いきなり何を言い出すんですか。国王陛下だけですよ。ノエル騎士も、エルヴィン国王に叙勲されて騎士になったんでしょう？」

「そうだ。だが、ペルデペル侯爵は君に『近いうちに騎士に取り立ててやる』と言っていたな。今にして思えば、まるで、近いうちに国王になるみたいな発言だ」

「……いましたね。そんな変態」

　アリエスは嫌いやな事を思い出したというように、首を竦すくめた。

「それって、花屋のサラちゃんを斬きりつけた人？」

　食器を洗っていたアニタが手を止めて、顔を上げた。

「さっき、その人の話を聞いていたんだけど、『最初はエルヴィン国王かと思った』ってサラちゃんが言っていたの。だって、紫色ヘリオトロープの瞳ひとみをしていたし、『我わが輩はいの国に、こんな物は必要ない』って言ったんだって。でも実際は『王様気取りの嫌なお爺じいさんだった』って」

　こんなにも早く、その名を思い出す事になるとは思わなかった。

　王弟ともなれば、王城内部にもそれなりの影えい響きよう力を持つ。

　一いつ般ぱん人が王子に爆ばく弾だんを仕掛ける事を考えれば、ずっと難易度は下がる。

「一つ、気になる事があります」

　アリエスが神しん妙みような顔で、

「先日の事件があったその日のうちに、ペルデペル侯爵から、我が家に招待状が届いたのです。あんな目にあった後に、よくもまあ、私を誘さそえるものだなと感心しましたが、確かに、食事には誘われていたので、変には思っていなかったのですが──」

　一枚の封ふう筒とうを取り出した。

「今夜、ペルデペル侯爵邸ていでパーティがあります」

　そんな招待状をずっと肌はだ身み離はなさず持っていたという事は、満まん更ざらでもなかったのだろうか。

　アリエスの騎士になりたいという気持ちは、かなり根強いのかもしれない。

「それは気になるタイミングね」

　エスティカは興味深そうに瞳を細めて、

「有力者や協力者をパーティに招いておいて、そこで味方に引き入れる腹積もりかしら。パーティの最中、王子暗殺の一報を聞きつけ、『王城に暗殺者がいる』と挙兵。どさくさに紛まぎれて、王城内部に潜ひそませていた人物に国王を暗殺させる。そこで誰か適当な人物を暗殺者に仕立てあげ、さながら自分が国王暗殺犯を捕とらえたように見せかけて名を上げる。そして、政権が不安定として、自身はそのまま王城に居座る。王位継承権が横並びなら、それで一つ頭が抜ぬけ出るわ」

　──ペルデペル侯爵による王位の簒さん奪だつ？

「〝魔導連盟〟と関連付けて考えるなら、こんなのはどうかしら。〝魔導連盟〟は侯爵に王位を与あたえる事を条件に、ペルデペル・ペローに〝魔法統制の解除〟を約束させた。侯爵は王に成り、〝魔導連盟〟は〝魔法統制の解除〟が叶う」

「本当にペルデペル侯爵はそんな事を考えているのか？　国王を気取っているというだけで、まるで事件の黒幕みたいになっているが」

　半信半疑でノエルは聞き返した。

　そこまでいけば、クーデターだ。

「どの道、タイムリミットは今夜よ。当てが外れれば、私か王子のどちらかが死ぬ。それを避さける方法は一つ、犯人に爆弾を解除させるしかない。ペルデペル・ペローに関して言えば、怪しいことは確かだし、探さぐりを入れるには適任の人物がいる」

「嫌ですよ、私は」

　先を読んでアリエスが口を挟んだ。

　エスティカは無視して続ける。

「リゼットの音おん符ぷのブローチをつけて、正面から入ってもらえばいい。そうすれば、中の様子が分かる。クーデターを企たくらんでいるのなら、王城に乗り込んで制圧できるだけの、規模の大きい私兵部隊をどこかに待機させているはずだし、本人から自白を引き出してもいい。とにかく、何か証しよう拠こになりそうなものを見つけたらいいのよ」

「絶対に嫌ですよ。とにかく何か証拠って何ですか、ざっくりとしすぎです」

　なおも主張するアリエスを、

「分の悪い賭かけに思えるが、他に方法がないのなら、やるしかないのか」

　相手にせず、ノエルは思い悩なやむ。

　何か見落としているような、多少強ごう引いんな推理である気がしないでもない。

「ラティエル王子──」

　エスティカは視線をやって、

「どうするかは、貴方あなたの判断に従うわ」

　ラティエルは瞳を閉じて、しばらく考え込んだ後、

「従騎士アリエス・クルール。君に私の命運を託たくしてもいいだろうか？」

　真しん剣けんな表情でアリエスに問いかけた。

「……王子たってのご命令とあらば、従わないわけには参りませんね」

　アリエスは胸に手を当てると、深く敬礼して応こたえた。




　ふと、エスティカが、小さな微び笑しようを浮うかべたのをノエルは見み逃のがさなかった。

　ノエルの胸中に言い知れぬ、一いち抹まつの不安が広がる。

　彼女は結局、自分の命を代だい償しように王子の首輪を外せれば、それで良いと考えているのではないだろうか。

　それはまるで、死に場所を求めているみたいで──。




　暖かな陽ひ射ざしが差し込む窓辺では、全く会話に加わっていなかったステラとリゼットが寄り添そって幸せそうに微睡まどろんでいた。




　　　　※




「それじゃ、各自、準備に取り掛かかって。予定の時間までは好きに行動してていいわよ」

　エスティカと今後の行動を決めた後、ノエルは自分の部屋に戻もどってきていた。

　睡すい眠みん時間は足りておらず、戦せん闘とうによって身体からだは重く疲ひ労ろうしているのが分かる。

　ベッドに腰掛け、腕を伸のばして軽くストレッチした。

　このまま倒たおれ込めば、すぐにでも深い眠ねむりに落ちる事だろう。

　これからの事を考えるなら、少しでも身体を休ませておくべきだ。

　でも──。

　本当にこれでいいのだろうか。

　少し、状じよう況きようを整理してみる。

　国が魔導具の使用を管理する〝魔法統制〟。

　ラティエル王子に首輪をつけた犯人はその解除を要求している。

　そして、〝魔法が導く、新たな世界の創造〟を提唱しているのが〝魔導連盟〟。

　彼らもまた、〝魔法統制の解除〟を望んでいる。

　もし、〝魔法統制の解除〟が為なされれば、魔導具は国の管理外となって、どんな魔法でも自由に使えるようになる。それによって、魔法文明は更さらなる発展を遂とげる可能性があるが、当然、危険な魔法の解禁により国は混乱し、犯罪も多発する事だろう。

　一方、犯人は、爆弾を仕掛ける相手に、エルヴィン国王ではなく、ラティエル王子を選んだ。そこには何らかの理由がありそうである。

　さらに、ペルデペル侯爵は、その言動から、国王に成りたいという願望を持っているようだ。

　これらの事から、〝魔導連盟〟はペルデペル侯爵に王位を与え、侯爵は〝魔導連盟〟に〝魔法統制の解除〟を約束することで、利害が一いつ致ちし、互たがいに通じてこの国の王位簒奪を目もく論ろんでいるのではないか、というのが、エスティカの推理であり、事件の概がい要ようだ。

　──何か見落としはないだろうか？

　肝きもは、やはり、犯人の目的である〝魔法統制の解除〟だろうか。

　それによって、メリットを得る者は誰だ？

〝魔導連盟〟──　彼らが〝魔法統制の解除〟を為した先に望むものは何なのか。

　そして、なぜ、今ある平へい穏おんを捨ててまで〝魔法統制の解除〟を望むのか。

　魔法が使えないノエルには、それを求める理由がよく理解できない。

　──魔法が使えなくても、出来る事はいくらでもあるというのに。

　そこまで魔法に頼たよらなくても、人は生きていける。

　実際に自分がそうだし、不自由はあっても、魔法が絶対に必要だとは、ノエルには思えなかった。

　しかし、どうしても気になるのは、あの少女、エスティカ・ルルイエである。

　今は魔法を封ふう印いんされ、それを解くと死に至るという。

　なぜ、彼女は魔法を封印されたのか。

　そして、なぜ、彼女は死にたがって見えるのか。

　彼女には幾いくつも謎なぞがある。

　信用したい気持ちはあるが、どこかまだ信用しきれない。

　彼女は何かしらの闇やみを抱かかえているように思う。

　──おそらくは、彼女自身もその闇を自覚している。

　まさか、彼女こそ〝魔導連盟〟の一員で、〝魔法統制の解除〟を願っているという事はないだろうか。

　ノエルは小さく頭を振ふった。

　今はあれこれと邪じや推すいして、エスティカを疑っても仕方がない。

　仮令たとえ、誰だれにどんな思おも惑わくがあっても、その時、最善の行動がとれるようにすべきだ。

　ノエルはベッドから降りると、床ゆかに伏ふせてその下に手を突つっ込んだ。

　そこから取り出したのは、黒十字の柄つかを持つ騎き士し剣けんである。

　──騎士は騎士剣に魔法を一つ付ふ与よする事が認められている。

　だが、この騎士剣には、何の魔法も付与されていない。




　師し匠しようから貰もらった騎士剣、その名は──〝応答者アンサラー〟。




　賭けにはなるが、ノエルには一つだけ使える手段があった。

　だが、まだ使うには早い。

　今、その手段を使ってしまったら、真相や犯人に辿たどりつけなくなってしまう。

　たとえ、危険を冒おかしてでも、犯人は捕らえたかった。

　そうしなければ事件の解決とは言えず、また、同じ事が繰くり返される事になるからだ。

　それに、この事件にはまだ何か隠かくされている。

　そんな気がするのだ。




　その時、コンコンと部屋がノックされた。

　ノエルは騎士剣を手に、ドアを開ける。

　そこには、黒衣の少女、エスティカの姿があった。

「ちょっといいかしら」

　こちらが承しよう諾だくする前に、ずかずかと部屋の中に入ってくる。

「少し話しておきたい事があるの」

　エスティカは部屋をぐるりと見回して、「面おも白しろみのない部屋ね」と呟つぶやいた。

「俺も聞きたい事があるんだ」

「あら、何かしら？」

　彼女はノエルのベッドに腰掛ける。

「答えられる事には、答えるわ」

　この機会に、少しでも彼女への疑念を晴らしておきたい。

「どうして、魔ま法ほうを封じられたんだ？」

　エスティカは「ふむ」と、小さく頷うなずくと、

「この世界に、刃は物ものが存在しなければ、誰も斬きられる事はない」

　右みぎ腕うでをあげて、そこに刻まれた魔ま封ふう紋もんを指でなぞった。

「同じように、魔法が存在しなければ、魔法による事件は起きない。そんな風に思った事はない？」

　こちらに向けられた彼女の瞳ひとみは、いつかのカフェで見た時のように、暗く沈しずんでいた。

「使い方次し第だいだろう」

　ノエルはその眼まな差ざしを受けて答える。

「刃物があったとしても、それで人を斬ろうとしなければ、誰も斬られることはない。刃物も魔法も、所しよ詮せんは道具だ。扱あつかう人間次第で、便利な道具にも凶きよう器きにもなる。存在する事が悪いとは、俺は思わない」

「そうね。私もそう思っていた」

　手を下ろしたエスティカは、その指先を見つめた。

「私はたくさんの魔法を生み出したわ。あの頃ころは、自分でも神がかっていたと思うくらい、色んな発想が次から次へと湧わいて出てきて、思いつくがまま、魔導具という形にしていった。それがどれほどの力を持ち、世界にどんな影えい響きようを与あたえるか、特に考える事もなくね」

　そして、重い溜ため息いきを吐つく。

　まるで後こう悔かいの塊かたまりを吐き出したみたいだった。

「どれも便利な魔法になると思ったの。今回の〝広範エクス囲プロ爆ージ発ヨン〟の魔法もそう。人の手に余る硬かたい岩がん盤ばんや採さい掘くつに使えると思って作った。その時はまさか、誰かがそれを人間の首に仕掛けるなんて事を、考えもしなかったの」

　ノエルが感じた、エスティカが抱えている闇とは、それだったのかもしれない。

　──慙ざん愧きの念。

「幼い私は、人間の善意を信じ過ぎていた」

　彼女の瞳に小さな怒いかりが宿る。誰かに対してか、或あるいは、自分に対してのものなのか、それとも、その両方なのか、それは分からない。

「そして、私は自分が作った魔法を試ためしたくて仕方がなかった。実験という形で、色んな所に行って、魔法を試した。自分が思う満足な効果が得られたら、その魔導具は欲しがる人に譲ゆずった。使いたかったんじゃなくて、作りたかっただけなのよ。誰もが私の魔法は便利だと賞賛し、皆みなが私の魔導具を欲しがった。私は求められるがまま、新たな魔法を作り、与え続けた。それを面白いと感じ、愚おろかにも、生きがいだと思った。自分でも憶おぼえてないくらい、数多くの魔法を生み出したわ」

　エスティカの自じ嘲ちよう的な言葉は続く。

「気づいた時には遅おそかった。私の作った魔法が悪用され、多くの人が傷つき、死んだ。私の作り出した魔導具の数よりも、何倍も、何十倍もの人たちが、命を落としたわ。ねぇ、私が魔法を作らなければ、誰も死ななかった、そうは思わない？」

　ノエルには、エスティカにかけられる言葉がなかった。

　でも──。

「それでも、悪いのは悪用した人間だよ」

　慰なぐさめの言葉ではなく、ノエルは本当にそう思う。

「道みち端ばたに転がっている石でも、人を殺せるんだ。でも、石はそんな事の為ために存在しているんじゃない。いや、石が何の為に存在しているかなんて、分からないが……少なくとも、石が存在する事が悪いんじゃなくて、人間がそんな風に使う事が悪いんじゃないのか？」

「そうであったとしても、魔法は石ころと違ちがって、人の手に余る、過ぎた力よ」

　ただでさえ白いエスティカの肌はだが、ひどく青ざめて見えた。

「私は危険な魔導具を生み出す者として、魔法を封印され、捕とらえられた。私の作った魔導具の多くは国に回収されたけれど、全すべてではないわ。だから、こうして、今回みたいな事件が起きる」

　エスティカは立ち上がると、

「……やめましょう。こんな事、話すつもりはなかった」

　そして、いつものように、クククと悪い笑えみを浮うかべて、

「私は今、〝誓約の魔術師〟として、魔法事件を解決している。それが全てよ」

　それが彼女なりの責任のとり方だという事だろう。

　死に場所を求めて見えたのは、エスティカの良心の呵か責しやくと背負った責任の重さからきたものだったようだ。

　ノエルは自分の手にある騎士剣を見る。

　だからこそ、彼女にこの騎士剣の事は言えなかった。

　──今はまだ、その時ではない。

「そうそう、貴方あなたに言っておかなければならない事があって、ここに来たんだった」

　エスティカは取り繕つくろうように、平然と振る舞まう。

「ペルデペル・ペローがこの事件に加担しているかなんて、本当はどうでもいいの」

「どういう意味だ？」

　これから、侯こう爵しやく邸ていへと乗り込もうとする矢先に、妙みような発言だった。




「真犯人は他にいるわ」




　誓約の魔術師、エスティカ・ルルイエは艶えん然ぜんと微び笑しようした。




　　　　３




　日が暮れた。

　王都の北は、貴族区とも呼ばれる場所で、爵位を持つ貴族たちが多く住む地区である。その名の通り、豪ごう奢しやな建物が立ち並び、整理された小こ綺ぎ麗れいな街並みが広がっていた。

　そんな貴族区の中でも、一ひと際きわ、広大な敷しき地ちを持つ侯爵邸の門前に一台の馬車が止まった。

　灯ともり始めた青白い魔法灯に照らされる中、一人の女性が馬車から降りる。

　彼女は華はなやかな真しん紅くのドレスを身にまとい、長い髪かみをアップにして、真っ赤な薔ば薇らのコサージュをつけている。その姿は、門番が数すう瞬しゆんの間、見み惚とれるほどで、今まで門を通してきた者たちの中で、最も可か憐れんで美しかった。

　その女性は手に持っていた招待状を門番に差し出すと、

「アリエス・クルール」

　と名乗って微笑ほほえんだ。

　門番は慌あわてて受け取り、中身を検あらためる。

「──どうぞお通り下さい。正面の邸やしきにいるメイドが会場までご案内します」

　アリエスは一歩進もうとして、

「あっ……！」

　段差に躓つまずいてよろめく。

　とっさに門番がそれを支えて、

「足元にお気をつけ下さい、お嬢じよう様さま」

「……クソ歩きにくいな、この靴くつ」

「え？」
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「ありがとう」

　アリエスは上品に会え釈しやくすると、何もなかったかのように歩き始めた。

　その背中を目で追っていた門番は、気のせいだと小さく頭を振ると、次にやってきた馬車の元へと向かった。




　邸までの道すがら、アリエスはそれとなく辺りに注意を払はらった。

　中央に尖せん塔とうを持つ侯爵邸は、小さな砦とりでと表現してもいいような堅けん牢ろうさで、敷地内には林のように緑が茂しげっている。ところ構わず姿を見せる私兵も相当な数で、まるで誰だれかに攻せめ込まれる前のように厳重だった。

　ペルデペル侯爵に目星をつけたのは、あながち的外れではなさそうだ。

　アリエスは、これから何かが起きるだろうという予感めいたものを感じ取った。

　やがて、邸に辿り着いたアリエスを、整然と列をなしたメイドたちが迎むかえ入れる。

　一人のメイドが前に進み出て、

「お名前を」

　アリエスが名乗ると彼女はお辞じ儀ぎをし、先導を始めた。

　侯爵邸の玄げん関かんは吹ふき抜ぬけのホールになっており、綺麗なシャンデリアや絵画、半はん裸らの彫ちよう像ぞうといった美術品で飾かざられている。いかにも貴族の邸という感じだった。

　通路を歩く。

　辺りは静かで、パーティの喧けん騒そうは感じられない。

　何度も角を曲がって、アリエスが訝いぶかしく思い始めた頃、メイドは扉とびらの前で立ち止まってノックした。

　応答があり、メイドは扉を開けて、アリエスを中へと促うながす。

　ランプの灯あかりが揺ゆれる部屋の中は薄うす暗ぐらい。

　背後で扉が閉まる。

「ようこそ、我が邸へ」

　正面の机で肘ひじをついていたペルデペル侯爵が立ち上がって、

「歓かん迎げいするぞ。アリエス・クルール」

　両手を広げた。

「お招きありがとうございます。侯爵」

　アリエスが恭うやうやしくお辞儀をすると、侯爵は近寄ってきて鼻をスンスンと鳴らし、

「ふむ。ナルシスの花の香こう水すいか。余計だな。残念だ。なぜ、己おのれの匂においを隠かくすのか」

　失望のため息を吐く。

「花の香かおりは、虫を引き寄せるもの。人間の牝めすの匂いは、牡おすを引き寄せるもの。我わが輩はいは人間である。花の香りには引き寄せられぬ。香水など、余計だ。貴方は余計なものを身に纏まといすぎておる。例えば──」

　侯爵はアリエスの開いたドレスの胸むな元もとに手を伸のばすと、

「これとかな」

　そこにあった音おん符ぷのブローチを引きちぎった。

「貴方は愚か者だ。このまま大人しくパーティに参加して、我輩に忠誠を誓ちかえば、可愛かわいがってやったものを、目め障ざわりな虫けらとして炎ほのおの中に飛び込んできた。貴様らの浅はかな企たくらみなど、筒つつ抜ぬけだというのに」

　侯爵はブローチを机の上に置くと腰こしの剣けんを抜き、それを力任せに叩たたき割った。

「これで我輩との会話は聞こえなくなったな」

　どうやら、それが会話を外に伝送できる魔導具だという事まで知っていたようだ。

　背後の扉が開かれて、通路からぞろぞろと甲かつ冑ちゆうを着込んだ兵士たちが現れた。

「さて、あの小こ僧ぞうはここまで貴方を助けにくるだろうか。そうあって欲しいものだな。あの時の屈くつ辱じよくを忘れはせぬ。あれからずっと、我輩を侮ぶ辱じよくした者たちを、この剣で切り刻む事だけを考えていたのだ」

　侯爵はピンと尖とがった口くち髭ひげを撫なでると、

「しかし、貴方があの恥はじと不ふ名めい誉よに塗まみれたクルール家の出自だとはな。そのような家があった事すら、すっかり忘れていたぞ」

　アリエスは僅わずかに眉まゆを顰ひそめる。

「今は町民の身分だと言うではないか。騎き士しにでもなりたかったか？」

　──そう、私は何としてでも、騎士になりたい。

　その思いはアリエスの心深くにある。

「家の再興の為か？」

　──家の再興などは考えていない。

　アリエスの父は貴族でありながら、同じ貴族の罪を暴あばこうとして、罠わなに嵌はめられ、身に覚えのない罪を被かぶらされ、失意の中、首を切り落とされた。

　彼女は父の最さい期ごと、その時残した言葉を、ずっと憶おぼえている。

　──〝罪には罰ばつを与あたえよ〟。

　アリエスが、どうしても騎士になりたい理由は──。

「なれるわけがないだろう。身の程ほどをわきまえぬ野望を抱いだきおって。だが、そうだな……這はいつくばって、我輩の靴でも舐なめながら、永遠の忠誠を誓うなら、国王となる我輩の側そばにおく事を考えてやってもいいぞ？」

　侯爵はふんぞり返って、足を突つき出す。

「なんだか──」

　しかし、彼女は艶つややかな紅べにのひかれた唇くちびるを歪ゆがませて、

「あなたからは汚お物ぶつの匂いがしますね」

　挑ちよう発はつ的に微び笑しようした。

「似たもの同士、あなたは馬ば糞ふんにでも頭を突っ込んで、匂いを嗅かいでるのがお似合いです」

　アリエスの頰ほおに平手打ちが飛んだ。

「……この畜ちく生しよう女め。後で死ぬほど後こう悔かいさせてやる。おい、塔に連れて行け！」

　命令された兵士が背後から彼女の腕うでを強く摑つかんだ。

　そして、ペルデペル侯爵はアリエスに詰つめ寄り、

「いいか、貴様をこれからずっと閉じ込めてやる。いつか、獣けもののような匂いを振ふり撒まいて、己が畜生に過ぎぬ事を思い知るがいいわ」

　愉ゆ悦えつの入り混じった表情で囁ささやいた。




　アリエスは思う。

　──私は、罪を犯おかした者の貴き賎せんを問わず、罰を与えられる騎士になりたい。

　それが出来るのは、国王親衛隊の騎士ではなく、貴族も捕つかまえる事が出来る王都防衛騎士団の騎士だけだ。

　ふと、ノエル・アースキンの姿が思い浮うかぶ。




　──彼がそんな騎士である事を認めるのは、何だか悔くやしい。




　　　　※




　アリエスが侯こう爵しやく邸ていに赴おもむいてから、少し後。

　ラティエルの首輪が爆ばく発はつするまで、残り一時間を切った頃ころ合あい。

「よし、行くか」

　ノエルは部下である王都防衛騎士団の兵士たちに声をかけた。

　その数は十名にも満たない。

　夜の帳とばりが降りて、兵士たちは青白い魔ま法ほう灯とうの松明たいまつを手にしている。

　彼らは兵舎で待機していた所を何の説明もなく、貴族区に連れて来られて皆みな一様に動どう揺ようの色を隠せずにいた。

　貴族区で起きた事件は、警備を担になっている貴族たちの私兵が内々に処理する事が多く、平民はもとより、王都防衛騎士団の兵士もあまり足を踏ふみ入れる場所ではない。

　一人の、ぬいぐるみを抱かかえた兵士が進み出て、

「ノエル騎士、先ほど、このぬいぐるみから聞こえてきた会話ですが、あれは一体なんだったんですか？」

　不安そうに口にする。

「それは、一見可愛らしくないぬいぐるみに見えるが、遠くの言葉を聞こえるようにする魔導具なんだ」

　ノエルは歩きながら答えた。

　彼は腰に、それぞれ黒十字の柄つかの騎士剣といつも愛用している小剣を差している。

「聞こえた通り。アリエス・クルール従騎士が、ペルデペル・ペロー侯爵に囚とらわれた。このまま放ほうってはおけない。だから、今から我々で助けに行く」

　アリエスはエスティカの指示により、音符のブローチを二つ──一つは見えるところに、もう一つは隠してつけていた。

　エスティカはこちらの情報が漏もれている事を見み越こしていたのである。

　だから、今でも〝凶きよう暴ぼうウサギ〟から、アリエスの周囲の会話が聞こえていた。

「アリエス従騎士が、今の、変態貴族に囚われたのですか!?」

　兵士が驚おどろきの声を上げると、

「何、囚われの女従騎士と変態貴族だって!?」

「おい、ペルデペルと言ったら〝人斬きりペルデペル〟じゃないか？」

「いかん、このままでは『くっ、殺せ！』を言わされるぞ！」

「その後の展開が容易に想像できてしまう！　ダメだ、俺には耐たえられない！」

「もしや、あられもない姿にされて、我々の助けを待っているのでは！」

「それ以上はいけない！　早く行きましょう！」

　情報が瞬またたく間まに伝でん播ぱし、兵士たちが口々に声を上げる。

　そして先程の兵士が、〝凶暴ウサギ〟に向かって、

「アリエス従騎士！　今から行きますから！　絶対に助けますからねーッ！」

　声を限りに叫さけんだ。

「……皆、落ち着け。あと、それ、こっちの声は届かないから」

　異様な士気の上がり方に、ノエルは若じやつ干かん気け圧おされながらも、

「冷静さを欠いたら、助けられるものも助けられない。各自勝手な判断はするなよ。慎しん重ちように行こう」

　全員に通達する。

　兵士たちは並々ならぬ闘とう志しを滾たぎらせて、「はっ！」と最敬礼で答えた。

　──アリエスって意外と人気あるんだな。

　ノエルは他人ひと事ごとのようにそう思った。




　ペルデペル侯爵邸の開かれた門前で、

「俺は王都防衛騎士団、騎士ノエル・アースキン。ここに従騎士アリエス・クルールが囚われているという情報が入った。中に入って調べさせてもらう」

　ノエルは門番に王都防衛騎士団の証あかしである鷹たかの指輪を見せる。

　門番はそれを一いち瞥べつしたが、

「ここがどこだかお分かりですか？　ペルデペル・ペロー侯爵様のお邸やしきですよ。そこに押し入ろうなどとは、いくら騎士でも勝手が過ぎます。国王陛下であっても、招かれていない限りは通しません」

　素っ気なくあしらわれる。

「それに、今日はパーティが開かれています。あなた達が入ってきたら台無しだ。従騎士が囚われているなんて、おかしなことを言う。そのような人物は今日、一人も通っちゃいませんよ。間ま違ちがいだったらどうするんです？」

「これが証しよう拠こだ！」

　兵士が〝凶暴ウサギ〟を掲かかげるが、

「……意味がわかりませんが」

　門番は大きく眉を顰めた。

　それには、ノエルも同感だ。

　おもむろに門番は首から下げていた警笛を吹ふく。

　すると、敷しき地ちの至るところから、黒い軽甲かつ冑ちゆうに身を包んだ警備兵たちが姿を見せ始めた。

　邸の二階部分からは、弓手たちが顔を出し、矢をつがえてこちらに狙ねらいをつける。

　ざっと見ても、こちらの人数の数倍はいそうだ。

　門番は挑発的な態度で、

「門より先に一歩でも入ったら、命はありませんよ。あなたも貴族でしょう？　侯爵様を敵に回すような事は止やめた方がいい。家同士の争いになりますからね」

　ノエルは「ふむ」と唸うなってから、

「なら、しょうがない」

　腰の小剣の柄を握にぎると、その柄つか頭がしらを門番の腹部に叩き込んだ。

　門番は「ぐふっ」と呻うめき声を上げて身体からだを折り曲げる。

　近くに居た兵士が素す早ばやくその腕を取って地面に組み伏ふせると、手て枷かせをはめた。

「全員、盾たてを構えろ。松明を盾に隠かくせ。矢が飛んでくるぞ」

　ノエルの指示に応じて、横二列になった兵士たちが大盾を上段に構える。

　連れてきた兵士たちの、兵隊としての練度はなかなかのものだった。

　ノエルが王都防衛騎士団に着任して、まだ一ヶ月足らずだったが、このような事は日常茶さ飯はん事じであり、彼らにとっては、もはや手慣れた行動ともいえる。

「邸内に突とつ入にゆうしてアリエスを救い出す。警備兵を倒たおしたら手枷をつけて転がしておけ。単独行動は禁止だ。立ち止まる時は声に出して、全員立ち止まれ。やむを得ない場合以外の殺傷も禁止する」

　邸から一いつ斉せいに矢が放たれた。

「一射目はその場で凌しのげ！」

　ノエルの前に兵士が二人進み出て、降り注ぐ矢を受ける。

　その矢の切れ目に、

「盾を正面に、右手の林に入るぞ！」

　姿勢を低くしたノエルは門をくぐり、先せん陣じんを切って駆かける。

　正面の邸までは、百メートル以上はあった。そこまで、警備兵と戦いながら矢や面おもてに進むのは危険だ。しかし、林の中に入ってしまえば、矢は木に遮さえぎられる。

　進路にいる警備兵たちは、各おの々おのが長ちよう剣けんや片手剣を抜ぬき、軽甲冑や手てつ甲こうで固めていた。当て身での無力化は難しく、多少の手傷を負わせるのはやむを得ないだろう。

　ノエルは相手の攻こう撃げきに刃やいばを合わせることなく、警備兵の利きき腕や足、防具の隙すき間まを狙って浅く斬きりつけていった。

　弓兵の視線は盾で防ぼう御ぎよを固めた兵士たちではなく、ノエルに注がれている。

　暗がりの中、黒いコートのノエルは遠目では射にくい。

　だが、万が一にでも流れ矢に当たれば、手て酷ひどい傷を負う事になる。

　彼らの矢を防ぐ為ため、ノエルは警備兵の身体を盾にするように立ちまわった。動き続けていれば、狙いもつけられ難にくい。

　後続の兵士たちは、倒された警備兵を取り囲んで押さえ、素早く手枷をはめる。

　ノエルと兵士たちとの距きよ離りは付かず離はなれず。

　林に辿たどり着く頃ころには、辺りには手枷をつけられた警備兵がゴロゴロと転がり、彼らに当たることを恐おそれてか、矢もほとんど飛んでこなくなっていた。

　ノエルは一いつ旦たん立ち止まって周囲を見み渡わたす。

　兵士たちに負傷者はいないようだ。

　邸の中からは、魔法灯の松明を手にした警備兵が、わらわらと蟻ありのように現れ、こちらに向かってきている。

　王位簒さん奪だつの私兵を集めているという見込みは、外れていなかったようだ。

　ノエルはエスティカの指示を思い出す。

　──正面から乗り込んで、邸内にいる私兵を誘さそい出して欲しいの。出来れば、全部倒しちゃって。

　どう考えても、無茶だ。

　とてもじゃないが、今の戦力でこの数は相手に出来ない。

　だが──。

「……よし。ここで迎むかえ撃うつ」

　このままで、ジリ貧ひんになる事は承知の上である。

　それでも、こちらが私兵を引きつけておかなければ、エスティカたちが侯爵の元に辿りつけなくなる。

　──やるしかない。

「各自、出過ぎるな。深追いも禁物だ。怪け我がをした者は、治療士ヒーラーの手当てを受けろ。負傷者は周囲の者が守れ」

　そう命令したノエルの前に、一人の兵士が進み出て、

「ノエル騎き士し、アリエス従騎士が危ないです！　ぬいぐるみからこんな会話が！」

「……何だって？」

〝凶暴ウサギ〟を差し出した。




　そこから聞こえてきたのは──。




　　　　※




　薄うす暗ぐらい階段が螺ら旋せん状に上へと続いている。

　アリエスは二人の私兵の間に挟はさまれて、階段を上らされていた。

　そこは、侯こう爵しやく邸ていの中で最も高い場所──外からも見えた尖せん塔とうの中のようだ。

　辺りはひっそりとしていて、アリエスの靴くつ音おとがやけに大きく反はん響きようして聞こえる。

　どことなく、空気が重く湿しめっているように感じられた。

　やがて、行き着いた先、両開きの黒い扉とびらを先頭の私兵が押し開けると、思わず顔を背そむけたくなるような臭しゆう気きが、部屋の中から漏れだしてきた。それは、家か畜ちく小屋のようなひどい臭においだった。

　アリエスが部屋に足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、彼女は自分に向けられた複数の視線を感じた。

　円状になった部屋の中は、厚いカーテンで無数の小部屋に仕切られている。

　そこにいるのは──鎖くさりに繫つながれた女性たち。

　まるで見世物のように、ぼんやりとした薄青い魔ま法ほう灯とうの光に照らされている。

　少女から、大人まで、薄うす汚よごれた衣服を纏まとって、誰だれもが床ゆかに座り込み、茫ぼう然ぜんと視線を彷徨さまよわせていた。

　先頭の私兵はアリエスを立ち止まらせ、

「あんた、騎士なんだってな」

　正面にある空き部屋のカーテンに手をかけた。

「ここが何だか分かるか？」

　振ふり返ったその頰ほおには、大きな傷がある。

　アリエスは何も答えない。

「コレクション置き場だよ。爺じじいが街で物色して、めぼしいのがいたら、俺たちに攫さらわせるのさ。ちょっとした騒さわぎになっても、ここは侯爵様の邸だからな。誰もここまでは捜さがせない。貴族である騎士には、絶対に無理だ。貴族が上級貴族に盾たて突つくと、色々面めん倒どうな事になるからな。貴族は貴族のする事に口を挟まない。そういうもんなんだろ？」

　頰傷の男は部屋に入ると魔法灯を点つけ、

「だから、観念する事だ。ここに助けはこない。あんたがここから出られるとしたら、死んだ時だけだ」

　腰こしにつけていた鍵かぎ束たばを取り出して屈かがみ込み、壁かべに繫がれた鎖の錠じようを外した。

　今からそれでアリエスを拘こう束そくしようというのだろう。

「安心しなよ。女騎士さん。あんたも今日からここのお仲間入りだが、毎日ちょっと体の匂においを嗅かがれるだけさ。飯も食わせてもらえる。風ふ呂ろには入れねぇが、それは我が慢まんだ。侯爵に飽あきられるまで、それが続くってだけの話だ」

　背後にいた私兵がアリエスの耳元に近づいて、

「あの爺は匂いを嗅ぐのが大好きな変態なんだぁ」

　くぐもった声で囁ささやいた。

「でも、あんたみたいな美人、それだけじゃ勿もつ体たいねぇと俺ぁ思うんだ」

　こちらの私兵は、かなりの巨きよ漢かんである。

「先に、俺たちがちょっと可愛かわいがってやるよぉ」

　アリエスは、ぐふぐふと声を漏もらす巨漢を振り返り、

「……そうですか」

　ふっと笑えみを浮うかべた。

　それはこの状じよう況きようにとても不釣つり合いな微び笑しようであり、巨漢は怪け訝げんそうに、腰の剣に手を掛かける。アリエスに何かしらの企たくらみがあると警けい戒かいした為であった。

　しかし、実のところ、彼女はドレスを身にまとっている以外、武器らしいものは何も持っていなかった。たとえ、ナイフ一本隠していたとしても、それのみで屈くつ強きような男たちと対たい峙じして、戦い抜ける自信がなかったからだ。

　正真正しよう銘めい、彼女が彼らに抗あらがう術すべは何もない。

　確かに、布の折り目に隠したブローチで、ノエルには今の会話が聞こえているだろう。

　しかし、そうだとしても、彼が正面からの突入に成功して、ここまでやってくるのには、相当な時間がかかる。下の階には、数十人の私兵が待機していたし、彼らを制圧する間、自分の身が安全であり続ける保証はない。

　もし、望みがあるとするならば──ノエルよりも早く侯爵邸に入り込み、怪あやしまれる事なくアリエスの後をつけ、塔に足を踏み入れた直後に、数十人の私兵たちを倒せるような誰かがいる事。そんな事が可能な者がいるなら、この身は無事なまま、助けてもらえるかもしれない。

　そんな希望は、神にすがるより、絶望的だ。

　でも、彼女は今、微笑ほほえんでいる。

「何がおかしい。頭がおかしくなっちまったかぁ？」

　アリエスに出来る事といえば──。




「〝お掃そう除じ大好き！　ポポイのポイ〟！」




　背後からの、強力な力に吹ふっ飛ばされた巨漢の身体からだを避よける事だけ。

「ふごぁ！」

　巨漢は大きく吹っ飛んで、前に屈んでいた頰傷の男を巻き込んで転んだ。

　入り口の扉の前に立つのは、ハタキを手にしたメイド。

「下の階のお掃除は、完かん了りようしましたー」

　彼女はカチューシャをとって、中から現れた白い獣けもの耳みみをピコピコと動かす。

「この魔法のハタキ、調整してみたものの、とんでもねーですね」

　誓せい約やくの魔ま術じゆつ師し、ステラ・キャットである。

　彼女はアリエスよりも先に、ペルデペル侯爵邸に潜せん入にゆうしていた。

　空を飛べるステラにとって、闇やみに紛まぎれて忍しのびこむ事は容易たやすく、むしろ、城下町で侯爵邸のメイド服を手に入れる事の方が難しかったくらいだった。

　彼女は左手に持っていた騎き士し剣けんを「ほい！」とアリエスに放ほうり投げる。

　アリエスはそれを摑つかむと、直すぐ様、鞘さやから抜き放った。

「ここに連れて来られて良かったです」

　そして、動きやすいように真しん紅くのドレスの裾すそを切り裂さくと、

「まさか、あのクソ爺がこんな事をしでかしていたとは……。しかし、この現場さえ押さえてしまえば、さすがの侯爵様も言い逃のがれは出来ないでしょう。確かに、騎士がここに来るのは大変でしょうが、連れてこられるなら話は別だったようです」

　──〝罪には罰ばつを与あたえよ〟。

　アリエスは剣を構えた。

「馬ば鹿か野や郎ろう、早くどけ！　この豚ぶた！」

　頰傷の男が覆おおい被かぶさっていた巨漢を押し退のけると、

「くそっ！」

　剣を抜いて、破れかぶれにアリエスへと襲おそい掛かってきた。

「消えない傷を増やしてさしあげましょう」

　アリエスはクスっと笑うと、頰傷の男の剣を容易く躱かわして、その肩かた口ぐちに剣を突つき刺さした。

「〝震電スタン・エツジ〟！」

　──閃せん光こうが走る。

「ギャァアアアアアアアア！」

　体の内部からの放電に、プスプスと煙けむりをあげながら、頰傷の男が崩くずれ落ちた。

「な、なんだよぉ！　俺は、ただ雇やとわれているだけでぇ、仕方なく──」

　それを見た巨漢は腰こし砕くだけになりながら後あと退ずさる。

　しかし、すぐにも鎖がつけられた壁にぶち当たり、逃にげ場がなくなった。

「残念です」

　アリエスはつかつかと歩み寄ると、

「……ここから出るには死ぬしかないそうで」

　冷笑を浮かべ、巨漢の太ももに剣を突き刺した。

「〝震電スタン・エツジ〟」

「イッぎぃぃぃ！」

　巨漢は口から泡あわを噴ふいて気絶した。

　アリエスは剣を鞘に収めて振り向くと、

「ラティエル王子の首輪が爆ばく発はつするまで、あとどれくらいですか？」

　ステラに問いかける。

　彼女は懐かい中ちゆう時計を取り出して、

「あと、二十分くらいですかねー。王子さんは混乱に乗じての潜入に成功して、侯爵邸の中にいるです。ノエルさんはまだ正面で足止めされていて、結構きつそうですな」

　文字通り、一刻の猶ゆう予よもなかった。

「分かりました。では、私と貴方あなたで、この囚とらわれている人たちを連れて、邸やしきの正面に向かいましょう。ノエル騎士と交戦中の敵、背後をつきます」

「あいあいさー」

「敵を一いつ掃そうしたら、貴方は、この方たちを保護して、王都防衛騎士団に向かって下さい。ペルデペル侯爵の悪行を証言できる重要な証人たちですから」

「はいな。お任せあれー」

「……あと、助けて頂いてありがとうございました。この借りはいつか必ずお返しします」

「お気になさらず、ですよー」

「それから、もう一つ気になったのですが──」

　アリエスは心配そうに、

「この破いたドレスの代わりは、誰かが買ってくれるんでしょうか？　私、そう言えば、一着しか持ってない事を思い出しました」

　ステラはうんうんと頷うなずく。

「お裁さい縫ほう大好き！　私が縫ぬってあげますよー」

「新しいの買って下さい」

「針でチクチクしてあげますよー」




　　　　４




　パーティ会場の扉とびらが荒あら々あらしく開かれる。

　先頭を切って入ってきたのは、紫色ヘリオトロープの瞳ひとみに美しい金きん髪ぱつのラティエル王子。

　その脇わきには、眼帯をした執しつ事じクライスと、虹にじ色いろの宝玉がついた杖つえに〝残ざん虐ぎやくグマ〟を抱かかえたエスティカ・ルルイエの姿があった。

　仮面をつけ、豪ごう華かなドレスで着き飾かざった招待客たちは、先頭の人物が何者かを即そく座ざに理解したらしく、談笑を止やめ、その動向を注視する。その誰もがラティエルの姿を知る事が出来るくらいの地位にある者たちなのだろう。

　その中でも主しゆ催さい者しやたるペルデペル・ペロー侯爵の姿は、一ひと際きわ目立った。

　唯ゆい一いつ仮面をつけず、王族しか身につけてはならないとされる、高貴な濃こい紫色のマントを羽織っていたからである。

「……これは、これは、ラティエル王子」

　ワイングラスを片手に侯爵は、取り繕つくろったように歓かん迎げいの態度をとるが、

「どうやってこの場所に？」

　視界にエスティカの姿を捉とらえて、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になった。

「あら、私、招待されていなかったかしら。呼ばれた気がするのだけれど」

　エスティカが意味ありげにクククと笑う。

「表は何やら騒さわがしかったので、裏手から回ってきたの。優ゆう秀しゆうな執事がいたから、それほど難しくなかったわ」

　クライスは白い手て袋ぶくろの裾を引っ張って、

「戦せん闘とうも執事の嗜たしなみですので」

　実際、彼の戦闘力はたいしたものだった。ここまでに至る邸内の警備兵を全すべて、素す手でで無力化してきたのである。

　ラティエルは襟えりを開いて首を露ろ出しゆつさせ、

「ペルデペル・ペロー侯爵、これが何か分かるな？」

　そこにある黒い首輪を見せた。

「外してもらおうか」

　首輪に浮かぶ魔法文字は、残り少ない。

　あと、十分ほどで文字は消えてなくなる。

「……何の事ですかな？」

　侯爵は空そら惚とぼけた。

「突とつ然ぜんそのようなことを言われても、何が何だか」

「いいのか？」

　ラティエルは侯爵を睨にらみつける。

「もうすぐ、九つの鐘かねが鳴る。ここでその時を迎むかえてもいいんだな？」

　首輪に仕し掛かけられた魔法は〝広範エクス囲プロ爆ージ発ヨン〟。

　エスティカの説明によれば、このパーティ会場内にいる者は、一いつ瞬しゆんで消し飛ばせるだけの威い力りよくがある。

「……知らん」

　侯爵は声を絞しぼり出すように答える。

「我わが輩はいは、外し方など知らん」

　少なくとも、その首輪の持つ意味と、その威力は知っているようだ。

「本当に知らんのだ！」

　叩たたきつけるようにワイングラスをテーブルに置いた。

　中のワインが飛び散って、白いテーブルクロスを紅あかに染める。

　侯爵は視線を彷徨さまよわせて、

「──どうするんだ？」

　小声で誰だれに言うともなく呟つぶやいた。

「ねえ、それは誰に言っているの？」

　その言葉をエスティカが聞き咎とがめたが、侯爵は苦しそうに俯うつむくだけだった。

　その時、再び、パーティ会場の扉が開け放たれ、

「ペルデペル・ペロー侯爵。誘ゆう拐かいと監かん禁きんの罪で、逮たい捕ほする！」

　剣を片手にゼェゼェと息を切らしたノエルが現れる。

　その姿は返り血と泥どろで汚よごれていた。

　その隣となりには、騎士剣を持つアリエスの姿もあった。

　彼女もまた、大きく肩かたで息をしている。

　会場に居た招待客がどよめき、ざわつき始めた。

「……俺は、王都防衛騎士団、騎士ノエル・アースキン」

　息も絶え絶えなノエルは、扉にもたれかかりながらポケットを探さぐり、そこから鷹たかの指輪を取り出して、周囲に見せた。

「この邸に誘拐されていた、行方ゆくえ不明の女性たちは、騎士団で保護した。ペルデペル侯爵には、八名にも及およぶ女性の誘拐と監禁の疑いがかけられている。もし、この中に、その一件と関かかわりあいが無いという方がいるなら、この扉からお帰り下さい。問題なく外に出られるように、掃そう除じしておきましたので」

　招待客は顔を見合わせ、皆みな、足早にパーティ会場を後にする。

　中には何らかの形で関かん与よしている者もいるだろうとは思われたが、今は彼らを全員調べている余よ裕ゆうはなかった。

　侯爵に雇われているメイドや給仕係は、どうしていいのか、おろおろしていたが、

「貴方たちも、出て行って構いませんよ」

　アリエスの言葉に促うながされ、そそくさと出て行った。

　残ったのは、ラティエルにエスティカ、それにクライス。

　そして、ペルデペル侯こう爵しやくを守るように前に立つ、一人の黒騎き士し。

　短く髪かみを刈かり込み、人並み以上の体格をした銀ぎん髪ぱつの壮そう年ねん男性である。

　赤いマントに、腰には長ちよう剣けんを差している。

　その佇たたずまいから、只ただ者ものではない雰ふん囲い気きが窺うかがえた。

「誰を殺せばいいか、分かっているな？　オルトフェムト」

　侯爵がノエルを指さすと、

「〝真王騎士団〟騎士団長の腕うでを見せてやれ！　まずはあの二人からだ！」

　黒騎士──オルトフェムトは、ニヤリと笑みを浮うかべて、騎士剣を抜ぬいた。

　ノエルは、ふぅ、と息を吐はいて、

「なぁ、アリエスは今日、何人相手した？」

「二十八人です」

「よく数えてるな。でも、俺はその三倍は相手したぞ」

「どんな物語も、最後は強い相手と戦わないと盛り上がりませんから」

「いや、これはそんな、語り継つがれるような物語じゃないぞ」

「爆ばく弾だんを仕掛けられた王子を騎士が救うなんて、吟ぎん遊ゆう詩人が好みそうじゃないですか」

「この事件は事が大きすぎて、表には出せないと思う」

「……おや、聞き捨てなりませんね。私、王子を救って、騎士に叙じよ勲くんされる気満々なんですが？」

　二人はいつものように軽口を叩きながら、黒騎士に向かって歩き出す。

　しかし、誰が見ても疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているのは明らかだった。

　ノエルは正面突入から戦い続けており、アリエスもまたステラと共に途と中ちゆうから参戦して、侯爵の私兵を一掃してきた所である。

　二人共、体力の限界は近い。

　オルトフェムトは、上段に騎士剣を振ふり上げ、

「……フン！」

　気合一振り、アリエスに向かって斬きり下ろした。

　アリエスはそれを騎士剣で受けようとはせずに、横に飛び退すさって回かい避ひする。

　その隙すきに、ノエルはオルトフェムトの背後に回り込んだ。

　そして、彼のマントを摑つかんで思い切り引っ張る。

　体勢が大きく崩くずれたオルトフェムトの身体からだに、

「〝震電スタン・エツジ〟！」

　アリエスが騎士剣を押し当てた。

「フモォォォォォオオオオオオオオオオン!!」

　黒騎士オルトフェムトは、人一倍の大きな声で絶ぜつ叫きようして、仰あお向むけに倒たおれた。

「……アリエス、こいつ、今日一番弱くなかったか？」

「言葉らしい言葉も言わずじまいでした。フモォォンって。〝真王騎士団〟って、一人なんですかね。侯爵の誘さそいに乗っていたら、こいつの下につく事になっていたんでしょうか。泥船でしたね」

「なぁ、これでも、まだマントが必要だって思うか？」

「当然です。いざとなったら、留め具を外せばいいんですよ。パチンって。それまではマントいりますよ。騎士なんですから」

　ノエルとアリエスは、ペルデペル侯爵の方に向き直る。

　その時、

『〝交信コネクト〟リゼット・オセロ』

〝残ざん虐ぎやくグマ〟がそう発言した。

『エスティカ、聞こえる？』

　聞こえてきたのはリゼットの声である。

「ええ、聞こえるわ」

　エスティカが〝残虐グマ〟をテーブルの上に乗せた。

『……この不細工なぬいぐるみに話しかけろと言うのか』

　さらに、向こうから聞こえてきたのは、国王親衛隊、騎士長セリオン・アースキンの声。

『ブサイク違ちがう。〝冷れい酷こくイヌ〟。めちゃ可愛かわいい』

　こちらはリゼット。膨ふくれっ面つらが目に浮かぶ。

『……王城内の不ふ穏おん分子は掃そう討とう完かん了りようした。問題ない』

「あら、なかなか良い手際ね。こちらの言うとおり動いてくれて、ありがとう」

　エスティカが嬉うれしそうに手を合わせる。

『元から疑っていた。この娘むすめの魔法が役に立った』

　そして、少しの沈ちん黙もくの後、

『……ノエル。そちらは任せる』

　セリオンのそんな言葉を初めて聞いたノエルは、思わず手に力がこもるのを感じた。

『あ。キシチョー。行っちゃった。これで切るよ。ばいばい』

　リゼットの声を残して、交信が切れる。

　エスティカは、ちらりとラティエルの首輪を一いち瞥べつすると、

「さて、ペルデペル・ペロー。貴方あなたの計画は、完全に破は綻たんしたみたいだけど、どうするの？」

　身体をペルデペル侯爵へと向けた。

「助けてあげましょうか？」

　──首輪の魔法文字は、最後の一字になっている。

「……何だと？」

　顔面蒼そう白はくになっていた侯爵は、予想外の言葉に耳を疑う。

「貴方が王子の首輪を解除出来ないのは分かった。元から期待してなかったし、唆そそのかされて利用されただけなんでしょう？　貴方にこんな事が出来るほどの器うつわがあるとも思えない。だから、知っている事を全部話せば、命だけは助けてあげる」

「そ、そうか！　それなら──」




「〝弾丸シヨツト〟」

　破顔した侯爵の額に、穴が開いた。




　ペルデペル侯爵が頭から血を噴ふき出して倒れた。




　　　　５




　それは、見たこともないものだった。

　そして、何が起きたのかも、わからなかった。

　その一挙一動に注意していたノエルでさえ、動けなかった。

　たったそれだけで、一いつ瞬しゆんにして人が殺せるなんて、思わなかったのだ。




「〝魔ま導どう銃じゆう〟と名づけました」

　彼の手に握にぎられているのは、銀色の四角い筒つつのような物。

　その先から、白く細い煙けむりが立ち昇のぼっている。

　側面に古代ル魔法ー文字ンが刻まれている所を見ると、魔導具のようだ。

「貴方が私を疑っているのは気づいていました。でも、このような結果は予測していなかったんじゃないですか？　エスティカ・ルルイエ」

「残念ながら」

　エスティカは下した唇くちびるを嚙かんで、

「こんな事が出来るなんて、思ってもみなかった」

　悔くやしそうな表情を見せた。

「貴方が作った〝広範エクス囲プロ爆ージ発ヨン〟の応用です。押さえ込んだ爆ばく発はつの威い力りよくで鉄の固まりを飛ばす。私が考えました。どうです？　貴方に〝魔導具の仕組みを複製できない程度の魔術師〟と言われた時には、少し苛いらつきましたが」

　眼帯の執しつ事じ、クライスは顎あごに手を当て、薄うすく微び笑しようする。

「いつ、私が怪あやしいと気づいたんです？　どこまで分かっているのか、教えて頂きたいものですね」

「どういう事だ！　クライス！」

　ラティエル王子が叫さけんだ。

「なぜ、ペルデペル侯爵を殺した！　私に説明しろ！」

　クライスはそれを手で制して、

「心配しなくても大だい丈じよう夫ぶです、ルティエラ。貴方は全すべてを私に任せていればいい」

　そう呼ばれたラティエルは、ひどく青ざめた。

　──ルティエラ？　どういう事だ？

　ノエルとアリエスはクライスから、少し離はなれた場所に居る。

　クライスはエスティカに銀色の魔導銃で狙ねらいをつけていて、

「それから、私の用事が終わるまで、誰だれも勝手に動かないで欲しい。動いたら、もう一つ死体が増える事になります。無む駄だな殺せつ生しようはしたくありません」

　こちらが迂う闊かつに動けば、先に彼女が撃うたれてしまいそうだった。

「……いいわ。説明してあげる」

　落ち着いて見えるエスティカだったが、

「まず、部屋を見張っていた国王親衛隊の兵士が王子に首輪をつけた可能性ね。彼らは真っ先に疑われる存在よ。もし、彼らが真犯人なら、とっくに逃にげ出しているはずだし、誰かが操あやつっているにせよ、直すぐに捕つかまってしまったら、真犯人に辿たどり着かれてしまう恐おそれがある。だから、可能性は低いと思った。でも、念の為ため、リゼットには王城に行ってもらって、〝探知デイテクト〟で調べてもらったの。やはり、彼らはまだ吞のん気きに王城を警備していて、首輪をつけたのは、彼らでは無かったわ」

　その表情からは、さすがに焦あせりの色が窺える。

「次に考えたのは、見張りの兵士は誰ならラティエル王子の部屋に通すか、という事だった。私が考えた候補は二人。一人は国王親衛隊の騎き士し長、セリオン・アースキン。彼なら警備の兵士も選べるし、口を封ふうじる事も出来る。彼が真犯人だったとしたら、国王親衛隊そのものが敵になる危険性があった。でも、そうだとしたら、私にラティエル王子を託たくしたりはしないと思ったの。あの時、私を犯人として捕まえ直した方が、王子の首輪が解除される可能性も下がって、真犯人には都合がいいはずだから」

　無駄話をしている余よ裕ゆうが無い事は、彼女が一番よく分かっているはずだ。

「もう一人が、執事のクライス。貴方よ。王子はあの日、魔法で眠ねむらされたのかもしれないと言っていた。人を眠らせるような魔法は特許魔法よ。それだと簡単に足がついてしまう。でも、そんな魔導具を用意しなくても、王子の飲食物を全て用意する貴方なら、前もって眠り薬を混ぜる事が出来るわ」

　侯こう爵しやく邸ていに乗り込む前、部屋にやってきたエスティカは、ノエルに「ラティエル王子に首輪をつけたのはクライスかもしれない」と語った。その確証を得る為に、ペルデペル侯爵を追い詰つめる算段を立てたのだが、こうもやすやすと、目の前で殺されてしまうとは思っていなかった。

　エスティカでさえも、クライスの行動に気をつけていれば防げると考えていたのである。

　あの見たこともない銀色の魔導具は、その考えを容易たやすく打ち砕くだいてしまった。

「それに、王子の世話役である執事なら、兵士は何の疑いもなく通すでしょうね。あの日、貴方は部屋に入って眠り込んだ王子に首輪をつけ、窓を開けてから、起こしたのよ」

「あの時はヒヤヒヤしました」

　クライスは眼帯に手を添そえる。

「まさか、過去の音を聞く魔法なんてものがあるとはね。さすが、〝誓約の魔術師〟といったところでしょうか。いやはや、生きた心地ここちがしませんでした」

「それ」

　エスティカがその仕草を指さした。

「貴方は緊きん張ちようすると、その眼帯に手をやる癖くせがある。話に行き詰づまった私たちに、〝なぜラティエル王子に爆ばく弾だんが仕し掛かけられたか〟と切り出した時も、そんな仕草をしていた」

　クライスは不ふ愉ゆ快かいそうに瞳ひとみを細めて、眼帯から手を離す。

「あの時、貴方は協力関係にあるペルデペル・ペローに辿り着くように誘ゆう導どうするつもりだったのだろうけど、そんな事をするまでもなく、私たちは彼と接点があった。好都合だったわね」

　アリエスの行動が筒つつ抜ぬけだったのは、クライスが事前にこちらの情報を漏もらしていたからだろう。勿もち論ろん、エスティカはそれも見み越こして、ステラを先に侯爵邸に潜ひそませていたのである。それが功を奏した結果、ペルデペル侯爵の密ひそやかな犯罪が明るみになり、アリエスも事なきを得た。

　だが──。

「貴方がペルデペル・ペローを殺してしまうとは思わなかった。彼を殺してしまったら、誰が次の国王になるのか分からなくなる。まさか、貴方──」

　エスティカはテーブルの上にあった葡ぶ萄どうを一ひと粒つぶ取って、

「眼帯の下にある瞳、こんな色をしているんじゃないの？」

　その紫むらさき色いろの果実を指先で摘つまんでコロコロと転がした。

「その通りです」

　クライスが眼帯を取って投げ捨てる。

　そこに現れたのは、紫色ヘリオトロープの瞳。

　そして、瞼まぶたから頰ほおにかけて、縦に切り裂さかれた傷きず跡あと。

「そんなはずはない！」

　ラティエルが声を荒あらげて否定する。

「王族は、この紫色の瞳を受け継つぐ為に、血けつ縁えん関係の近い者と婚こん姻いんを結ぶ。それは、紫色の瞳同士でなければ、遺伝し難がたいからだ」

「だからこそ、片目なんですよ」

　クライスは憎にくしみを窺うかがわせる表情で、

「私の父は先王ジークハルト、母は代々王家に仕える使用人の一族です。確かに、ルティエラの言う通り、それでは紫色の瞳は遺伝し難い。ジークハルトにとって、私の母は世継ぎを産むための存在ではなかったのでしょう。ただの戯たわむれだった。本来なら、紫色の瞳を持つ子供など生まれるはずもなかった。でも、稀まれに遺伝の異常で、片目だけにその形質が現れる事が有ります」

　王族の証あかしである、紫色の瞳を手で覆おおう。

「母は私の瞳の色を見るなり、生まれたばかりの私の瞳をナイフで斬きりつけました。王の子と分からぬようにする為、すでに結婚していた名ばかりの父に、私の正体を知られぬようにする為です。そのせいで、この瞳は光を失ってしまいました」

　つまり、クライスは──。

「私はエルヴィン国王とは異母兄弟。ジークハルトが老いてからの子供ですから、年ねん齢れいこそ離れていますが、立場はそこに転がっているペルデペル侯爵と一いつ緒しよです」

　王位継けい承しよう権を持っている、という事に他ならない。

「だから、安心して下さい。私と貴方の子供はきっと、両目とも紫色の瞳ですよ」

　優やさしく語りかけるクライスに、

「な──」

　ラティエルは言葉を失う。

　エスティカは葡萄を口に含ふくんで、

「エルヴィン国王には子供が一人しかいない。その子が女児だったら、当然、王位は継げないわね。けれど、自分の異母兄弟に王位を渡わたしたくないエルヴィン国王は、彼女を男児として育てた」

　そして、皮を摘んで取り出すと、皿の上に投げ捨てた。

「ラティエル王子は、本当は、ルティエラ王女なのね」

　彼が女性である事を窺わせる片へん鱗りんは確かにあった。

　成人すれば、もっと顕けん著ちよに女性らしい特とく徴ちようが出ていただろうが、大人と子供の間の年齢に位置している今は、まだ中性的と表現できる範はん疇ちゆうにある。王子だと思えば王子に見え、王女だと思えば王女にも見えた。

　ラティエルがこのまま成長すれば、やがて、顔や身体からだを隠かくす必要が出てくるだろう。

　──その時は、仮面の王が誕生したのかもしれない。

　エスティカは納なつ得とくがいった様子で、

「貴方あなたは今回の事件で、ラティエル王子という存在を消したかった。王子は爆死した事にして、ペルデペル侯爵を操り、偽にせ物ものの国王を暗殺させる。本物は行方ゆくえ不明だからそれで事足りるわ。すると、王位継承権はエルヴィン国王の異母兄弟に移る。しかし、そこで、エルヴィン国王の隠し子、紫色の瞳のルティエラ姫ひめが登場。その姫と王位継承権を持つ貴方が結婚すれば──」

　ラティエルは俯うつむいて、

「次の国王となるのはクライスだ」

　苦しそうに声を絞しぼり出した。

「その通りです。私とルティエラが結ばれて、生まれる子供は、何の問題もなく、王者たる紫色の瞳をしている事でしょう。私の身体には、ジークハルトの血が流れています。私の血が、これからは王族として、代々受け継がれていく事になります」

　王位の簒さん奪だつを目もく論ろんでいたのは、ペルデペル侯爵ではなくクライスだった。

「この愚おろか者め！」

　ラティエルは堪こらえ切れなくなったのか、

「なぜだ！　なぜ、こんな下らない事を企たくらんだ！」

「貴方も、心の底では、それを望んでいたはずです」

　クライスは優しく、慈いつくしむような視線をラティエルに向ける。

「なぜ、貴方が己おのれを偽いつわって生きねばならないのか。女性として、日ごとに変わっていく身体を隠し、なぜ、周囲を欺あざむき続けねばならないのか。このままでは、死ぬまで一生、貴方は表に出る事もなく、己を偽り続けて生きる事になる。そんなもの、人間の生き方ではない！」

　それは初めて見せた、彼の怒いかりの表情だった。

　女性でありながら、男性として生きる事を強しいられたラティエルの苦く悩のうは、ノエルには推し量る事ができない。しかし、幼い頃ころから、ラティエルの最も近くに居たクライスには、それが嫌いやでも伝わった事だろう。

「人は誰しも自由に生きる権利があるはずだ！　女性ならば、女性らしく、女性として生きる権利があるはずだ！　男しか王になれないなんて法など下らない。そんなもの、壊こわしてしまえばいい。これから生まれる私と貴方の国では、貴方が女王になってもいいんだ。貴方が生まれた時、貴方の母は、古い言葉で〝光〟を意味する〝ル・ティエラ〟と名づけた。ラティエルなどという歪ゆがめられた男の名前ではなく、ルティエラと。私はその時の情景が今でも忘れられない。生まれてすぐに、私の瞳を斬りつけて呪のろった母よりも、貴方の母は幸せそうだった。とても、優しい光に包まれていた。貴方も貴方の母と同じように、女性として、子を産み、育てる権利があるはずだ！　幸せになる権利があるはずなんだ！　貴方も、心ではそれを望んでいるはずだ！」

「私は──」

　ラティエルは唇くちびるを震ふるわせて、

「……私は、お前が本当の私を知ってくれていれば、それだけで、良かったんだ」

　クライスは一いつ瞬しゆん、裏切られたような表情を浮うかべ、そして、ラティエルの視線から逃のがれるように、エスティカを見た。

「エスティカ・ルルイエ。元げん凶きようは貴方だ。僕は貴方の魔ま導どう具ぐに触ふれて、全すべての計画を思いついたのだから」

　まるで、自己を弁護するかのように早口で捲まくし立てる。

「僕は執しつ事じではなく、本当は魔術師になりたかった。だからこそ、ルルイエ・クラフトの凄すごさが分かる。どうしても一目見たくて、王城の保管場所に忍しのび込み、唯ゆい一いつ盗ぬすみだせたのが、その〝広範エクス囲プロ爆ージ発ヨン〟の魔導具だった」

　クライスの言葉遣づかいが変わっていた。

　私から僕へ、それが彼の偽らない本ほん性しように思える。

「正直、感動したよ。同時に、どうしてこれが〝禁断の魔導具〟として厳重に保管されているのか不思議でならなかった。上手うまく使えば世界が変わる。いや、変えられると思った。それを証明するのがこれだ」

　自じ慢まんそうに魔導銃じゆうを見せつける。

「これさえあれば、人の命を奪うばう事なんて容易い。子供でも簡単に殺人者になれる。〝魔法統制〟なんて下らない。量産して兵士に持たせ、隣りん国ごくに攻せめ込む！　圧勝に違ちがいない。やがて、我が国は領土を広げ、世界最初の帝てい国こくが誕生する」

　光を失った紫色の瞳には、その代わりに、狂きよう気きの色が浮かんでいた。

「〝魔法が導く、新たな世界の創造〟を。僕は魔法によって世界を導く、魔術師を超こえた存在、〝魔導師ウオーロツク〟となる。素す晴ばらしい魔導具を生み出せる貴方になら、その理想がどれだけ崇すう高こうなものか、理解できるはずだ」

「……馬ば鹿かね」

　侮ぶ蔑べつするでも嫌けん悪おするでもなく、

「だからこそ、〝禁断の魔導具〟なのよ」

　エスティカは悲しそうに瞳を伏ふせた。

　彼女はクライスとは違う。

　当然だった。エスティカは、己が作った魔導具の危険性を理解し、それを生み出した事を後こう悔かいしている。たとえ、理解はしても、賛同するはずがなかった。

　ノエルはラティエルの首輪を見る。

　──最後の魔法文字は、もう僅わずかになっていた。

「クライス。ラティエル王子の時間が残り少ない。お前には王子を殺す気がないはずだ。早く、首輪を解除する呪じゆ文もんを教えろ」

　とにかく、今はそれが最優先だった。

　元より、クライスは首輪を解除するつもりだったはずである。

　そうしないと、王女と結婚する事もできないのだから。

「そうだね。ルティエラに死なれては困る。簡単だ、こう言えばいい」

　クライスは唇を歪めて、

「まず、僕の名を呼んで、そして、〝愛している。身も心も捧ささげる〟と」

　──それは……。

「気持ち悪いですね」

　さすがに黙だまっていられなかったのか、アリエスが顔を顰しかめて、

「この執事、間違いなく、あの変態侯こう爵しやくの兄弟です。同じ匂においがします」

　憮ぶ然ぜんとした表情で続ける。

「大層な御ご託たくを並べておきながら、結局は自分が、一人の女を無理矢理にでも、自分の物にしたいだけじゃないですか。女性としての幸せ？　自由とやらはどこにいったんですか？　女性に自由があるのなら、結婚相手を選ぶ自由だってあるはずでしょうに。貴方がやろうとしている事は、ルティエラ王女をラティエル王子に仕立てあげた、エルヴィン国王と同じ事ですよ。自分に都合のいいように、作り変えたいだけなんです」

　容よう赦しやの無い言葉を浴びせかけていく。

　クライスは何も言わず、ただ、忌いま々いましそうにアリエスを睨にらみつける。

「そんな上っ面つらだけの言葉を、無理やり言わせようとした時点で、貴方の理想は、地に落ちたも同然なんです。何が、女性には幸せになる権利がある、ですか。浅ましい欲望と、下げ衆すな本性を剝むき出しにしておいて、理想を語るなど、聞いて呆あきれますね」

　彼女は魔導銃を使われる事を全く恐おそれていなかった。

　冷静なアリエスの頭に血が上るほど、クライスの言葉に我が慢まんならなかったのだろう。

　せめて、クライスが魔法を発動させた時に、自分がアリエスの盾たてになれるように、ノエルは身構える。当たる部位をずらす事が出来れば、致ち命めい傷しようは避さけられるかもしれない。

　だが──。

　クライスは魔導銃をアリエスに向けるだけで、撃うとうとはしなかった。

　いや、撃てなかったのかもしれない。

　撃ってしまえば、彼女の言葉が正しいと認める事になってしまう。

　そんな中、ラティエルが突とつ然ぜん、笑い始めた。

　──その首輪に浮かぶ魔法文字は今にも消えそうだ。

「……フフフ、そうだな。その通りだよ、アリエス従騎き士し。王族である私が、召めし使つかいごときの思おも惑わくに、ひれ伏す事は万に一つもない」

　そこに、ルティエラはいなかった。

　ラティエルは初めて会った時のような、屹きつ然ぜんとした態度で、

「貴様のような下衆な輩やからの思い通りになるくらいなら死を選ぶ。だが、その前に──」

　テーブルの上にある果物ナイフを摑つかむと、

「主あるじとして、従者が犯おかした罪の責任を取らなくてはな！」

　クライスに向かっていった。

　同時に、ノエルも駆かけ出した。

　──クライスにラティエルは撃てない。

　咄とつ嗟さにそう判断した結果だった。

　おそらく、彼はまだ心の何処どこかで、ルティエラの幻げん影えいを追い求めている。

　クライスは、一瞬、ラティエルに向けようとした魔導銃を、

「〝炎弾フレイム・バレツト〟！」

　やはり、ノエルに向けて、魔法の火球を放った。

　ノエルの目の前で、火球が落下、爆ばく発はつし、火を撒まき散らす。

　その火勢に、足止めを余よ儀ぎなくされる。

　一方──。

　ラティエルのナイフを手で払はらおうとする、クライスの左手が空を切った。

　──彼には死角があった。

　その死角から繰くり出されたナイフが、紫色ヘリオトロープの瞳ひとみ──左目に突つき刺ささる。

「グァアアアアアアアア！」

　クライスは絶ぜつ叫きようした。

　押さえた左目から、鮮せん血けつが溢あふれ出る。

　ナイフはそこに突き刺さったままだ。

「……なぜだ、ルティエラッ！」

　魔導銃をラティエルに向ける。

「俺は、お前を、本当の、お前にィ！」

　苦く悶もんの表情で、あらん限りの声を振ふり絞って叫さけぶ。

「それが、お前の、望みだったはずだッ！　偽ったままの自分でいいのかッ！」

「悪いな、クライス」

　ラティエルは、どこか吹ふっ切れた様子で、

「どんな格好をしていても──私は、私だ。今まで共にいて、そんな事も分からなかったのか？　私は貴様の操あやつり人形にはならない」

「ラティエル王子！」

　ノエルが炎ほのおを突き抜ぬけて、ラティエルの前に飛び出す。

「クソッ！　貴様のせいでッ！　〝炎弾フレイム・バレツト〟！」

　クライスが魔法を──。




　その時、彼の右手ごと、魔導銃が爆発した。




　その爆風は凄すさまじく、クライスは会場の入り口へと弾はじき飛ばされる。

　ノエルはラティエルを庇かばい、その身を盾にして後ろに倒たおれこんだ。

　その結果、ノエルとクライスの間には炎が燃え広がり、さらには、上から巨きよ大だいなシャンデリアが落下してくる。

　おそらく、魔導銃は、欠けつ陥かんを抱かかえた不完全な魔導具だったのだろう。

　──ルルイエ・クラフトを完かん璧ぺきに複製できる魔術師なんて、そうはいない。

　いつかの、アリエスの言葉は正しかったようだ。

　クライスが魔導銃を使う事を躊躇ためらって見えたのも、それが理由の一つだったらしい。

「……ヒ、ヒヒヒヒ！」

　クライスは失われた右手を見て悲壮な声をあげる。そして、その腕を扉とびらに押し付けて起き上がり、会場から逃にげ出そうとした。

「追うぞ！　アリエス！　絶対に逃すな！」

　ノエルが身体からだを起こして──。




　その時。

　時計塔とうが一つ目の鐘かねを鳴らした。




「アリエス！　追ってくれ！」

　ノエルは瞬しゆん時じに思考を切り替かえる。

「了りよう解かいしました！」

　炎の中でも鮮あざやかな真しん紅くのドレスで、アリエスは駆けた。

　だが、火の勢いが段々と激しくなり、思うように追いかけられないでいる。

　ノエルは足元に蹲うずくまるラティエルを見た。

　その視線の意味を察したのか、

「たとえ噓うそでも、あんな〝解除呪文キーワード〟を口には出来ない」

　決意の表情で、煤すすけた頰ほおのラティエルは答えた。

「巻き込んで済まなかった。ノエル騎士に命じる。私を置いて、今すぐ、ここから脱だつ出しゆつしろ。これは私の我わが儘ままだ。何も君たちまで、こんな所で死ぬ事はない」

　ラティエルは、自分の命を救う為ために、誰だれかが犠ぎ牲せいになるくらいなら、自ら死ぬ事を選ぶような人物である。その高潔さこそが、彼の根幹を成すものであり、それを失えば、彼は彼でなくなってしまうだろう。

　ましてや、ラティエルは王族である。

　──時に誇ほこりは、命よりも重い。




　二つ目の鐘が鳴った。

「ノエル・アースキン」

　火を避けてやってきたエスティカが、魔ま封ふう紋もんが刻まれた右手を差し出す。

「私の封印を解きなさい」

　彼女も決意に満ちた表情で告げた。

「元はと言えば、私の作った魔導具が原因よ。その覚かく悟ごは出来ているわ」

　──それは、エスティカの死を意味する。

「必ず外すと誓せい約やくした。その誓ちかいを守らせて」

　真しん摯しな黒い瞳がこちらを見つめている。

「これは、私の贖しよく罪ざいなの」

　──贖罪。

　死を以もつて、責任をとる事。

　それが彼女の選んだ選せん択たく肢しだというのか。




　三つ目の鐘が鳴った。




　ノエルは腰こしに差した騎き士し剣けんの黒十字の柄つかに手をかける。

「ラティエル王子、背中を向けて、膝ひざをついて下さい」

「だが、私は──」

「早く！」

　ラティエルは観念した様子で、ノエルの言葉に従う。

「俺がいいと言うまで、動かないで、目を閉じて」

　──真相に辿たどり着いた今が、その時だ。




　四つ目の鐘が鳴った。

「何をしているの、ノエル・アースキン！　私の手に触ふれなさい。間に合わなくなるわ。貴方あなたも巻き込まれて死んでしまう」

　エスティカが悪い魔女みたいだ、というのは撤てつ回かいする。

　彼女は最初からずっと、心優やさしい魔術師だった。

「エスティカ、君は贖罪だと言ったが、本当に死ぬ事で責任が果たせるんだろうか？」

　ノエルが選んだ選択肢は、彼女の選んだそれとは違ちがう。

「これからも、君の作った魔導具で、今回みたいな魔法事件が起きるだろう。でも、その時、君はこの世界にいない。それでいいのか？」

　贖罪にはいろんな形がある。

　どういうやり方が正しい方法なのか、それは一いち概がいに言えない。

「君は〝誓約の魔術師〟として、魔法事件を解決している、それが全すべてだと言った。これからも、そうしていく事が、君に科せられた贖罪の方法なんじゃないのか？　少なくとも、初めて会った時の〝クシャミで吹っ飛んだ事件〟は、俺には解決出来なかった」

　この方法が正しいかどうかは、ノエルにだって分からない。

　正解などどこにもありはしない。

　でも──。

「俺には君が必要だ」

　エスティカが瞳をまん丸にして、「え？」と戸と惑まどいをみせる。

　──なんか、言い方を間違えただろうか？




　五つ目の鐘が鳴った。

　ノエルはかつて、〝呪じゆ文もんを唱えても魔法が発動しなかった〟という場面を見た事がある。

「魔法ってのは、呪文を唱えると、人間の魔力が魔術回路に行き渡わたって、魔法が発動するんだろ？」

[image: ]

「そ、そうよ。でも、今はそんな事──」

「それはつまり、魔力が魔術回路に流れきる前に、魔導具ごと魔術回路を断たてば、魔法は発動しないって事だよな？」

「……そうだけど、まさか──」

　ノエルがしようとしている事に気付いたエスティカは、

「魔力が行き渡る前に、首輪を斬きるつもりなの？」

　信じられないといった様子で、

「あーもう、そんなの不可能よ！」

　エスティカでも狼ろう狽ばいする事があるようだ。




　六つ目の鐘が鳴った。

　黒十字の柄を持つ騎士剣〝応答者アンサラー〟。

　その剣に魔法は付ふ与よされていない。

　魔法が付与されているのは、鞘さやの方である。

　どんな鎧よろいをも貫つらぬき通し、どんな盾たてをも斬り裂さく──伝承の剣。

　ゆえに、収められる鞘は存在しない。

　──それを〝斬れぬ魔法をかけた鞘〟に収めたら、今度は誰にも抜けなくなった。




　七つ目の鐘が鳴った。

　ノエルは〝応答者〟を鞘から抜き放つ。

　──ノエルにはそれが出来る。

　今ならその理由が分かる。〝解呪アンチマジツク〟の呪のろいのせいだ。

　ノエルは、〝応答者〟を両手で握にぎりしめると、高く振ふり上げた。

　首輪はラティエル王子に密着している。

「魔力が魔術回路に行き渡るのは、ほんの刹せつ那なよ。本当に出来るの？」

　ラティエルを斬らずに、剣先だけで魔導具を完全に切断する事が出来るのか？

　果たして、そこまでの技量がノエルにはあるのか？

　エスティカは、言外にそれを問う。

「魔法に頼たよらなくても、出来る事はあるさ」

　──今はそう信じたい。

「出来ると信じて、最後まで足あ搔がこう。それが今の俺たちに出来る事だから」




　八つ目の鐘が鳴った。

「王子の枷かせを断ち切れ、〝応答者〟！」

　言葉にすれば、〝応答者〟はそれに応こたえる。

　辺りは一面、炎ほのおの海のようだ。

　体中から汗あせが噴ふき出している。

　持ち手が汗で滑すべってしまいそうだ。

　深く息を吸う。

　熱で肺が焼ける。




　九つ目の鐘が──。

　ノエルは〝応答者〟を、首輪の繫つなぎ目目め掛がけて振り下ろした。




　かつて、誓約の魔術師エスティカ・ルルイエが宣言したように、ペルデペル侯こう爵しやく邸ていは、その日、灰かい燼じんに帰きした。







　エピローグ







　今にも王国の領域を抜ぬけようとする馬車があった。

「か、感謝しているぞ」

　その中で、眼帯をした黒くろ髪かみの男が言う。

　半身に酷ひどい火傷やけどを負い、右手に雑に巻いた包帯には、血がどす黒く滲にじんでいる。

「俺と協力しあった事はいつか、か、必ず、役に立つ。〝魔導連盟〟の思想が広がれば、俺は、いつか、必ず、お、王になる」

　向かい合った席に座る、騎き士しらしき男は何も答えない。

「お、王じゃない！　て、帝てい王おうだ！　帝王なんだ、ぞ！」

　ギラギラと血走る黒い瞳ひとみには、狂きよう気きの色が浮うかんでいる。

　頰はこけ、顔色は悪く、そこには死相が見えた。

「あ、あいつらに、ふ、復ふく讐しゆうしてやる！　俺の、敵は、全員こ、殺してやる！」

　相対する騎士は、

「協力した憶おぼえはない。〝魔導連盟〟とやらの行く末に少し興味を覚えただけだ」

　僅わずかに、煩わずらわしさのこもる声で答えた。

「だから、見み逃のがしてやっていた」

「せ、世界は、変わる！　〝魔法が導く、新たな世界の創造〟を！　お、俺を、魔術師と呼ぶなよ、魔導師と呼べ！」

　眼帯の男は大声を上げる。

「……馬車を止めろ」

「な、なぜ、馬車を止める！　行け！　行くんだ！　俺は──」

「ここで終わりだ」

　刹那に、騎士は腰の剣を抜いた。

　男の頭が眼帯ごと落ちて転がる。

　騎士は血ち塗まみれの剣を手に馬車を出た。

「手て柄がらにしていい」

　その剣を御ぎよ者しやに渡す。

　騎士は二頭いる馬の片方を馬車から外し、その鞍くらに跨またがると、

「……遠いな」

　鷹たかのように鋭するどい瞳を細め、その視線の先にある王都へと、馬を走らせた。




　　　　※




　まるで太陽のような明るい黄色の花──ルドベキアの花言葉は何だったかしら、とアニタは思う。

　花は相手に気持ちを伝える為ための贈おくり物である。

　花屋の少女サラが、ノエルに伝えたかった気持ちが、そこに込められている。

　きっと、彼に相応ふさわしい言葉なのだろう。

「ノエルー！　朝ごはんよ！」

　そう声をかけると、寝ねぼけ眼まなこをこすりながら、ノエル・アースキンが階段から降りてきた。柔やわらかな髪質のせいで毛先が荒あれ狂くるう波みたいに盛せい大だいに跳はねている。

「おはよう、ノエル。よく眠ねむれた？」

　フライパンに卵を割り入れながら、アニタは声をかける。

「……おはようございます、アニタさん」

「おはよう、ノエル・アースキン」

　髪には黒薔ば薇らの髪かみ飾かざり、華きや奢しやな身体からだを黒衣で包んだ美しい少女。

　透すき通る白い肌はだに、濡ぬれた鴉からすの羽のような長い髪。闇やみのように吸い込まれそうな黒い瞳は、目の前にある〝仔こ羊ひつじのシチュー〟に向けられている。

「おはよう。寝ね癖ぐせの騎士。それ、母性本能をくすぐるね」

　ふんわりとした銀ぎん髪ぱつのボブカット、青い瞳をした少年のような少女は、スープを掬すくって口に入れた。

「……何してるんだ？」

　エスティカ・ルルイエは、

「何って、朝食をとっているんだけど？」

　さも当然といったように答えた。

「ここは酒場で、朝食はやってないはずだ」

　リゼット・オセロは半目で、

「それ。世界の損失」

　ノエルを一いち瞥べつした。

　エスティカは涼すずしい顔で、ノエルをじっと見つめると、

「ノエル・アースキン。貴方あなたは私が必要だと言ったわ」

「え？　あれは、その──」

　魔ま法ほう事件の解決に必要だ、と。

「言ったわ。間ま違ちがいなく、言った。私、嬉うれしかった」

　リゼットが「おお」と驚おどろき、アニタが「へえ」と低い声を出す。

　エスティカは頰ほおを染めて、

「友だちが出来たってこんな感じなのね」

　リゼットが「友だち？」と驚き、アニタが「へえ」と高い声を出す。

「アニタさん！　お店の前のお掃そう除じ、終わったですよー♪」

　箒ほうきを片手に、クルクルと踊おどりながらメイドが〝水のアクア恩恵亭グレイス〟に入ってくる。

「お？　なんか、良いですねー。ラブの気配がしますよー。エスティ、頑がん張ばるですー」

　ステラ・キャットは右手を入り口に向けて、

「ニャンと！　驚きのお客様、一名ご案内ですよー！」

　白い獣けもの耳みみをピコピコと動かした。

　やってきたのは、フードを目ま深ぶかに被かぶったマントの人物。

「……約束を守れ」

　その人物がフードをとると、そこから、まるで光の粒りゆう子しが飛び散るような金髪に紫色ヘリオトロープの瞳、そして、ガラス細工を思わせる、透とう明めい感かんのある美しい顔が現れる。

「まだ、紅茶の美味おいしいお店に連れて行ってもらっていない！　だわ」

「ら、ラティエルお──」

　驚くノエルを手で制すると、

「言うな。ここでは、ルティエラと呼んでくれ。私は私であって、私ではない……のよ」

　もう彼女の首に、あの忌いまわしい首輪は無い。

　──無理に女性っぽい言葉を最後に付け足さなくてもいいのに。

　彼女はあの事件以来、完全に吹ふっ切れた様子で、この国初の女王誕生に向けて、行動を開始した、と街の噂うわさに聞いた。

「残念だったわね」

　視線をやることなく、エスティカが呟つぶやく。

「……ああ」

　ルティエラは、少しだけ寂さびしそうに睫まつ毛げを伏ふせた。

　国家反逆罪の罪に問われ、お尋たずね者となった執しつ事じのクライスは、国境を越こえようとした所で兵士に捕つかまり、逃にげようとした為に、殺されてしまったそうだ。

「共に歩く道を、踏ふみ外したのは、あいつだからな」

　今回の事件でノエルは、二人の犯罪者を捕まえることが出来ず、正当な裁きを受けさせる事が出来なかった。

　騎士としては、その役割を果たせなかったという事になるだろう。

　その悔くいは胸の中に燻くすぶっている。

「……失礼します！」

　女騎士が〝水の恩恵亭〟の入り口の前で馬を降りて、白いマントを翻ひるがえしながらこちらにやってくるのが見えた。

「……ぐえ。皆みなさん、なぜ、ここに」

　まっすぐな長い髪に知的な相そう貌ぼう。まるで吟ぎん遊ゆう詩人みたいな繊せん細さいで美しい顔立ちをしている従騎士、アリエス・クルールは、酒場にいる面子メンツを見て、心底嫌いやそうな顔をした。

「アリエス、どうした？」

「それが、大変なんです。ノエル騎士。捕まえていた犯罪者たちが、朝になったら、全員家か畜ちくに変わっていました」

「……意味がわからない」

「この前、ノエル騎士が捕まえた連続婦女暴行犯なんか、可愛かわいらしい子こ豚ぶたに変わっちゃって、私、今日、尋じん問もんする予定だったんですけど、何聞いても、ブヒブヒ言ってるだけなんですよ。それはもう、可愛らしくて！」

「それって、魔法事件じゃない？」

〝誓約の魔術師〟、エスティカ・ルルイエはカウンターに肘ひじをつき、

「その事件、私が解決すると誓ちかうわ」

　とても悪い魔女のように、艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

　波乱の予感である。




　──城下町は今日も魔法事件であふれている。


つづく









　あとがき







「次の新作が出るまで。それまでは持ちこたえてみせるわ」

　病びよう床しように臥ふせた少女が、余命幾いくばくもない事を薄うす々うす感じ取り、そう呟つぶやいたので、僕は彼女をもう暫しばらくこの世界に繫つなぎ止める為ために、新作の発売を二年遅おくらせた、というのは噓うそだ。

　こんにちは。二年ぶりの新作となります。前作から長らくお待たせした方々には申し訳ありません。今作からの方は、どうぞよろしくお願い致いたします。

　さて、この『城下町は今日も魔ま法ほう事件であふれている』ですが、「日常的に魔法を使う世界で、魔法による事件が起きたら、誰だれがどう解決するんだろう？」という、着想から生まれた物語です。例えば、ミステリーの解決で、トリックに超ちよう能力や魔法が使われたとすると「真ま面じ目めなミステリーを期待したのにがっかりだ」と言われてしまいますが、魔法がある世界なら、「犯人の足あし跡あとがないのは、空中をフヨフヨ浮ういていたからだ」とか、「瞬しゆん間かん移動すれば密室の完成だ」とか、おかしくないですよね。

　魔法という不思議で凄すごい力があるならば、それによって事件は起きているでしょうし、誰かが解決しているはずです。

　そこで、魔法がある事を前提にした上で、事件にどんな魔法が使われたのかという謎なぞ解ときにすれば、新しいアプローチである気がして、面おも白しろそうだなと思ったのです。

　この物語は、いつも世界征せい服ふくを企たくらんでいるみたいに悪い顔で人に誤解を与あたえる（でも魔法にはめっぽう詳くわしい）魔術師の少女と、普ふ通つうの騎き士しらしからぬ変な（でも人一倍の正義感はある）騎士が、魔法事件を解決する話です。

　ちょっと変わった謎解きに加え、魔法によって起きた突とつ飛ぴな事件を、登場人物たちが面白おかしくワイワイガヤガヤ言い合って、どう解決していくのかを楽しんでもらえたら嬉うれしいなと思いながら書きました。

　次巻は、この世界ならではの珍ちん事件を起こしてやろうと思っていますので、ご期待ください。キャラクターたちがどう対処して動いていくのか、自分でも楽しみです。

　最後に、二年の沈ちん黙もくを打ち破る為に尽じん力りよくして頂いた担当様と、ややこしい設定にも拘かかわらず、とても素す敵てきなイラストに仕上げて頂いた武む藤とう此くり史ひとさんに、この場を借りて感謝させて頂きます。また、お手にとって頂いた方々には、どうか楽しんでもらえますように。




　あと、病床に臥せた少女は今作を読んで、すっかり元気になりました。

　それでは、また、次巻でお会いできれば幸いです。


井いの上うえ悠ゆ宇う　　



























カバー・口絵・本文イラスト／武藤此史

カバー・口絵・本文デザイン／ビィピィ










城じよう下か町まちは今日きようも魔ま法ほう事じ件けんであふれている








井いの上うえ悠ゆ宇う
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